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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































　───すまない。

　華きや奢しやな身体からだを強く抱だきしめて、その髪かみに片かた頰ほおを埋うずめる。

　───……余の力が足りないせいで、そなたに、こんな───……。

　こんな弱々しい声を吐はくのが一国の王で良いのかと思うのに、悲しみと苦しみに潰つぶれた言葉を告げるしかない唇くちびるは、自らに向ける嘲ちよう笑しようを形作ることすら出来ない。

　───……こんなつらい思いをさせて、とでもおっしゃるの……？

　呟つぶやく声が、胸むな元もとで小さく響ひびく。

　───余のもっとも大切な者たちを側そばに置くため、守るために《四誓フオース》の制度を作った筈はずなのに。……まさか、あんな───。

　声が震ふるえるのを堪こらえきれず、唇を引き結び、強く瞼まぶたを閉じる。

　たぶん、その気配を察したのだ。

　───陛下。

　ほっそりとした腕うでが持ち上がり、背中を優やさしく抱いてくれる。

　───私は幸せです。陛下の《四誓》となれた運命に感謝こそすれ、恨うらむことは何ひとつありません。いまも、これからも───……。

　かすかに震えた優しい声を、胸で受け止める。

　───未み来らい永えい劫ごう、私は陛下のために生きて、薬を作り続けます。……この薬園で。

　───誓せい約やく、か……？

　はい、と答える声。

　その声ごと愛いとしい存在を両りよう腕うでで抱きくるみ、そして呟く。

　───では余も誓ちかおう。……《四誓》であるがためにそなたを妃きさきに迎むかえられぬというのなら、余は───……。










　　　　一




「───！」

　風を感じた直後に、ぱん、と甲かん高だかい音がアレクシオンの左頰の上で弾はじけた。

「な!?」

　傍かたわらで控ひかえていたサリオとルーカスは軽く目を見開いただけだったが、ヴァルトは違ちがった。

「ア……アレクシオン様に何をするッ！」

　童顔を怒いかりに歪ゆがませて、腰こしに提さげた剣けんを引き抜ぬこうとしたヴァルトの腕を、サリオが急いで摑つかむ。

「落ち着け、少年」

「放せよっ！　あんたら、大切な主君が殴なぐられても平気なのかよ、裏切り者！」

「アレクが敢あえて避よけなかったんだから、仕方ねえだろっ」

「───え」

　耳元で叫さけばれたヴァルトの動きが止まる。思わず主あるじであるアレクシオンと、そして標的だった相手を見た。

「……ち。可愛かわいくない」

　舌打ちとともに呟かれた声は低い。

　アレクシオンの前に立っているのは、白金に輝かがやく長ちよう髪はつを無造作に束ねたミスカだ。

　化け粧しようもせず、装そう飾しよくがほとんどない男性の衣服を身につけたミスカは、きわめて端たん麗れいな男性にしか見えない。

　たったいま自分が頰を叩たたいたアレクシオンを真正面から睨にらむ顔つきに、たおやかな女性を思わせる要素は皆かい無むだ。それどころか、隠かくさず溢あふれさせている怒ど気きのせいで、並の神経の持ち主なら近づこうとはしない剣けん吞のんな人物にすら見える。

「避けないというなら、もう一発───」

　再度上げられたミスカの手は、すかさず横からのびてきたルーカスの手によって阻はばまれた。

　ルーカスはミスカの手を摑んだまま、アレクシオンの前に身体を滑すべり込ませて言った。

「アレクがどう思おうと、二発目はこっちが我が慢まんできないんだよ、センセイ」

　ルーカスはそう言って唇の端はしを持ち上げたが、瞳ひとみは笑っていない。

「たとえ、あんたがシェリルの恩師でもな」

　ぞっとするような冷たい光が、瞳の中央で小さく点てん滅めつする。

「───そこまでにしておくんじゃな、ミスカ」
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　部屋の奥にいた老人───シェリルの祖父であり、アレクシオンの武術の師であるユアンが淡たん々たんとした口調で言う。

　ミスカは小さく息を吐いた。

「……分かったから、放せ」

　存外あっさりと指を開いたルーカスから自分の手を取り戻もどすと、ミスカはルーカスの後ろに佇たたずむアレクシオンを再び睨みつけた。

「───しっかし、外見だけじゃなく声まで変えられちゃ、別人にしか見えないよなあ」

　ヴァルトを押さえたまま、サリオがわざと吞気な声で言う。

「少年なんて、憧あこがれのミスカ先生の正体を知った衝しよう撃げきでずっと固まってたし」

「！」

　そうだった、と思い出したようにヴァルトはミスカの横顔を見つめ直した。

　アレクシオンの命を受け、隠れ家がとしている下イゼルの商家にユアンとミスカをこっそり連れてきたのはサリオだった。

　街中に潜ひそませている配下の者に彼らを捜さがし出させ、手配した馬車に乗せて商家の中庭まで引き入れた。

　どこで人に見られるか分からないので、ヴァルトは彼らを迎え出ることなく屋や敷しき内で待ったのだが、ユアンはともかく、頭まで被かぶったマントをミスカが取り去ったときは、思わずその後ろに視線を送った。

　───あれ？　ミスカ先生は？

　ヴァルトよりも先に部屋にいたサリオたちが噴ふき出し、「やっぱり分かってなかった」と笑うのを聞いて初めて現実を知ったヴァルトは、無言の叫びを上げたまま固まった。

　だから最後に部屋に入ってきたアレクシオンに向かってミスカがつかつかと歩いていっても動けなかったし、ミスカが手を振ふり上げたときも、先を読めるまで頭脳は再起動できていなかったのだ。

　ヴァルトと異なり、アレクシオンが動かなかったのは相手に戸と惑まどっていたからではない。

　サリオの言うとおり、最初から相手がミスカだと分かっていたからこそ、アレクシオンはミスカの手を避けなかったのだ。

　いまもだ。

　王子である自分の頰を叩いたミスカを見つめる瞳に動どう揺ようはなく、冷静な光の下には、ただ深い後こう悔かいだけがある。見る者までも切なくさせるその色に、ミスカでさえ心ごと引き寄せられそうになる。

「……ずるいな」

　ミスカは口元を歪ませてから、今度は深い息をひとつ吐いた。

「───殿でん下か」

　ユアンが近づいてきた。

「言っておくが、殿下。謝罪を口にしたら、儂わしは師し弟ていの縁えんを切る」

「！」

　口を開きかけていたアレクシオンが顔を強こわばらせるのを見て、ユアンは少し眦まなじりを下げた。そしてミスカの隣となりまで来ると、ぽん、と肩かたに手を置く。

「……私は膝ひざをついて謝って欲しいくらいですが」

　ユアンの手に促うながされる形で一歩退きながらミスカが言うと、ユアンは意地悪げな目をミスカに向けた。

「心にもないことを言うでない。謝るべきはシェリルのほうだと分かっているのじゃろう？」

「───」

　目を見開いたアレクシオンに、ユアンは目を向ける。

「殿下に着せられたありもしない罪のことも、シェリルが捕とらえられた経けい緯いも、道すがら、すべて聞きましたぞ」

「それなら尚なお更さら───」

　アレクシオンは唇くちびるを嚙かみしめた。

　───無む茶ちやはするな。

　───はい。

　あの瞬しゆん間かんに時を戻せたらと、何百回も後悔を塗ぬり重ねた場面が脳のう裏りに甦よみがえる。

　その度たびに胸が切り裂さかれるように痛むのに、それに慣れるどころか、交こう互ごに降り積もる後悔と痛みは、同じ記き憶おくをたぐり寄せるばかりなのだ。

「ご自身が判断を誤ったと仰おおせか」

　アレクシオンが黙だまって頷うなずくと、ユアンは目を吊つり上げた。

「その考えこそが誤りだと言っておる！」

「！」

　伏ふせていた目を上げると、ユアンの厳しい視線が真正面から突つき刺ささった。

「……良いか。判断を誤ったのはシェリルのほうじゃ」

　さほど大きくもないのに、ユアンの声は明めい瞭りように室内に響ひびく。

「シェリルは殿下の《四誓》じゃ。他ほかの誰だれよりも殿下をお守りし、その望みを叶かなえるために命を捧ささぐ立場の者じゃ。生しよう涯がいな」

「……」

「その自覚があるならば、シェリルは殿下の側そばを離はなれるべきではなかった」

「で、でも」

　ヴァルトが横から、思わずというように声を出す。

「王おう妃ひ陛下をお救いするために王宮に潜もぐり込む役は、シェリルが適任で……」

「どこが適任じゃ。あまたいる『鷲わし』の中には、薬に詳くわしい者も、武芸の達者なおなごもおるじゃろうが」

「!?」

　ユアンが口にした『鷲』という単語に、サリオとルーカスが弾はじかれたように顔を上げる。

　周辺国と比べると比ひ較かく的てき平へい穏おんなイゼリアでは、他国で名を轟とどろかせた義ぎ賊ぞく集団『六月の鷲』のことはあまり知られていない。ましてや、いまその義賊集団がどうなっているかなど、知る者はいない筈はずだ。

「…………やっぱり侮あなどれねえな、この爺じいさん」

「さすがアレクの師し匠しよう。というか、裏稼業で何かやってるとしか思えねえ」

　声を潜めてはいるが、お互たがいすぐそばにいるのだ。ユアンに聞かせるつもりの会話だろう。実際、それを受けてユアンは言った。

「ふん。おぬしらほどの物ぶつ騒そうな奴やつらの正体を確かめもせずに、可愛い孫まご娘むすめを預ける儂ではないわい。───まあ」

　ちら、とルーカスを見る。

「そっちのは、単なる『鷲』ではなさそうだがな」

「───」

　すっと、ルーカスの瞳に影かげが差す。その腕うでをサリオがさりげなく押さえたのと、ユアンが目をアレクシオンに戻したのは同時だった。

　ユアンはアレクシオンを見つめながら言う。

「……シェリルは《四誓》として……いや、おそらく、ただ純じゆん粋すいに、殿下のお役に立ちたかったんじゃろう。だから自分の出来ることを懸けん命めいに考えたのではないかな」

　それまでと違ちがい、ユアンの声は優やさしかった。愛する孫娘の心を思いやったのだろう。

　だが言葉は曲げない。

「それならば尚更、自分の出来ぬことにも思い至るべきじゃった。自分の力では及およばぬことも考えたうえで、主あるじのために最善の行動をする。それが《四誓》のすべきことじゃ」

「……」

　ヴァルトは目が覚めたような顔でユアンを見ている。

　サリオとルーカスの表情に変わりがないのは、彼らは初めからユアンと同じ考えを備えていたからだろう。

「……ですがユアン殿どの」

　ミスカが苦々しい表情で言う。

「そもそもシェリルは、王家の確かく執しつに巻き込まれ、いわば騙だまし討うちのように《四誓》になったのですよ。自らの覚かく悟ごで《四誓》になった者と同列に扱あつかわれても」

「同じじゃ」

　ぴしりとユアンが言う。

「経緯は何であれ、あの子は《四誓》としての覚悟を持っておった。───そうであろう？」

　ああ、そうだった。

　アレクシオンの父である前国王の治ち療りようが出来るよう、その資格を持たせるためにシェリルを《四誓》に迎むかえたが、真実を知ってもシェリルは逃にげなかった。

　───もう一度───誓せい約やくをさせてください。

　真しん摯しな眼まな差ざしをアレクシオンに向けて、はっきりとそう言ったのはシェリルだ。

「《四誓》を命じる側も引き受ける側も、それだけの重みを自覚せねばならん」

　言い切った後に「本来はな」とユアンが付け加えたのは、昨今では《四誓》という地位が、王位を巡めぐる争そう奪だつ戦の中で、いいように使われていることを皮肉ったのだろう。

　アレクシオンはふと、実母である王妃カテリナから聞いたシェリルの父、カルロのことを思い出した。

　亡なき父王が《四誓》に迎えようとしても頑がんとして首を縦に振らず、自分よりも王にとって有益となる人材のためにその椅い子すを空けておこうとした。そして、自分の余命が区切られたことを知ると、やはり自分以上に相応ふさわしい者のために身を隠かくした、凄すご腕うでの騎き士し。

　その彼は、アレクシオンを守るために命を落とした。

　変えようのないその事実が、アレクシオンの胸に暗い影かげを落とす。

「……」

　黙り込んだアレクシオンに「殿下？」とユアンが尋たずねる。

　アレクシオンは一度目を伏せてから、ユアンを見た。

「……あなたがおっしゃるとおりシェリルが誤ったのだとしても、その責任はやはり俺にあると思います」

　それを聞いたミスカが、皮肉めいた笑えみを唇に刷はいた。

「シェリルがあなたを想おもってしたことだから？」

　首を横に振ふる。

　それはシェリルの想いを否定するものではなく。

「───シェリルを止めなかった、止められなかったのは俺だから」

　実母と養母を救うという目的は果たしたものの、シェリルはラルフシオンの手に落ちた。

　そうなる危険性はいくらでも予測できた筈なのに、必死なシェリルを頭から否定することが出来なかった。その根底には、どんな状態になったとしても自分ならシェリルを救えるのだという過信があったのだと思う。

　自分はあのとき、シェリルを止めるべきだった。

　たとえシェリルが一時の疎そ外がい感かんを覚えたとしても、アレクシオンは冷静な判断で、別の指示をシェリルにすべきだったのだ。

　守ると誓ちかったのに。

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめたとき、ミスカの表情がさらに険しくなった。

「───じゃあ、どうしてさっさとシェリルを助けにいかない!?」

「！」

　振り向いたアレクシオンに、嚙かみつかんばかりの勢いでミスカが迫せまる。

「ラルフシオン王子に囚とらわれていると分かっていながら、何故なぜ動かない!?　母親を助け出したときのように、『鷲』とやらを総動員してでもあの子を助けにいけばいい。それをしないのは保身か!?　実際にはもうあの子は不要で、自分だけさっさと逃げるつもりかッ！」

「───違う！」

　咄とつ嗟さに大声を返した自分を、サリオたちが驚おどろいて見ているのが視界の端はしに映ったが、そんなことは気にもならなかった。

「助ける。助けたい。───いますぐにでも」

　その思いは強い勢いで身体中を駆かけ巡り、アレクシオンを激しく突き動かしてくる。

　だが、身体からだの奥から沸わき起こるその衝しよう動どうに身を任せないのは、同じくらいの強さで引き留める別の声があるからだ。

「昔のことなら、お前は責任を感じなくてもいいと思うけどな」

　サリオが息を吐はき出して言う。

「どういう意味───あ」

　尋ねかけてすぐに、ミスカは思い至ったように表情を曇くもらせた。

「……シェリルの父親が、自分を救うために亡くなったこと？」

「ああ───爺さんから聞いてるのか」

　サリオがユアンを見ると、首を横に振った。

「ミスカはソニアから聞いていたようじゃの」

「ソニアって……シェリルの母さんか」

　ずいぶん前に亡くなったソニアとミスカの接点がどういったものかは分からなくても、同じ調薬師であることや、貴族の血を引き、もとは王宮調薬師でもあったミスカが片かた田舎いなかのメリナ村でシェリルの師となっていることから、だいたいの想像はついたようだ。

「え？　ということは、シェリルも知ってるのか？」

「！」

　アレクシオンが顔をはね上げると、ミスカは少し同情するような目になった。

「……あの子は知らない筈だ。私も言ってない」

　そう言ってからミスカは眉まゆを寄せた。

「知っていたとしても、それであの子が恨うらむとでも？」

　そんな風には思っていなかった。

　だが、シェリルから父を奪うばったのが自分だと思うと、彼女の手を取る資格があるのかと考えてしまうのだ。

　答えないアレクシオンに向かって、ミスカは呆あきれたように首を横に振った。

「それで落ち込んで足が動かないのだとしたら、お守もり役の《四誓》に背中を蹴けり飛ばしてもらうんだな」

「いや、理由はそれだけじゃないな」

　少しは同意する部分があるのか、あるいは自分たちの普ふ段だんがそうだからなのか、言いたい放題のミスカを咎とがめる風でもなくサリオが言う。

「あんただって戸と惑まどうだろ。シェリルと腹黒王子が婚こん約やくしたって聞けば、さ」

「───婚約!?」

　どうやら、これは耳に入っていなかったらしい。

「……ちょ、ちょっと待って。なんでシェリルが───そもそもシェリルを国王暗殺の罪で捕とらえようとしていたのがラルフシオン王子でしょ」

　動どう揺ようのせいか、ミスカが言い慣れた言こと葉ば遣づかいに戻もどって聞き返す。

「だからアレクも迷うんだって」

　ルーカスがため息をつくように言う。

　無言のアレクシオンをちらりと見てから、サリオが説明する。

「あの腹黒王子のことだから何か目的あってのことだろうが、その目的ってやつがさっぱり見えねえんだ。まあ少なくともシェリルを殺す気はないってことだろうから、こっちも時間が稼かせげるんだが」

「シェリルの動きも見えない。あいつなら逃げだそうとして一ひと悶もん着ちやく起こしそうなのに、宮きゆう殿でんに潜ひそませた『鷲』からはそういう報告がないんだよな」

　ミスカは驚いた表情でそれを聞いていたが、次し第だいに眉をひそめていった。

「───まさかと思うけど。それがシェリルの意志かもしれないとでも？」

「───」

　ミスカの言うとおりだった。

　もしも───もしもシェリルが自分の意志でラルフシオンの傍かたわらにいることを選んだのだとしたら、そこから無む理り矢や理り引き剝はがす権利が果たして自分にあるのだろうかと。

　まだどこかでアレクシオンは、自分たちを嵌はめた一連の陰いん謀ぼうの首しゆ謀ぼう者しやが、異母兄のラルフシオンではないことを祈いのっている。しかし、実際にそうであったとしたら、尚なお更さらシェリルの選せん択たくを否定する理由がない。

　そもそも先刻ミスカが言ったばかりではないか。シェリルは騙だまし討うちのような形で《四誓》になったのだと。それなのにまた、自分がシェリルの運命をねじ曲げるようなことをして良いのか。シェリルから父を奪った自分が、いままたシェリルがともにいたいと願う者を奪って良いのか。そんな思いが、躊ちゆう躇ちよという形でアレクシオンの足を縛しばっている。

　こんなことは物心ついてから初めてのことだった。

　一番正しいという答えはもう自分の中で出ている。それなのに、制せい御ぎよできない感情がそこに向かう動きを阻はばむなど。

「ば……馬ばッ鹿かじゃないの!?」

　どうやらミスカは、相手が自国の王子だという意識が完全に吹ふっ飛んだらしい。

　牙きばを剝むく勢いでアレクシオンに食いかかる。

「そんな風に考えること自体がシェリルに対して失礼だと思わないの!?　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、ちょっと不安に思うくらいなら可愛かわいいものよ。でも、それで身動きできなくなるって、どれだけ臆おく病びようなのよ!?」

　ぴく、とアレクシオンの肩かたが揺ゆれる。

　視線を上げたアレクシオンに臆おくすることなく、ミスカは真っ向から蒼あおい瞳ひとみを睨にらみ据すえて言う。

「シェリルを思いやっての行動だとでも言いたいの？　そうじゃない、単にそれは逃にげてるだけ。シェリルに自分を否定される。そんな悪い想像が現実となるのが怖こわいだけよ」

　ミスカの頰ほおは怒いかりで紅潮している。

「そんな情けない男にあの子は誓せい約やくをしたの!?　命尽つきるまでと!?」

「！」

　落らく雷らいを受けたように、アレクシオンの全身に震ふるえが走った。

　───ここに、誓約を交かわす。

　シェリルと二人で交わした、二度目の、真実の誓約。

　───命尽きるまで、我らはひとつの道の上にあり。

　文言は、儀ぎ礼れいとして定められたものだ。

　けれどもその言葉に込めた思いは、誰だれかに強しいられたものではなかった。

　───シェリルに自分を否定される。そんな悪い想像が現実となるのが怖いだけよ！

　ああ、そうだ。

　アレクシオンはぐっと唇くちびるを嚙みしめた。

　迷いは、シェリルの意志を尊重したからではなかった。

　───シオン。

　あの笑え顔がおが、彼女自身の意志で自分ではない他者に向けられるのを見たくなかっただけだ。差し伸のべた手を拒こばまれるのが、怖かっただけだ。

（……確かに俺は馬鹿だ）

　正論を吐くミスカの怒ど気きに満ちた瞳を、見つめ返す。

　その瞳に、これまでにない色を見いだしたのか、ミスカはまだ何か続けて言おうとしていた唇を閉とざした。その隙すきに、少し位置を後ろへずらしてルーカスと並んだサリオが、わざと聞こえるように呟つぶやく。

「……あの格好のまま、あの喋しやべり口調で怒ど鳴なられるのは怖こええな」

　それを受けたルーカスはしたり顔で頷うなずいた。

「やっぱあれ、センセイだったんだなあ。見ろよ、少年があらためて固まってるぞ」

「純情ぶりに泣けてくるな」

「単に目が節穴だっただけだがな」

「───う、うるさい！」

　我に返ったヴァルトが羞しゆう恥ちと怒りで顔を真っ赤にして二人に振ふり向く。

「というか、あんたらだってミスカ先生が男だなんて分からなかっただろうが！」

「え？　俺ら最初から分かってたよな？」

「まあ、少年は女性慣れしていないから仕方ないか」

「ルカ、お前は慣れすぎ。少年は慣れなさすぎ」

「───ううう、うるさい！」

「全員うるさい！」

　ミスカが三人に振り向いて一いつ喝かつする。

　サリオとルーカスはけろりとした顔で明後日あさつての方角を見て、ヴァルトだけが首を竦すくめる。

「ミスカ。おぬしもそのあたりで良いじゃろ」

　ゆったりとユアンが言い、アレクシオンを見た。

「……それで、殿でん下かはどうするつもりかな」

　全員の目がアレクシオンに向く。

　アレクシオンは一度目を閉じた。

　ひとつ、息を吐はく。

　そしてゆっくりと目を開いた。

「───シェリルを救い出します」

　言い切った声と、前を向く瞳に迷いはない。

　凜りんとした、本来のアレクシオンがまとう空気が、室内すべてを支配する。

　アレクシオンはユアンと、そしてミスカを見つめた。

「俺は愚おろかでした。《四誓》の誓約は、どちらか一方がするものではないということを忘れていました」

　シェリルはアレクシオンに生しよう涯がいの忠誠を誓ちかった。

　同時にアレクシオンもまた、同じ言葉でシェリルに誓っているのだ。

「この先シェリルの心がどちらを向こうとも、俺がシェリルにたてた誓約は変わらない。そんな簡単なことを、忘れていた」

　守ると誓った。

　それは、ただシェリルを思いやって臆病になることではなかった。

　アレクシオンはわずかに顎あごを上げた。

　それを合図としたように、サリオとルーカス、そしてヴァルトの背筋がのびる。

「……サリオ。兄上の宮殿に『鷲』はどれだけ入り込めている」

　サリオは渋しぶい表情を作ってみせた。

「人数はまだ僅わずかだし、奥までは行けてない。あそこは身内でがちがちに固めているうえに、シェリルのこともあって警けい戒かいを強めているからな」

「俺の色いろ仕じ掛かけも無理？」

「ルカの面は割れてるから、今回は使え───あ」

　何かがひらめいたサリオが、ぽん、と拳こぶしを逆の手のひらに打ち付ける。

「センセイ使えるな」

「は？」

　急に役を振られたミスカが目を見開く。

「センセイ、あの腹黒王子の従兄弟いとこなんだろ？」

「……そうだが」

　ミスカはすごく嫌いやそうに鼻をしかめた。

　前王暗殺の首謀者の一人としていったん捕とらえられたものの、ミスカは簡単な取り調べだけで解放された。それはミスカ───本名ミスラカルの母がラルフシオンの母と異母姉妹だったからだ。

　尋じん問もんの中で、隠かくしていた出自を自ら明かしたミスカは、自分に罪を着せるならそれをラルフシオンの指示だったことにすると暗に脅おどしたのだ。

「つまりセンセイなら、従兄弟を訪ねに行くという名目が出来るわけだ」

「それは無理だ」

　口調を男のものに戻もどしてミスカが言う。

「ラルフシオン王子は私の存在を汚お点てんとしか思ってないだろう。今回の件がなかったら、私の存在など知らずに終わったかもしれない」

　しかもラルフシオンにとって忌いまわしきその存在は、彼の計画の一いつ端たんを崩くずしたのだ。それも単に計画外の破は片へんが混ざり込んだだけでなく、その切っ先を彼の急所に突つきつけてきた。

「たぶん殺したいくらい私が憎にくいと思うが、そんな奴やつを自分の砦とりでに入れると思うか？」

「その砦に王子がいればな」

　サリオがにやりと笑う。

「アレク。さすがにシェリル奪だつ還かんまでは無理だが、うまくいけば会うか、手紙を誰かに預けるくらいは出来るかもしれないぜ」

「ついでに従者として『鷲』を連れて行けば、そのまま潜もぐり込めるんじゃないか？」

「───おい、私の意志は？」

　ミスカの言葉など聞いていない。

　サリオとルーカスの目はアレクシオンにのみ向けられている。

　アレクシオンは少しだけ目を伏ふせた。だがそれは、先刻までとは違ちがって憂うれうためのものではなく、深しん慮りよするためのものだった。それもほんの僅かな間だ。

　視線を上げたアレクシオンはサリオを見た。

「分かった。従者もつける。決して無理はさせるな」

　ミスカの眉まゆ根ねがきつく寄る。

「無理はさせるなって……従者のことか、それとも」

「勿もち論ろんあなただ」

　視線をミスカに移したアレクシオンが静かに言う。

　冷静な眼まな差ざしでミスカを見つめたまま、アレクシオンは言った。

「兄上の宮きゆう殿でんに入り込めたのに手ぶらで帰れないと思うかもしれないし、ましてシェリルの姿を見たら、そのまま置いておけないとあなたなら思うだろうから」

「───王子に言われたくない」

　否定せずにミスカが言うと、アレクシオンはかすかに笑った。やっと見せたその笑え顔がおは、自分の美び貌ぼうに見慣れたミスカの目にも眩まぶしかった。

「……本当に、可愛かわいくない」

　呟きながら何故なぜか、ミスカもまた自分が笑っているのに気づいていた。




　　　　二




「───あまり、深く関かかわりたくない人種だな……」

　ミスカは自分の手の中にある書状を見つめながら、深い息をついた。

「何かおっしゃいまして？」

　うっすらと頰ほおを赤らめた侍じ女じよが、ミスカの呟きを拾って振り返る。

「いえ。───さすがラルフシオン殿下の宮殿は、窓まど枠わくひとつ取っても趣しゆ味みが良いと感じ入っていたところです」

　ミスカが歩いているのはラルフシオンの宮殿の廊ろう下かである。

　宮殿を建てたのが持ち主とは限らないが、柱や窓に施ほどこされた装そう飾しよくや、壁かべを飾かざる絵や彫ちよう刻こくは現在の持ち主の趣味が反映される。

　ラルフシオンの母アデラの趣味かもしれないが、すべてにおいて完かん璧ぺきであろうとするラルフシオンであるなら、人目に触ふれるところを母任せにするとは思えなかった。

　実際、褒ほめ言葉は偽いつわりではない。但ただし、それが好みに合うかどうかは別だ。

　まるで相手を感服させるために作られた、あまりにも計算し尽つくされた美は、少なくともミスカには感動の対象にはならなかった。

（……ここの主あるじ、そのものだな）

　そんなことを考えながら侍女にしなやかな笑みを作って見せると、侍女はうっとりとした眼差しをミスカに向けて「そうですか」と答えた。

　それに微笑ほほえみ返してから、もう一度手の中の書状に意識を戻す。

　ラルフシオンの筆ひつ跡せきを完璧に真似まねた書状には、従兄弟であるミスラカルが宮殿を訪ねた際には中に入ることを許し、自分が留守のときは宮殿で待たせるようにと書かれていた。ご丁てい寧ねいにも「粗そ相そうのないように」と書かれているのはご愛あい敬きようだ。

　───いろいろな特技を持つ者が仲間にはいてね。

　朝飯前だと言って笑いながらサリオが書状を差し出して来たとき、流石さすがにミスカも自分の身を案じた。いくら『六月の鷲』が世界に名を馳はせる義ぎ賊ぞく集団だったとしても、ラルフシオンに近しい者まで騙だませる偽ぎ書しよが、そうそう簡単に作れるものかと思ったのだ。

　───ばれたらちゃんと逃にがすから。

　そう言ってつけられた従者は、ほっそりとした体つきの、目立たない風ふう貌ぼうの青年だったが、サリオによるとそういう者のほうが人々の印象に残らなくて良いらしい。

　腕うでは確かだと言い切ったその言葉を信じつつも、命を捨てる覚かく悟ごで王宮を訪ねてきたのだが、書状の確かく認にんにいくばくかの時間を取られたくらいで、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと中に通された。

　無論、ラルフシオンが留守のときを見計らっての訪問だ。

　シェリルに会いたいと言えば警戒されると考え、あくまでも王都を辞するにあたっての挨あい拶さつという名目にしたのが正解だったようで、さほど疑いを持たれなかった。

　さらに、ミスカの外見も効果があったようだ。

　ラルフシオンと同じ髪かみの色を持ち、どこか似たところがある優ゆう艶えんな面おも差ざしとたおやかな物もの腰ごしは、ラルフシオンに仕える者たちを惑まどわせるのに充じゆう分ぶんだった。

「でも残念ですわ。イゼルを出られた後はどちらに？」

「メリナ村に戻るつもりでしたが、村の方々に迷めい惑わくをかけてしまいましたから、しばらく外国にでも行こうと考えています」

　殊しゆ勝しような顔つきで噓うそを並べながら、あたりに目を走らせる。

　侍女に指示を出した上官は、かなり優ゆう秀しゆうらしい。ミスカの存在自体がラルフシオンにとってある意味禁きん忌きであることから、通常の陳ちん情じよう者しやたちを通す客間ではなく、さらに奥にある部屋に通そうとしているようだ。だが、シェリルがいそうな奥へとつながる棟むねでもない。

　しかしそれを逆手にとり、従者としてついてきた『鷲』の青年は、衛兵たちの姿が見えなくなった瞬しゆん間かんにするりと姿を消した。おそらくミスカの姿が確認できる場所にはいるのだろうが、案内する侍女には最初からいなかったと思わせる巧たくみなやり方だった。

（───さて、どうするか）

　ミスカは侍女に目を向けた。

「……ところで、ラルフシオン殿でん下かとシェリル様の婚こん約やくが決まったとうかがいましたが」

「まあ。もうお耳に入ったのですか？」

「正式な発表は後日なさると聞いておりますが、シェリル様と私は恐おそれ多くも師し弟ていの関係がありましたから、ラルフシオン殿下がこっそりと教えてくださったのです」

　シェリルはアレクシオンの《四誓》となったときから、王族と同等の扱あつかいを受けている。それに加えて王子の婚約者となれば、たとえ師であっても臣下の礼を取るのが正しい振ふる舞まいである。ミスカはそれをすることで侍女の警けい戒かいを解こうとした。

　もっとも侍女のほうは、ミスカを見た瞬間にそんな警戒は溶とけ落ちている。ルーカスが見ていたら「強敵現る」と呟つぶやいたかもしれない。

「もはやシェリル様は私にとって遠い存在となってしまいましたが───」

　相手を騙すつもりの台詞せりふが、ミスカの胸を小さく突く。そのささやかな痛みに気づかぬふりをして、ミスカは立ち止まった。訝いぶかしげに同じく足を止めた侍女に向き合うと、そっと手を取る。

「あなたなら分かって下さるだろうか。それでも師として、私はシェリル様を弟で子しと思い、案じているのです」

「は……は、はい、分かりますわ……！」

　熟うれた実のように赤くなった侍女に顔を近づけ、まっすぐに見つめる。

「殿下からうかがいましたが……何故シェリル様は……」

　そこで言葉を途と切ぎれさせ、切なげに眼めを細めてみせる。

　これは一か八ばちかの賭かけだった。

　シェリルがいまどのような状態なのかまったく分からない中で、上手うまく引っかかってくれればと思ったのだ。

　侍女は目を丸くしてミスカを見上げた。

（…………負けか？）

　内心、ひやりとしながら侍女の手を放そうとしたときだった。

「───私もシェリル様のことは心配しているのです」

　侍女がミスカの手をきゅっと握にぎり返して見上げてくる。

（───勝ちだ）

　大きな安あん堵どがミスカの胸を転がり落ちる。

　侍女はミスカの言葉を信じただけでなく、よりミスカの心を得ようとして、固くつぐむべき唇くちびるをとうとうほどいたのだ。

「シェリル様も記き憶おくを取り戻もどそうと一いつ所しよ懸けん命めいなのですが、それが却かえってお身体からだには良くないとラルフシオン殿下がおっしゃるので、私たちも出来るだけ以前のことはお考えにならないよう申し上げているのです」

（───）

　一いつ瞬しゆん。

　ミスカは急に侍女が異国の言葉を喋しやべりだしたのかと思った。

　彼女が放った言葉の意味が示す事態を、無意識に頭が拒こばんだのだ。

（……記憶を……シェリルが記憶を失っている……!?）

　何とかそれを認めたとき、衝しよう撃げきとともに謎なぞが解けた。

（そういうことか……！）

　だからラルフシオンの宮きゆう殿でんに留とどまっているだけでなく、婚約などという話まで出てきたのだ。

　そこにシェリルの意志は一いつ片ぺんもない。受け入れているのだとしても、真実を知らぬまま言い含ふくめられているだけの話だ。

（振られたわけではないようだよ、殿下）

　ほっとしながらも、別の不安がわき起こる。

　何が原因かは分からないが、シェリルの記き憶おく喪そう失しつは一時的なもので済むのか。仮に生しよう涯がい続くものだとしたら、これから彼女に吹ふき込まれていく黒い事実がそのまま真実と変わっていってしまう。

　───ミスカ先生。

　幼い頃ころから自分に向けられてきた愛くるしい笑え顔がおは、もう二度と見ることはないのか。

　それどころか、素す直なおでひたむきなシェリルの性質すら変わってしまうのかもしれない。

（───させるか）

　ミスカは強い眼まな差ざしを宮殿の奥に向けてから、侍じ女じよへと向き直った。

　柔やわらかい微笑みを浮うかべて侍女に言う。

「あなたのおっしゃるとおりだ。無理に思い出そうとするのは良くない。───ああ、でも」

　ミスカは侍女の耳元へ口を近づけた。

「……私をシェリル様のもとへ連れていってくだされば、少しはお力になれるかもしれない」

「え───」

　侍女がとろりとした目つきで、間近に迫せまったミスカを見つめる。

「それなら───……」

　侍女が落ちかけたそのときだった。

「───そういう話なら出て行っていただこう」

「！」

　ふいに投げつけられた声に振り返った瞬間、ミスカはぎょっとした。

　周囲には誰だれもいなかった筈はずなのに、小こ柄がらだが均整のとれた体型の男が、思いの外近くでミスカと侍女を見ていたのだ。

　そう、見ていた。

　睨にらむのでもなく、疑うのでもなく、ただ感情のない眼で見ていた。

　それだけなのに、彼と目があった瞬間、複数の冷たい手が背中を這はい回ったかのような、ぞっとする寒気を覚えて、ミスカは足を竦すくませた。

「……ラルフシオン殿下のお許しはいただいていますが」

　なんとか声を出す。

「殿下の帰りは遅おそい」

　やはり感情もなく、淡たん々たんと言う。

　男の年ねん齢れいは読めなかった。ミスカと同年代のようにも、もっと若いようにも見えるし、その逆もある。こうだと言われれば、それがどんな年齢であれそのまま信じてしまいそうだ。

「出直していただこう」

　そう言いながら長めの前まえ髪がみから覗のぞく薄うすい緑色の目は、瞬まばたきひとつせずにミスカから離れない。しかもそれが一瞬だけ、赤く光ったように見えた。

（───危険）

　咄とつ嗟さにそう思う。

　未知の薬草を手にしたとき、それが猛もう毒どくを持つ場合にのみ感じる直感に似ていた。

　アレクシオンの忠告がなかったとしても、こんなに不気味な存在を前にしたら、武人でもないミスカは逃にげるしかない。

「……分かりました」

　精せい一いつ杯ぱいの力を振り絞しぼって微笑ほほえみかける。ここはもう、その恐ろしさに気づいていない鈍にぶさを演出するしかなかった。

「そもそも私のような身が殿下にご挨あい拶さつを申し上げようとしたこと自体、思い上がりも甚はなはだしいことでした。……侍女どの。申し訳ないが、そこまで送っていただけますか？」

「は───はい！」

　侍女のほうは男の存在に何も感じていないようだ。

　ぺこりと男に向かって頭を下げると、案内のためにミスカの前に立った。

　廊ろう下かを歩きながら、男が背後についてこないことを確かく認にんする。

　姿はないが、あの目がまだ追ってきているような気がして背筋はこわばったままだ。

　途と中ちゆう、侍女がミスカの願いを叶かなえられなかったことをしきりに詫わびるが、その言葉も殆ほとんどミスカは聞いていなかった。

　今はただ、この宮殿から───いや、あの男から逃のがれることだけを考えなくてはならないと、本能的に悟さとっていた。

　そのミスカが無事ラルフシオンの宮殿から出た頃だ。

「───どうして駄だ目めなの!?」

　中庭へとつながる渡わたり廊下の途中で、数名の侍女に腕うでをとられたシェリルが、泣き出しそうな顔で叫さけんでいた。

「ひとりで庭に出たいと思っただけなのに。少しだけでいいから、ひとりになりたいって言っているだけなのに」

　どれだけ泣き喚わめいても願いは聞き入れられないことをシェリルはもう悟っていたが、言わずにはいられなかった。

「身分の高い女性は、おひとりで行動されるものではございません」

「ましてや、シェリル様はまだご病気なのですから、無む茶ちやをおっしゃらないでください」

　繰くり返される同じ言葉に、シェリルは両手で耳を塞ふさぎたくなる。

（私は『シオン』に会いたいだけなのに……！）

　記憶のすべてを失った中、闇やみの中に光る一つ星のように、ぽつりと道を照らした名前。

　心に灯ともったその明かりは、ただひたすらに切なく、愛いとしく、シェリルの胸を締しめ付けた。

　その『シオン』とは、自分の恋こい人びとを名乗るラルフシオンでも、庭に突とつ然ぜん現れたクラウシオンでもない、別の誰かだということだけは何故か分かった。

　分かったからには、シェリルはそこに行きたい。

　けれど宮殿はまるで強固な檻おりのように、部屋にかけられた鍵かぎだけでなく、人までもが壁かべとなってシェリルの行く手を遮さえぎるのだ。

　最初は部屋をこっそり抜ぬけ出ようとした。そのときは扉とびらの両側に立つ衛兵に咎とがめられた。

　───どうかなされましたか？

　───……え。あの、喉のどが渇かわいて……。

　───ならばすぐに侍女を呼びます。どうぞ、お戻りを。

　次は庭に出たときだ。

　側そばにいた侍女を上手うまく言いくるめ、彼女が離はなれた隙すきに庭から出ようとした。すると、誰もいないと思ったところから現れた別の侍女たちに咎められた。

　こんなことを、もう何度も繰り返している。

「さあ、お茶の準備もしてありますから。お庭に出たいのであれば東あずま屋やで」

　なだめるように籠かごに入った茶器をシェリルに見せる侍女に、シェリルは首を横に振ふった。

「これもラルフシオンの命令なの？　私を見張るように言われてるの？」

　もはや『シオン』とは呼べないラルフシオンのことを責めるような口調で尋たずねると、侍女たちは慌あわて出した。

「シェリル様を心配なさってのことです」

「でも宮殿内よ。何を心配するの？」

「ですが、このような時期ですから」

「───このような時期？」

　ぽろりと口を滑すべらした侍女に振り向くと、その侍女は真っ青になって手のひらで口を押さえた。それを睨みつけたのは侍じ女じよ頭がしらだ。

　すぐに侍女頭はシェリルに向き直ると、説き伏ふせるように言った。

「シェリル様。王族の方々はその身分ゆえに、常に危険にさらされていらっしゃるのです。特にラルフシオン殿でん下かはこの国の王となるべき御お方かた。たとえ宮きゆう殿でん内といえど、私どもは殿下をお守りするために、細心の注意を払はらわねばなりません」

　そしてそれはシェリルも同様なのだと言う。

「───」

　黙だまり込んだシェリルが、恐おそれおののいたとでも思ったのだろう。侍女頭は優やさしげな笑みを浮かべて、シェリルの背中をさすった。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、シェリル様。シェリル様は私どもがお守りしますから」

　ぴく、とシェリルの肩かたがはねる。

（……守る……？）

　───大丈夫だ。

　耳元を、優しい風のような、誰かの声が触ふれる。

　───俺がお前を───守る。

　低く囁ささやくその声に、シェリルの身体からだは大きく震ふるえた。

　熱が、身体の奥で揺ゆれる。

　胸が、誰かを呼ぶ。

（───……ああ）

　シェリルは、侍じ女じよたちの手からやっと解放された両りよう腕うでで、自分の身体を強く抱だきしめた。

　その腕の中で、自分の身体は誰かを求めて震えている。こうして自分の手で押さえていないと、どこかへ駆かけだしていってしまいそうなくらいに。

（……会い……たい……）

　名前も顔も思い出せない『シオン』に会いたくて、身が引きちぎられそうだ。それなのに自分は何も出来ない。

「……ひっく……」

　身体を強く抱きしめたまま、俯うつむいたシェリルの目から涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちた。

　侍女たちはそんなシェリルと侍女頭を、おろおろと交こう互ごに見やる。しかし侍女頭は渋じゆう面めんを作るだけで、動こうとはしない。

　そのとき、庭の向こうから一人の侍女が「シェリル様！」と駆けてきた。

「……ラダ？」

　ラダは普ふ段だんからシェリルの近くで仕えている。少々そそっかしいところはあるものの、悲しげな顔ばかりしているシェリルを元気づけるために、声をかけたり菓か子しを用意したりと、一番気にかけてくれている侍女だ。

　そのラダが、両腕いっぱいに幾いく種類もの花を抱かかえて駆けてきた。

「シェリル様のお好きな花をたくさん摘つんできました！　お部屋に飾かざれば、庭にいる気分が味わえると思います！」

　そう言って抱え込んだ花を笑え顔がおで示す。

「ラダ？　庭にはこのような花は見かけませんが」

「あ、庭ではなくて、裏の───」

　侍女頭の問いにラダが答えかけたときだった。

　ラダが手にしている花のひとつに焦しよう点てんを当てたシェリルの涙に濡ぬれた目が、ぱっと大きく見開いた。

「ラダ、それを捨てて！」

「え？」

　きょとん、とシェリルを見上げたラダは、不思議そうに自分が摘んできた花に目を落とした。

「その左手側にある白い花よ！」

「え、でも、せっかく───」

　不満そうに言いながらも、ラダはシェリルが指示した花の茎くきを無造作に摑つかんだ。その指が、花の茎から出ている小さな棘とげを誤って握にぎる。

「！」

　ラダが小さな痛みに顔をしかめながら指先を口に咥くわえるのと、シェリルが青ざめるのが同時だった。

「駄目、ラダ！」

「痛───……？」

　ラダの手から、ばさばさっと花の束がこぼれ落ちる。

「……っ！」

　みるみるうちにラダの顔は真っ白になり、空気を求める魚のように口を開いた直後、そのまま地面に崩くずれ落ちた。

「きゃーっ!?」

「ラダ!?」

　侍女たちがいっせいに悲鳴を上げる中で、シェリルは弾はじかれたようにラダへ駆け寄った。

　上体を抱え起こし、指で口をこじ開けて喉の奥を見る。

「真っ赤……！」

　青ざめながらもシェリルは侍女頭に向かって叫さけんだ。

「人を呼んで、ラダを部屋に運んで！　それと砂糖水！」

「え、……さ、砂糖？」

「早く！」

　はい、と別の侍女が衛兵を呼ぶために転がるように走り出した。また別の侍女は、持っていた茶道具から、水と砂糖を取り出して混ぜ合わせる。

　その間にシェリルはラダを抱えたまま、ぐるりと辺りを見回した。その目が一点で止まる。

「……あった！」

　シェリルはラダを侍女頭に預けると、立ち上がって渡わたり廊ろう下か横に連なる花か壇だんへと駆けた。

　そこに植えられている花から、まだ生え始めたばかりの若い葉の芽を摘むと、ラダのもとへ駆け戻もどってきた。

　侍女が震える手で差し出した砂糖水を、ラダの喉の奥に流し込む。

「───ごほっ、ごほっ」

「ラダ、頑がん張ばって飲んで！」

　言いながらシェリルは、摘んできた葉の芽を親指と人差し指の先で磨すり潰つぶした。そして親指の先についた葉は汁じるをラダの傷ついた指先にすり込んだ。

「……ちょっと苦しいけど我が慢まんしてね」

　呟つぶやくと、今度は自分の指をラダの口の中に入れる。

「───ぐ!?」

　苦しさのあまりラダが口を引き結び、シェリルの手を思い切り嚙かむ。

「！」

　つい眉まゆをひそめたシェリルだが、指は抜ぬかない。

「シェリル様っ!?」

「大丈夫」

　シェリルはラダに手を嚙まれたまま、ラダの喉のどを傷つけないよう慎しん重ちように、かつ、素す早ばやく指先の葉汁を塗ぬった。

　するとふいにラダの身体から力が抜け、シェリルの手を嚙んでいた口が開く。

「シェリル様、手の甲こうに血が！」

「いいの、それより早くラダを部屋へ」

　侍女が連れてきた衛兵が、シェリルの指示に従ってラダの身体を抱え上げた。

　その後、ラダは彼女の自室へ運び込まれ、本来なら侍女は診みてもらえない医師が呼ばれて治ち療りようが行われた。

「───いや、私のすべきことはもうありませんな。後はこの薬を飲ませ、数日は安静にさせてあげなさい」

　医師はそう言って薬を置きながら、ラダを案じて部屋まで来ていたシェリルを見た。

「さすが天才調薬師と呼ばれたシェリル様ですな。《シャクバラ》の毒を中和する砂糖水を飲ませただけでなく、《レブラ》の葉汁を患かん部ぶに擦すり込むなど、咄とつ嗟さには思いつきませんよ」

「え……？」

　医師の側そばに控ひかえていた侍女頭を筆頭に、侍女たちが急に顔色を変える。

（天才調薬師……？　私が……？）

　医師は戸と惑まどうシェリルの表情を、謙けん遜そんと受け止めたらしい。

「以前にこの侍女から、植物でかぶれたことがあるという話をお聞きになったのではないですか？　そもそも《シャクバラ》の棘は普ふ通つうの者には無害で、この者が触ふれないよう止められたのは理由がある筈はずですから。いやあ、さすがだ」

「───」

　素す直なおな賞賛を込めて医師は言ったが、異様に目をつり上げた侍女頭は部屋から追い払はらうように医師を連れ出した。

　シェリルはその場にいる他ほかの侍女に答えを求めるように視線を送ったが、彼女たちは一様に顔を背そむけ、仕事をするそぶりで部屋を出て行ってしまった。

　ぽつんと、ラダの私室である狭せまい部屋に残されたシェリルは、浅い息をつきながら眠ねむるラダを見つめながら瞬またたいた。

「……私が……調薬師……？」

　そっと自分の手を持ち上げて見つめる。

　薬草をちぎり、指先でこすり、それをラダの指と喉に塗り込んだときの感かん触しよくを思い出し、きゅっと指を握り込んだ。

　何故なぜあんな行動に出たのか、自分でも分からない。だが確かに先刻医師が言ったとおり、ラダの持っていた花が、彼女に対して危険であるという考えが浮うかんだのだ。その後は、考えるよりも先に身体からだが動いていた。

　以前にも似たようなことがあったような気がするが、思い出せない。

　慣れた失望感とともに、左手首に巻いて袖そでで隠かくしている青いリボンを服の上から無意識に押さえた。そうすると、記き憶おくというよりは感覚として甦よみがえるものがある。

（……そう……確かに私は、薬草を……薬を扱あつかっていた……）

　しかもあの医師は、シェリルのことを「天才調薬師」とまで言った。そこまで自分が優すぐれていたのかは疑わしかったが、もしかしたらそれが王子であるラルフシオンと出会うきっかけになったのかもしれないと思う。

　侍じ女じよたちに傅かしずかれる毎日を送る中、どうしても自分がそうした生活に慣れていたとは思えなくて、なんとなくではあるが、自分が王族や貴族といった高貴な生まれではないような気がしていたのだ。

　そうすると何故ラルフシオンと婚こん約やくにまで至る関係になったのかという問題が出てくるのだが、仮にシェリルが調薬師として名を上げていたのだとしたら可能性はある。

「え、でも───」

　シェリルは眉をひそめた。

　それならばラルフシオンはそのことを真っ先に言う筈だ。

　失った記憶を無理に思い出すなとは言っているが、自分たちの出で逢あいに関かかわるような大切なことを、どうして隠すのか。

　ラルフシオンだけではない。侍女たちの様子から、シェリルが調薬師であったことについて明らかに箝かん口こう令れいが敷しかれているのが見て取れた。

　シェリルは唇くちびるを引き結んだ。膝ひざの上に置いた手をぎゅっと握りしめる。

　もうこれは確定だろう。

　ラルフシオンは、シェリルに記憶を取り戻させたくないのだ。

（……それはラルフシオンが『シオン』ではないから……？）

　果たしてそれだけだろうか。

　何か───何か、とても大切なことを、ラルフシオンはシェリルの人生から消そうとしているのではないだろうか。
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「……それは何……？」

　ただでさえ記憶がなくて常に霞かすみがかかっているような感覚に包まれているのに、そこへ薄うす黒ぐろいもやが流れ込んで来て、もどかしさを伴ともなう不安が身体の中に広がっていく。

　本当に辿たどり着けるのだろうか。

　唯ゆい一いつの光である『シオン』まで、いつになったら───。

「……さま……」

　無意識に俯うつむいてしまっていたシェリルだったが、ベッドから擦かすれた声が聞こえて、はっと顔を上げた。

　見ると、まだ顔色が悪いラダがうっすらと目を開けてシェリルを見上げていた。

「ラダ？　気づいたの？」

「シェリル様、私……」

　シェリルは急いでラダの手を握にぎり、微笑ほほえんでみせた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。何日かは休んでなくちゃいけないけど、その後は元どおり元気になれるから」

　シェリルを見上げるラダの目に涙なみだが浮かぶ。

「……なんて御お礼れいを言ったら良いのか……。私、シェリル様がいなかったら死んでたかもしれない……」

「いいから、もう喋しやべらないで眠りましょう？　しばらく私、そばにいるから」

　シェリルの言葉にラダは嬉うれしそうに目を細めると、安心したように瞼まぶたを閉じた。だがすぐに開く。

「ラダ？」

　まだ苦しいのかと、小さく口を開けたラダに顔を近づけると、ラダはシェリルに小声で囁ささやいた。

「そこの……壁かべにある棚たなの、一番下の引き出しをご覧下さい……」

「え？　……棚？」

「布にくるんだもの……それは、シェリル様がこの宮きゆう殿でんに運ばれたときに身につけていらっしゃったものです」

「───え……!?」

　勢いよく棚へ振ふり向いたシェリルに、ラダは言った。

「処分するように命じられていたのですが、シェリル様の亡なくなったご両親の形見だったりしたらいけないと思って私───……」

「───ラダ……」

　シェリルは椅い子すから立ち上がり、ラダが示す棚の引き出しを開けた。

　どこにでもあるような布でくるまれた包みが、奥の方に入っている。

　そっと取り出すと、少し重くて硬かたいものの他に、何か小さなものも一いつ緒しよにくるまれているようだった。

「……申し訳ございません。私がシェリル様に出来ることはそれくらいで……」

　そう言っている間に疲つかれが出てきたのか、語ご尾びが途と切ぎれたと思って振り向いたときには、ラダは再び眠りについていた。

「……ありがとう、ラダ……」

　呟つぶやいてから、シェリルは包みを見た。

　早はや鐘がねを打つ胸を静めるように大きな呼吸をしてから、包みを開く。

　はらり、と。

　開かれた布の中から現れたのは、おそらく護身用の短剣と、花をかたどった華きや奢しやなネックレスと、そして。

「……」

　小さな、薬くすり袋ぶくろ。

　シェリルはそれをじっと見つめたあと、両手できゅっと包み込んだ。

　そして何かに祈いのるようにそれを額に押し当てると、ゆっくりと目を閉じた。




　　　　三




「───記き憶おく喪そう失しつ……!?」

　ラルフシオンの宮殿から戻もどったミスカの報告に、アレクシオンだけでなく、ユアンを含ふくめた全員が驚きよう愕がくの声を上げた。

「待てよ、それって、名前とか過去とか、そういうの全部忘れちまってるってことか？」

「らしいな」

　羽織っていた、顔半分ほど隠れるくらいのマントを脱ぬぎ捨てたミスカはため息をつきながら、ヴァルトが勧すすめた椅子に腰こしを下ろした。

「つまり、あの宮殿に残っているのもラルフシオン王子と婚約したのも、シェリルが記憶を失っているのを良いことに王子が仕組んだことってわけだ」

　納なつ得とくだと言わんばかりに大きく頷うなずいたサリオだが、アレクシオンには気き遣づかわしげな視線を向けた。

　アレクシオンはミスカから聞いたその瞬しゆん間かんこそ青ざめたものの、いまはもう、一見普ふ段だんと変わらない落ち着いた横顔を見せている。

「記憶喪失って、時間がたてば治るものなのか？　センセイ」

　少しほっとしたようにサリオはアレクシオンから視線を外し、ミスカに尋たずねた。

「人によると思う。すぐに記憶が戻る人もいれば、一生戻らない人もいると聞く」

「薬では治らないんですか？」

　ヴァルトが尋ねると、ミスカはさすがに苦く笑しようを浮うかべた。

「何でもかんでも薬で治ると思わないで欲しいな。そんな薬は聞いたことがな───……」

　ふいに口をつぐんで思し惟いに沈み始めたミスカを見つめていたアレクシオンは、それまで背を預けていた壁から身を離はなした。

「ミスカ」

「───え？」

　はっと顔を上げて振り向いたミスカは、アレクシオンの見み抜ぬくような視線を受け止めて、わずかに目を見開いた。

　アレクシオンが視線を外さずに尋ねる。

「それ以外に何があった」

「───どういう意味です？」

「怯おびえてないか？」

「！」

　ミスカは大きく目を見開いて息を止めた。

　やがて、肺にたまっていた不安を押し出すように、大きく息を吐はく。

「……本当に貴方あなたは……」

　口の中で小さく呟いてから、一度軽く頭を振り、アレクシオンを見た。

「……おっしゃるとおりです。とてつもなく怖こわい目に遭あいました」

「おぬしが怖いというのは、どういうことなのか興味深いのう」

　ユアンがのんびりと言うのに苦笑して、ミスカは言った。

「……別に何かをされたわけではないのです。ただ、シェリルに会おうとしたのを咎とがめられた。それだけなのですが───……」

　ミスカはあのとき会った男の目を思い出し、小さく身を震ふるわせた。

「不気味でした。───そう、不気味としか言いようがない」

「……」

　無言で見つめてくるアレクシオンに、ミスカは説明する。

「屈くつ強きような武人でもなければ、行動がおかしいというわけでもない。一見すると、すぐに忘れてしまいそうな、ありふれた外見の男なのですが……」

　殺されるかと思った、と呟く。

「たぶん私の恐きよう怖ふがそう見せたのでしょうが、薄うすい緑色の目が赤く光ったようにも見えて」

「───っ!?」

　がた、と椅子から立ち上がった音に、皆みながいっせいに振り向く。

　音の主はルーカスだった。

　いつも余よ裕ゆうのある笑えみを浮かべ、時にはぞっとするような冷れい酷こくな目つきを見せる彼だが、このときは違ちがった。

　紙のように白い肌はだに、呆ぼう然ぜんとした表情が乗っている。見開いた目は前を向いているが、自分に注目している室内の誰だれもその目に映っていないのは明らかだ。

「……ルカ？」

　サリオが名を呼んでも反応はない。

　案じるようにサリオがアレクシオンを見ると、アレクシオンはゆっくりとした足取りでルーカスのもとへ歩み寄った。

「ルーカス」

「！」

　アレクシオンがルーカスの肩かたに手を置くと、殺気を帯びた目でルーカスはその手を振り払はらいかけた。だが寸前でアレクシオンと目が合った途と端たん、その殺気はするりと彼の面おもてから滑すべり落ちた。

「……あ」

　自分自身の反応に戸と惑まどうように視線が揺ゆれた後、ルーカスの目はアレクシオンへと戻った。

「……アレク」

　まるで幼子に戻ったような声でルーカスが呟くように名を呼ぶと、アレクシオンは無言で頷いてみせる。

　自分の肩に置かれたままのアレクシオンの手を見つめ、ルーカスは俯うつむきながら、その袖そでの端はしを握にぎった。

「……生きてた……」

「───」

　アレクシオンとサリオが瞬しゆん時じに視線を交かわす。

「間ま違ちがいない、キルアスだ。───……生きてたなんて」

「ルカ」

　混乱を隠かくさないルーカスに、アレクシオンとは逆側に立ったサリオが、アレクシオンが手を置いているのとは反対側の肩に手を置く。

「落ち着け。……他ほかの部屋に行くか？」

　だがルーカスは首を横に振ふった。

　大だい丈じよう夫ぶ、と小さな声で言う。

「……知り合いか？」

　事情が読めないながらもミスカが尋ねると、ルーカスは顔を上げた。尋ねたミスカではなく、ユアンに目を向ける。

「キルアスは───」

「息子むすこを死に追いやった暗殺者、か？」

「！」

　ミスカとヴァルトが息を吞のむ。

　否定しないルーカスをじっと見つめたユアンは、「なるほどな」と呟つぶやいた。

　敵と闘たたかうとき、アレクシオンやサリオと異なり、突とつ出しゆつした殺気を放つルーカスの正体を、ユアンは同じ武人として薄うす々うす感じ取っていたのだろう。

　流石さすがにそれ以上はミスカの前で言わなかったが、凄すご腕うでの暗殺者と関かかわりがあるというだけで、ある程度の推測は出来る。

　しかしミスカにとってはルーカスの正体よりも重大なことがあった。

「じゃあ、シェリルの側そばに暗殺者がいるってこと!?　しかも父親の仇かたきなの!?」

「センセイ、センセイ、言葉が戻ってる」

「うるさいわねッ」

　ミスカは横やりを入れたサリオを一いつ喝かつすると、勢いよく立ち上がった。

「それが本当なら、シェリルの記き憶おくは一生戻らないかもしれない」

「えっ、どういうことですか」

　慌あわててヴァルトが聞き返すと、ミスカは苛いら立だちを隠さずに言った。

「シェリルの記憶喪失は、薬を飲まされている可能性が高い」

「な!?」

　ヴァルトのように声は上げなかったが、アレクシオンは鋭するどい視線をミスカに当てた。

「そんなことが出来るのか？」

　尋たずねたユアンにミスカが頷うなずく。

「ソニアから聞いたことがあります。カルロが亡なくなってからもソニアは解げ毒どく剤ざいの研究を続けていましたが、カルロが盛られた毒は少し手を加えると様々な効能を発はつ揮きすると。それこそ良薬にもなれば、命だけでなく心を奪うばう毒さえ出来ると」

「───……心」

　アレクシオンが呟く。

「そんな話もするなんて、よほどセンセイはシェリルの母さんと親しかったんだな」

　後を継ついでメリナ村の調薬師になるわけだと呟いたサリオに、ミスカは頷いた。

「……命の恩人だ」

　そう言ったミスカの表情が一いつ瞬しゆんだけ切なげに歪ゆがんだが、それを指し摘てきする者は誰もいなかった。

「───ミスカ」

　アレクシオンの声が室内に響ひびいた。

　振り向くとアレクシオンはまだルーカスの肩に手を置いていたが、目はミスカに向けられていた。瞳ひとみの蒼はきらめいており、そこに底知れぬ怒いかりを感じ取ったミスカは思わず背筋をのばした。

「……それだけの技量を持つ調薬師……いや、調毒師なら、シェリルやニクラスが防げなかったという父上の暗殺も可能か」

「───容易でしょう」

「ルーカス」

　今度はルーカスに目を向ける。

「仕事の終わった暗殺者を側に置く雇やとい主はいるものなのか」

「───」

　ルーカスは数回瞬またたいてから、アレクシオンを見た。

「優すぐれた暗殺者を子飼いにしたがる雇い主はいる。でもキルアスに関してはあり得ない。あいつは……何よりも束そく縛ばくを嫌きらうから」

　だがキルアスは、ラルフシオンの宮きゆう殿でんにいる。

　はっとした顔で、サリオはアレクシオンに目を向けた。

「まだ仕事は終わっていないということか……！」

　アレクシオンの瞳がさらに鋭くなる。

「サリオ、ルーカス、ヴァルト」

　アレクシオンの声が明らかに変わる。

「！」

　どんな障しよう壁へきも貫つらぬくような力強い声で呼ばれ、三人は飛び退すさるようにして床ゆかに膝ひざをついた。その豹ひよう変へんぶりにユアンとミスカが目を剝むく。

「クラウに会いたい。───出来るか」

　静せい謐ひつな空気は崩くずさずに放たれる強い意志を持つ声は、ただその場にいるだけのユアンとミスカをも支配する。

（───やはり、この方が王か）

　奇くしくもまったく同じ呟きがユアンとミスカの胸の底に落ちていくが、音にならなかったそれを拾う者はいない。だが、アレクシオンの前で膝をつく《四誓》の三人にしてみると、彼らの中には同じ言葉が深く刻まれているので、他人の声を拾う必要はなかった。

　そのとき部屋の扉とびらが叩たたかれた。ヴァルトが飛んでいって開けると、王おう妃ひカテリナがゆっくりと室内に入ってきた。

　もっと過ごしやすい屋や敷しきへ移るようアレクシオンが言っても、カテリナはステラとともに、頑がんとしてアレクシオンが潜ひそむこの隠れ家がから離はなれようとしなかった。

　ユアンとミスカも、まさか王妃までこの商家にいるとは思わなかったのだろう。慌てて床に膝をつき、頭を垂れる。

　カテリナはどうやら扉の外で話を聞いていたようだ。

「クラウシオンと手を結ぶのですか」

　ユアンとミスカに向かって頷いてみせてから、カテリナはアレクシオンの側へ行く。

「陛下を殺あやめたのは、やはりラルフシオンでしたか」

　沈ちん痛つうな表情だが、カテリナの中では既すでにその答えは出ていたのだろう。

「カルロを死に追いやった暗殺者がラルフシオンの側にいるのは、偶ぐう然ぜんでしょうか。かつて、そなたと私の命を狙ねらったのは───」

「母上」

　アレクシオンはカテリナの言葉を遮さえぎった。

「分かったのは父上を殺めたのが誰だれだったかということです。───それだけで、充じゆう分ぶんです」

　敵とみなすのは。

　その意志をカテリナは読み取ったのか、頷いてみせる。

　アレクシオンもまた小さく頷き返すと、わずかに目を伏ふせた。

　本当は、信じたかった。

　実母と養母二人が殺されそうになり、自分自身もえん罪に嵌はめられた。しかしそれはラルフシオンが企くわだてたものではなく、側にいる者の謀はかりごとに乗せられているだけだと───そんな愚おろかな兄ではないと知っていながら、信じようと思っていた。

　それこそが真実から逃にげていた証あかしだと、いまなら言える。

　客観的な目で見れば、最初からすべての事件から透すけて見えていたのは、異母兄の清せい廉れんそのものに見える偽いつわりの笑え顔がおだったのだ。

　だが迷いもここまでだ。

「……兄を一人、捨てます」

　誰の許しも請こわない宣言の形をとるのは、アレクシオンの意志だ。

　しかしカテリナはまっすぐにアレクシオンを見つめて言った。

「───それは、この母が命じます」

「！」

　カテリナはまさしく王妃そのものの貫かん禄ろくでアレクシオンに告げた。

「我が息子むすこ、王子アレクシオン。父王の仇をとりなさい。それがかつて兄と呼んだ者であれば、もはやその呼び名を捨てなさい」

　自分と、そして最愛の夫と同じ色を持つ瞳を見つめて言う。

「この国を、イゼリアを守りなさい」

「───御ぎよ意い」

　母の前で膝を折ったアレクシオンは、胸に手を当てて頭を下げた。

　アレクシオンが自身を嫡ちやく出しゆつの王子と認め、その立場において王妃の命を受けた最初の瞬しゆん間かんに、《四誓》の一人であるシェリルがいない。それは非常に大きな喪そう失しつ感かんを伴ともなったが、顔を上げたアレクシオンの目に空むなしさは混じってはいなかった。

（必ず救う。この国も───シェリルも）

　その誓ちかいだけが強く光っていた。




　その日の夕刻。

　下イゼルに居を構える豪ごう商しようの屋敷───つまり、アレクシオンの隠かくれ家に、旅人とおぼしき三人が連れ立って入っていった。

　頭からすっぽり被かぶったマントはあちこちが摩すり切れているだけでなく埃ほこりまみれで、そのうちの一人が家人と玄げん関かんでなにやら押し問答をしていたが、奥から主あるじが出てくるとすぐに中へ招き入れられた。その商人は懐ふところが広く、旅人の話を聞くのが大好きだという話だから、そうした光景はよくあることと誰も気にとめない。

「───くさい！」

　奥の部屋に通されるなり、ばさりとマントを脱ぬぎ捨てて吐はき捨てたのはイゼリアの第二王子、クラウシオンだった。

　まるで臭においを払はらい落とすように頭を振ふると、黄金色に輝かがやく髪かみがばさばさと躍おどる。

「行軍で慣れていらっしゃるでしょうに」

　同じくマントを脱いだのは、クラウシオン唯ゆい一いつの《四誓》であるイザークだ。イゼリア軍を率いる将軍でもある彼にとっては、この程度の臭いは何でもない。

「自分と仲間の臭いなら気にならないが、赤の他人の臭いは気になるんだ！」

「なるほど、第二王子は繊せん細さいでいらっしゃるのう」

　そう言いながらマントを脱いだのはユアンだった。

　繊細というのが褒ほめているのか、けなしているのか一いつ瞬しゆん判別つかず、やっぱりけなされたと判断してクラウシオンが抗こう議ぎの声を上げようとしたが、その前にイザークが口を開いた。

「確かにこれなら、イゼリアの王子と将軍とは思われないでしょうね。伝説の騎き士しユアン殿どのも、なかなかの策士でいらっしゃる」

　するとユアンは口元に笑みを浮うかべた。

「儂わしは利用されただけじゃよ。策士というなら───」

「……あいつか」

　クラウシオンが棘とげのある声を向けた先、部屋の奥につながる扉を開けて入ってきたのは、アレクシオンと、そして彼の《四誓》たちだった。

　四人いる筈はずの一人が欠けている理由を知るクラウシオンは、わずかに顔をしかめたが、それを指し摘てきすることはなかった。

「……罪人より罪人らしい格好を指定されるとは思わなかったぞ」

　嫌いやみったらしくクラウシオンは言い、つかつかとアレクシオンのもとへ歩いていく。

　咄とつ嗟さにイザークがそれを止めようとしたのは、クラウシオンが言うとおり、アレクシオンが前王暗殺犯とされているからに他ほかならない。しかし、その信しん憑ぴよう性せいをクラウシオンとともに疑っていることを思い出し、とりあえず腰こしに提さげた剣けんの柄つかに手を置くのみにとどめる。

（しかし、アレクシオン殿でん下かとユアン殿につながりがあったとは……）

　ユアンがイザークを訪ねて来たとき、まさかそれがアレクシオンからの使者とは思わないイザークは、イゼリア軍の中でなかば伝説と化している騎士の訪問を歓かん迎げいした。だがユアンが携たずさえていたのは、幻まぼろしのように姿をかき消してしまった第三王子からの手紙だった。

　おそらくユアンが直接持参しなければ、イザークはその手紙を信じるどころか、持参した者をその場で斬きり殺していただろう。たとえそれが真書であったとしても、いまは僅わずかでも疑わしい者を主であるクラウシオンに近づけるわけにはいかない。それほど宮きゆう廷てい内では、第一王子ラルフシオンの勢いが強まっていたからだ。

　このままいけば、次期国王はラルフシオンに決まるだろう。

　前王が後こう継けい者しやを指定せずに逝せい去きよしたうえ、残された王子たちに身分や能力に差が殆ほとんどないとくれば、第一王子が王位に就つくのが順当だ。それゆえ、様々な噂うわさ話ばなしはあれど、ラルフシオンを王に推おす声はまだ根強い。

　しかし、もしもイザークやクラウシオンが疑うように、ラルフシオンこそが前王暗殺の首しゆ謀ぼう者しやだとしたら、もはや唯一の邪じや魔ま者ものであるクラウシオンへと彼の魔ま手しゆは伸のびてくる。

　イゼリアを守る将軍として、何よりクラウシオンの《四誓》として、それだけは防がなくてはならない。そこに届いたのがアレクシオンからの手紙で、これが現状の打だ破はにつながるとイザークは踏ふんだ。

　だからイザークは、ユアンを疑うクラウシオンを説き伏ふせて、ここまで来たのだ。

　そこまで案じられているという自覚があるのかないのか分からないクラウシオンは、いつものようにアレクシオンの目の前に立とうとして、ふと足を止めた。

（……何だ……？）

　アレクシオンは常にそうであるように、心を読ませない表情を秀しゆう麗れいな顔に乗せ、奇き妙みような圧あつ迫ぱく感かんを抱いだかせる、静かすぎるほどの視線を自分に当てている。

　しかし、その圧迫感が、いつもより強い。

　クラウシオンに向かって見えない波が絶え間なく打ち寄せてくるような、気を抜ぬくと呼吸を忘れてしまいそうな、そんな感覚がクラウシオンを襲おそう。

（まさか）

　自分の感覚をなかばムキになって否定しながらも、クラウシオンはそれ以上、歩みを進めなかった。

　戦場での勘かんに近い。

　違い和わ感かんを覚えたときは、動かない方が正しい。

　だが、それをいまアレクシオンに適用すること自体に苛いら立だちを覚えつつ、クラウシオンは言った。

「……本当ならお前が俺のところに来るべきところを、あんな臭くさい被り物をして、わざわざ足を運んでやったんだ。感謝するんだな」

　少し距きよ離りを置いた場所に立ち、腕うでを組んだときだった。

「───そなたを呼んだのは、アレクシオンだけではありません」

　アレクシオンたちから少し遅おくれて入ってきた女性を見て、クラウシオンとイザークの目が倍以上に大きくなる。

「……お……王おう妃ひ陛下……!?」

　カテリナの登場はまるきり想定外だった。

　アレクシオンと同様に前王暗殺容疑をかけられているカテリナを、囚とらわれていた王宮からアレクシオンが堂々と奪うばい返したことはクラウシオンも知っている。それだけを考えれば、カテリナがアレクシオンと行動をともにしていてもおかしくはなかった。

　しかし、卓たく越えつした武術を誇ほこるアレクシオンとその《四誓》たちはともかくとして、非力な王妃はどこか安全な場所、おそらくは彼女の母国アルカナにかくまわれているのだと思っていた。

「ご無礼を……！」

　我に返ったのはイザークのほうが早かった。

　急いで床ゆかに膝ひざをついて頭を垂れ、それを見たクラウシオンも、慌あわてて胸に手を置き片かた膝ひざを床についた。

「そなたたちはまだ、そのように私を王妃として扱あつかってくれるのですね」

　意外にも穏おだやかな声でカテリナが言う。

「勿もち論ろんです。王妃陛下が父上を殺あやめる理由がありませんから」

　前王暗殺の首謀者は別にいるとクラウシオンが暗に言うと、カテリナは頷うなずき、そして二人に立ち上がるように言った。

　許しを得たクラウシオンはさっさと立ち上がったが、イザークは流石さすがに少しためらいを見せてから、主に続くようにして立ち上がった。

「私を信じてくれるということは、ここにいるアレクシオンのことも信じてくれているということですね」

　クラウシオンは即そく答とうしないまでも、否定もしなかった。それが答えと受け止めたらしいカテリナは、ほっと息を吐くと、アレクシオンの隣となりに並んだ。

「そなたたちを呼んだのは他でもない。……これまで私が隠し続けてきた真実を、そなたたちにも知ってもらいたかったのです」

「……真実？」

　思わず主従で顔を見合わせる。

　クラウシオンの胸に嫌いやな予感が走る。そしてその予感が正しかったことを、クラウシオンはわずか数秒後に知った。

「───……アレクが……父上と王妃陛下の間に生まれた子……？」

　クラウシオンの受けた衝しよう撃げきは計り知れない。

　冗じよう談だんだと思った。

　次に、騙だまされているのだと思った。

　そして最後に、悪夢を見ているのだと思った。

「…………はっ」

　だから笑い出した。

「は……はははっ。───そんなこと、信じられるか……！」

　笑ったつもりだったのに、叫さけび声として口から飛び出したのは明らかな怒ど声せいだった。

　相手が、アレクシオンはともかくとして、一方は王妃だということが頭から吹ふっ飛んでいる。

　イザークが止める声が聞こえた気がしたが、そんなものに従うつもりはなかった。

「証しよう拠こは!?」

　王妃自らが生んだと言っている以上の証拠などないと思ったが、言わずにはいられない。

　するとカテリナは無礼を咎とがめることなく、クラウシオンの目を見つめながら静かに言った。

「国王陛下の暗殺犯に、そなたではなく、私とアレクシオンが仕立てられたこと。それが何よりの証拠だと思いませんか」

「───……！」

　クラウシオンの喉のどの奥が鳴る。

　カテリナの言ったことは、クラウシオンにとっても疑問だったからだ。

　王位継けい承しようの敵としてクラウシオンがラルフシオンを見ていたように、ラルフシオンもまた敵はクラウシオンと見定めていた筈はずだ。だからこそ、ラルフシオンは何の得にもならない末の弟をかわいがる振ふりをしてきたのではないか。

　それが急に手のひらを返したようにアレクシオンを敵と定めただけでなく、あくまでも中立の立場を貫つらぬいていたカテリナをも陥おとしいれる意味が、クラウシオンにはどうしても分からなかった。

　アレクシオンのほうに目を向けても、同じだ。

　どちらの兄に肩かた入いれすることもなく、誰だれが見ても王位には興味がなさそうだった。宮廷人の多くがそう思ったように、クラウシオンもまた、アレクシオンが父を殺してまで王位に執しゆう着ちやくしているようには思えなかった。ましてやアレクシオンは、自分の《四誓》のために国を出て、王子の地位すら捨てられるほど───。

　そこまで考えて、クラウシオンは、はっとした。イザークも似たような表情になったのは、同じことを思いついたのか。

　そうだ。

　もうひとつ分からなかったのは、ここだった。

　国を出るだけでなく、王子という地位まで捨てようとした理由。

　クラウシオンはアレクシオンを見た。

「お前。……王子の地位を捨てて国を出ようとしたのは、捕とらえられたシェリルを助けるためだけではなくて───」

「……」

　アレクシオンは無言で見つめ返してくる。

　その無言こそが雄ゆう弁べんなのだと、嫌になるくらい知っている。

（───畜ちく、生しよう……！）

　クラウシオンは奥歯をぎり、と嚙かみしめた。

　アレクシオンが王妃の子だという事実を知った今なら、王子の地位を捨てた理由など、簡単に想像がつく。

　この、もともと王位に無む頓とん着ちやくな男は、今になって自分が王太子として名乗りを上げたときに起こる母国の混乱を予想したのだ。それを回かい避ひするためならば、地位も名めい誉よも───自分の存在すら消すこともためらわなかった。

　想像は、こんなに容易に出来る。

　だが、自分が同じ立場だったら、きっとそんなことはしない。───出来ない。

　負けた、とは。

　思いたくはなかった。

「……クラウ」

　滅めつ多たに自分に呼びかけたことのない声に、クラウシオンは重い視線を上げた。

　馴なれ馴れしく呼ぶなと言いたいが、アレクシオンがカテリナの子なら、次の王位を継つぐのはアレクシオンだ。

　生まれながらの王太子であるアレクシオンと妾しよう妃ひの子であるクラウシオンとでは、生まれた順番とは関係なく、身分の差が生じる。これまでとは逆の差だ。

　返事も出来ず、ただアレクシオンを睨にらむしかないクラウシオンを、アレクシオンはまっすぐ見つめながら言った。

「俺はこのことを皆みなに明かそうと思っている」

「……自分の出自を知って、王位への欲よくが出たか」

　やはり言こと葉ば遣づかいを変えることは出来ず、それでも以前に比べると切れのない嫌いやみを口にすると、アレクシオンは首を横に振った。

「王になるつもりはない」

「───は!?」

　クラウシオンのように素すっ頓とん狂きような声を上げずに済んだのは、かろうじて声を出さずにいられたイザークと、既すでに何か聞かされていたのか、かたく目を閉じたまま話を聞いていたユアン、そしてカテリナだ。

　残りの四人───クラウシオンだけでなく、アレクシオンの《四誓》であるサリオ、ルーカス、そしてヴァルトもまた、それぞれの表情で驚きよう愕がくの声を上げていた。

「おいおい、噓うそだろ？　いまさら!?」

「あの腹黒王子には国は渡わたさないって言ってなかったか!?」

「アレクシオン様以外の誰がこの国の王になると言うんです!?」

　クラウシオンが聞き返す前に三人が騒さわぎ出したので、とりあえず声を飲み込んだクラウシオンだったが、そのまま黙だまっているわけにもいかない。

　ぎゃーぎゃーとわめく三人に向かって「うるさい！」と叫ぶ。

　それからアレクシオンに向かって吠ほえた。

「そんな噓に騙されるか！」

　振り向いたアレクシオンを睨みつける。

「正当な王太子を周囲が放ほうっておく筈ないだろう！　俺の協力を得るだけ得て、後から周囲に推おされる振りをして王位につくつもりなんだろうが！」

　一気にそう言ったとき、のんびりとした声が上がった。

「あ、なんだ、そういう手だったのか」

「アレクも成長したなあ」

「何言ってんですか、アレクシオン様がそんな姑こ息そくな手を使うかっ！」

　三者三様の声を上げた、自分のものではない《四誓》に苛いら立だって、思わず怒ど鳴なる。

「お前ら、うるさいッ」

「いや、あんたの声が一番大きいから」

「誰が『あんた』だ、無礼者ッ」

「……殿でん下か、落ち着いてください」

　助け船を出したというよりも、呆あつ気けにとられていたのからようやく我に返ったというべきか、イザークがクラウシオンの袖そでを引いた。

　そしてイザークはアレクシオンに向き直った。

「王位につくおつもりがないのであれば、何故なぜ真実を公言されるのです？」

　イゼリア軍を率いる将軍に相応ふさわしい、鋭するどい目でアレクシオンを射る。

「アレクシオン殿下が王位を継がぬとおっしゃるなら、すなわちクラウシオン殿下に王位を譲ゆずられるということ。であれば、アレクシオン殿下の出自は隠かくしておいてくださったほうが、我らには有利です」

　勝手な、と言いかけたヴァルトの口をサリオの手が押さえる。

「せっかく上手うまく逃のがれたのです。王おう妃ひ陛下とともに、そのまま異国で暮らすという選せん択たくもありましょうに。陛下の母国アルカナならば、必ずかくまってくださいましょう。何故そうなさらないのですか」

　アレクシオンはイザークの言葉を最後まで聞いたあと、静かに言った。

「……それで、母が父を暗殺したという虚きよ言げんには目をつぶれと？」

「───」

「この国の王妃が罪人と呼ばれて国を追われるのを、黙って見ていろと？」

　アレクシオンの声は静かなままだ。

　だが、その瞳ひとみに揺ゆらめく怒いかりを、静かだからこそ激しいその色を、イザークは正面から見ることになり、息を止めた。

　感情の起き伏ふくが激しいクラウシオンの《四誓》であるイザークは、露ろ骨こつな感情を受け止めることには慣れている。逆に、イゼリア軍の将軍として、微び笑しようの裏に隠された悪意に満ちた意思を見み抜ぬき、有利に導くことにも長たけている。

　柔じゆうにも剛ごうにも、いずれにも対応できる。それが優すぐれた軍人であり武人だ。イザークは紛まぎれもなく、そうした者の一人であった。

　だがそのイザークは、自分の中にある戸と惑まどいを隠せなかった。

　アレクシオンが見せたものは、そんな両極に区分できてしまうような、単純なものではなかった。

　いや。

　イザークが「処理」できると判断できるような、そんなたやすい相手ではないのだ。

「───ラルフの罪を明らかにするためには、ラルフがそう動かざるを得なかった理由を周囲に示すのが、最も効果的だと思わないか」

　イザークの内心の動どう揺ようを見抜いているのかすら悟さとらせぬアレクシオンが、先刻とは異なり、淡たん々たんとした口調で言う。

「そのためにもクラウの力が必要だ」

「俺の力ってなんだよ」

「軍」

　短い答えはあらかじめ予想できた。

　クラウシオンの軍における人気は高い。

　王子であるから自尊心は天を突つくほど高いけれども、兵士たちをそこから見下ろして笑うことはしない。時には泥どろまみれになりながら戦場を駆かけ抜ぬけ、勝利を得たときには無む邪じや気きに肩かたを叩たたいて笑いかけてくる。そんなクラウシオンは、兵士たちにとって崇すう敬けいすべき王族であると同時に、ともに国を守るために戦う仲間でもあるのだ。

「お前のために軍を動かせって？　内乱でも起こすつもりか」

　冗じよう談だんじゃないとクラウシオンが言う前に、アレクシオンは「いや」と首を横に振ふった。

「王族同士の争いに、民たみは巻き込みたくない」

「───」

　クラウシオンはアレクシオンを見た。

　次の王が誰だれになるかによって、民の明日は決まる。それはもう運命であって、より良い王が誕生するための一時的な災さい禍かもまた、民が受け入れるべき運命だ。

　王族の立場から、ごく自然にそう思っていた。そんな考えがあると意識したことがないくらい、クラウシオンにとっては当たり前の感覚だった。

　無論、民を不幸にするつもりはない。しかし、自分よりも民を優先するという考えがないのも確かだった。

　同じ王子に生まれ、王宮で育ったという点において二人に変わりはない。

　この考え方の違ちがいはどこで生まれたのか。

　そう思ったとき、唐とう突とつにシェリルのことがクラウシオンの頭に浮うかんだ。

　アレクシオンの《四誓》として王族並みの待たい遇ぐうを約束されているが、もともとは一人の村むら娘むすめに過ぎない彼女の存在は、アレクシオンの思考にどう影えい響きようを与あたえたのだろう。

　シェリルがそばにいれば、クラウシオンの生きざまもまた変わったのだろうか。そんな考えがちらりと過よぎったが、現実に彼女が寄り添そうのは、自分ではなくアレクシオンである。

（……そんなの、嫌いやというほど分かってる）

　苦みと痛みの混じった感覚が、口の中に広がる。

　それを飲み下してから、クラウシオンはアレクシオンを見た。

「お前のいう『民』に、シェリルも含ふくまれるのか」

　ぴく、とアレクシオンの肩がわずかに動く。

　ようやく自分の言葉に動じる気配を見せたアレクシオンに、つい言葉を重ねた。

「さっきから綺き麗れい事ごとを並べてるが、結局はシェリルを助けたいだけじゃないのか。ラルフから奪うばい返したいだけだろうが」

　シェリルの現状をアレクシオンがどこまで摑つかんでいるか確かめてはいないが、自分が知り得ている程度のことは既すでに把は握あくしているだろう。そう思ったからか、単に嫉しつ妬とから来る意地悪なのか、考えたくないそれには触ふれず、クラウシオンは続けた。

「───まあ、いい。俺だって父上を暗殺したラルフは許せないし、奴やつが王位につくのだけは阻そ止ししたいからな。……いまだけ協力してやる」

　アレクシオンのことは責められない。自分もまた、シェリルをラルフシオンのもとに置いておきたくないのだから。

　ふと、思う。

　ラルフシオンは何故、シェリルを捕とらえるだけに止とどまらず、記き憶おくのない彼女を騙だまして婚こん約やくまでしようと考えたのか。

　自分に利すると考えたからに他ほかならないだろうが、本当にそれだけだろうか。

　クラウシオンはアレクシオンを横目で見た。

　同じ疑問を抱いだいているかどうかは、その静かな横顔からはうかがえなかった。ただ、何かを決意した者だけが持つ強い光が、その瞳には宿っていた。
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　噂うわさが広まるのは速い。

　イゼリア軍と、国中に潜ひそむ『鷲』を総動員して撒まき散らした『噂』ならぬ『真実』は、仕し掛かけた側も驚おどろくほど速く国内に広まった。

　これに貢こう献けんしたのは、意外にも政治には関心が薄うすいとされる若い女性たちだった。

　もともとイゼリアの三王子は、その外見の良さでイゼリアの娘たちからは人気だった。贔屓ひいきの王子が持つ王色になぞらえて、《白党》《赤党》《青党》と自らを呼ぶくらいである。

　そのうち、もっとも「地味」だとされていた《青の王子》であるアレクシオンが、実は王太子となるべき生まれだと分かると、騒そう然ぜんとなった。

「じゃあ本当の王太子であるアレクシオン殿下が次の王になられるってこと？」

「ああ、やっぱり《青党》の私は見る目があったんだわ！」

「えっ。王になられるのは《白の王子》じゃないの？」

「馬ば鹿かね、王妃陛下とアレクシオン殿下に国王陛下暗殺の罪をきせたのは、《白の王子》ラルフシオン殿下って噂よ」

「ええーっ。待って、じゃあ私の愛いとしの《赤の王子》は？」

「クラウシオン殿でん下かは正義感あふれる方でしょう？　ラルフシオン殿下の策略に怒おこって、いまはアレクシオン殿下と王おう妃ひ陛下をかくまっていらっしゃるという話よ」

「アレクシオン殿下も命をかけてお母様である王妃陛下を助けられたって聞いたわ」

「何それ、かっこいい！」

　無責任な噂うわさ話ばなしと侮あなどれないほど正確な情報が伝わっていくのは、当然そこに『鷲』が関わっているからだ。

　一方、イゼリア軍内でも、兵士たちは同じ内容を、もっと深刻な顔で囁ささやきあっていた。

「……その話が本当なら、俺たちは誰のために戦うんだ？」

「前王陛下を暗殺しただけでなく、その罪を王妃陛下やアレクシオン殿下に被かぶせようとした王子に、俺たちは忠誠を誓ちかわなくちゃいけないのか？」

「……クラウシオン殿下はアレクシオン殿下についたと聞いたぞ」

「───だったら、俺たちも───……」

　こうした動きがラルフシオンをはじめとした宮きゆう廷てい人たちのもとに届かない筈はずはない。

　民にさえ広がっている話が、王宮で話題に上らないなどあり得ないからだ。

　これまでも、王宮に勤める者たちの間で似たような噂がなかったわけではない。

　前王暗殺の首しゆ謀ぼう者しやがカテリナとアレクシオンであるとラルフシオンから説明を受けても、その信しん憑ぴよう性せいを疑っていた者たちは多い。だが彼らもさすがに、アレクシオンがカテリナの生んだ王子だという発想は生まれなかった。

　まさかと最初は笑い飛ばすものの、二度三度と聞くうちに、合が点てんがいくようになる。

　しかし、だからと言って即そく座ざにラルフシオンに背を向けることは出来ないのが宮廷人というものだ。噂がすべて真実だったとしても、ラルフシオンが王位につけば、彼が正義である。

　国の長い歴史において、陰いん謀ぼうの数など天にきらめく星の数以上にあるのだ。ときには堂々と王位を簒さん奪だつする者が現れ、その者によって国に栄えい華ががもたらされることもある。

　何が正しいかなど後世の者が評するのであって、王宮で生きる者にしてみれば、いま権力を握にぎる者に従うことが生き延びる術すべであり、真実だけが道を示すものとは限らないのだ。

　それでもラルフシオンに向ける視線は、これまでとはどうしても異なる色を帯びる。

　王宮内の空気は、明らかに変わりつつある。それにラルフシオンが気づかぬ筈はなかった。

「───忌いま々いましい……！」

　夜になって自分の宮きゆう殿でんに戻もどり、執しつ務む室の扉とびらをイシュトが閉めたとたん、ラルフシオンはそう吐はき捨てた。

「アレクの潜せん伏ぷく先は、まだ摑めないのか!?　王妃は!?　ステラは!?　ニクラスは!?」

「落ち着いて下さい、ラルフシオン殿下」

「だったら、私が落ち着けるような状態を作り出せ！」

　ラルフシオンの繊せん細さいな面おも立だちが歪ゆがむ。

（あの目）

　これまでラルフシオンは、臣下に阿おもねることなど考えたことがなかった。

　利用はする。《四誓》をいまだ正式に指名していないのも、王位につく際、あるいは王位についた後で、思いどおりに政治を動かすためにもっとも有益となる人物を据すえるためだ。

　そこには《四誓》が自分の運命の伴ばん走そう者しやだという意識など欠片かけらもない。さぞもっともらしい語句を並べた誓せい約やくも、《四誓》に重みを持たせる細工に過ぎないと考えている。

　その《四誓》に選ぶ価値もない者たちから向けられる視線が、気に入らないのだ。

　畏い怖ふをたたえた目で見られるなら良い。だが、それとは違うのだ。

　彼らの目に、これまではっきりと見えていた敬意が消えていることは、ラルフシオンの神経をちりちりと焼いた。

「……まあ、いい」

　自分に言い聞かせるように、息を吐きながら呟つぶやく。

　ラルフシオンは執務用の椅い子すに腰こしをおろしながら言った。

「王妃を逃にがしてしまった時点で、アレクの件が広まるかもしれないというのは覚かく悟ごしていたからな。どうせ、証しよう拠こはない」

　前王暗殺の罪から逃のがれるために、奇き想そう天てん外がいな言い訳を見つけただけだと言って押し通す。これは最初から計算済みであり、いまさら動じることではなかった。

　とはいえ不快なことに変わりはない。

「いっそ例の薬を王宮で使い、疫えき病びようで全員の目を閉とざしたいくらいだ」

　思わずラルフシオンが漏もらした言葉に、イシュトが眉まゆをひそめた。

「殿下。それは───」

「ああ、いまのは失言だ」

　ラルフシオンはさらりと手を振ふった。

「───ふ」

　それまで黙だまって扉の前にたたずんでいたキルアスが、小さく笑う。それを見み逃のがすラルフシオンではない。

「何がおかしい」

「……顔と心根がここまで正反対だと面おも白しろい」

「キルアス、無礼だぞ」

　だがキルアスは心底楽しそうにラルフシオンを見上げた。

「褒ほめ言葉だ。王というのは、そういうものだろう？」

　歌うような声で、キルアスは言う。

「己おのれのために親を殺せる奴が、わざと民たみの間に疫病を流行はやらせることに躊躇ためらう筈はない。その徹てつ底ていぶりが面白いから、俺はここにいる」

「……それは何よりだ」

　ラルフシオンも唇くちびるを歪めて笑った。

「お互たがいに利があるうちは、そなたが裏切ることもないだろうからな」

　それには無言で答えず、キルアスはただ目を細めただけだった。

「───それにしても」

　イシュトが冷たい表情でキルアスを睨にらみつけた後で、ラルフシオンに向き直る。

「アレクシオン殿下が王妃陛下の御み子こだと知れ渡わたった以上、早々に殿下には王位についていただかなくてはなりません。今はまだ噂の域を出ておりませんが、王妃陛下とアレクシオン殿下が表に出てきて正式に親子の名乗りを上げられては、殿下の地位が危あやうくなります」

「名乗らせないためにも、早く捜さがせと言っている」

　さっさと見つけ出して殺せ。

　そう目で伝えたが、「無理だな」と横からキルアスが楽しげに呟いた。

　ラルフシオンとイシュトが揃そろって目を向けると、キルアスはひそやかな笑えみを浮うかべた。

「アレクシオン王子の側そばにいる奴やつらの正体を、まだ分かっていないのか」

「側というと……あの《四誓》か？」

　留学先であるカナンから帰国した際に、アレクシオンは見知らぬ男たちを《四誓》として伴ともなっていた。妙みように見み栄ばえが良いだけでなく、武力を兼かね備えた男たちの正体をラルフシオンは調査するよう指示していたが、彼らはなかなかしっぽを摑つかませなかった。

「分かったのなら何故なぜ報告しない」

　おそらくキルアスにも情報収集を命じていたイシュトが、怒いかりを目元に滲にじませる。

　キルアスはそれすら楽しげに眺ながめてから、ラルフシオンに目を向けた。

「『六月の鷲』を知っているか？」

　ラルフシオンは記き憶おくを辿たどるように目をすがめた。

「……確か義ぎ賊ぞくを名乗っていた集団だな」

　義賊などというものは、権力者に刃は向むかう図式を作って自らを美化しているに過ぎず、実態はただの盗とう賊ぞくではないかという思いがラルフシオンにはある。

　侮ぶ蔑べつの念しか沸わき起こらないが、ラルフシオンもイシュトも無能ではない。

　揃って、はっと目が覚めたような顔になる。

「……！　その残党か……！」

　多くの国が拿だ捕ほを試み、その度たびに苦く汁じゆうを飲まされたと聞く『六月の鷲』だが、いつだったか、ついに首領が捕とらえられたという報しらせが入ってきた。『六月の鷲』は隣りん国ごくカナン止まりでイゼリアに出しゆつ没ぼつしたことはなかったので、ラルフシオンもあまり興味は引かれなかったのだが。

「アレクの《四誓》は盗賊上がりなのか」

　ラルフシオンの目に、明らかな軽けい侮ぶと、どこか面白がる光が浮かんだ。しかしそれを見たキルアスは、喉のどで笑って言った。

「サリオというのがいるだろう。あれは、『六月の鷲』の首領だ」

「首領!?」

　捕らえられて処しよ刑けいされたのではなかったのかと問いかける間もなく、キルアスが続ける。

「詳くわしい経けい緯いは分からないが、処刑されるところを王子が救ったんだろう。首領が《四誓》として忠誠を誓ちかっているのだから、残党どころか、『六月の鷲』は欠けることなくまるごとアレクシオン王子の傘さん下かに入ったと考えるべきだな」

「───な……!?」

　ラルフシオンとイシュトが絶句する。

　おそらく同時に思い浮かべたのが、カテリナを奪だつ還かんしたときに見せた、アレクシオンに従う者たちの精せい練れんされた動きだ。目の前で見せつけられた、王宮の兵士たちを嘲ちよう弄ろうする働きは、敵ながら唸うなるものがあった。

「……『六月の鷲』に属する者の数は、千を超こすと言われております。様々な特技を持つ彼らは、一人で十人の兵に値あたいすると評した者もいるとか。それらをアレクシオン殿でん下かが束ねているとなると……」

「たかだか盗賊だ」

　吐き捨てるようにラルフシオンが言っても、イシュトの考え込むような表情は変わらなかった。

「ならば、それを皆みなに知らせれば良い。盗賊を《四誓》に迎むかえた王子など聞いたこともない。イゼリアの恥はじさらしだと」

「お言葉ですが、殿下」

　イシュトが向き直った。

「民は義賊に憧あこがれるものです。むしろアレクシオン殿下の評価が高まるだけかと」

「民？」

　ラルフシオンは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「それが何だ。奴らが何を騒さわごうと、奴らが王を選ぶわけではない」

　その、王を決める『王位認にん証しよう会議』が明日行われる。

　正式な王太子を定めずに王が没ぼつした際に、宮きゆう廷ていの有力者たちで次王を定めるための会議だ。

　王位継けい承しよう権を持つ王子の他ほか、大臣の地位にある者や有力貴族たちだけが出席できる会議だが、誰だれが王に選ばれるかは会議の前に決まっていると言って良いだろう。会議自体は、皆の合意で王を決めたという体てい裁さいを整えるための、儀ぎ礼れい的てきなもので終わる場合が殆ほとんどだ。

　今回も出席者の半数以上が、ラルフシオンを支持するようイシュトによって周しゆう到とうな根回しが行われている。

　クラウシオンを支持する者も根強いが、母親の身分に差がない以上、ラルフシオンが第一王子だという事実は大きい。それを覆くつがえすほどの実力差をクラウシオンが示せないのであれば、逆転は不可能だ。

　つまりクラウシオンは、もはやラルフシオンの敵ではない。

「───やはり、『証あかし』が欲しいな……」

　ラルフシオンは、父王と最後にかわした会話を思い出しながら呟つぶやいた。

　───実は余が定めた王太子の名を、《王の証》に刻ませたのだよ。

　アレクシオンが王おう妃ひと自分の子だとは知らなかった父王は、後こう継けい者しやは順当にラルフシオンを選んだ筈はずだ。だからこそ、誰にも言うなと釘くぎを刺さした上で、ラルフシオンに《王の証》の存在を明かした。

　───余は思うのだ。《王の証》がなくとも、つまり余の言葉がなくとも、真に王に相応ふさわしい者であれば、運命に背を押され、自おのずとその者が王位に就つくのではないかとな。

（そのとおりですよ、父上）

　自分がその命を奪うばったにもかかわらず、罪悪感よりもむしろ懐かい古この念を抱いだきながら、亡なき父に向かって呟く。

（私が王位に就くのは運命だ。そして運命とは、自分で引き寄せるものだ）

　誰にも邪じや魔まはさせない。

「イシュト。父上のおっしゃっていた《王の証》はまだ見つからないのか」

　イシュトは「は」と頭を下げた。

「先日ご報告しましたとおり、《王の証》と呼ばれるものは、先王……殿下の祖父にあたられる御お方かたがお持ちだった剣けんしかありません」

　当時を知る者によると、自分が王になれたのはこの剣のおかげなのだと王は言っていたらしい。

　当時のイゼリアは周辺国との諍いさかいが絶えず、王自らが戦場に赴おもむくことも少なくなかったようだ。命を落としかけた場面も、王太子時代を含ふくめると、両手の指でも足りなかったらしい。
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「ただ、その剣は陛下の遺ゆい言ごんでともに埋まい葬そうされています。実用的な剣だったそうで、複製を作ることもなかったため、王家の宝物にも同名の剣はありませんでした」

「ならば父上はそれになぞらえて、あらたに剣を作らせていたということじゃないのか」

「そうとしか思えませんが、王家が抱かかえる鍛冶かじ師に当たっても、それらしき剣は見あたらないのです」

「探せ」

　低く、ラルフシオンは言った。

「たとえアレクが王太子の名乗りを上げようとも、父上が次の王に私を指名していたと分かれば、すべて解決する。嫡ちやく子しが王にならなかった例は、歴史を見れば山のようにあるのだから」

「御ぎよ意い」

「お前もだ、キルアス」

　キルアスに顔を向けるときは、一いつ瞬しゆん視線がさまよう。変わらず扉とびらの前に立っているにもかかわらず、無言でいるときのキルアスは存在を見事に消してしまい、先刻までどこにいたのかすら忘れさせてしまうのだ。

「───探してやっても良いが」

　キルアスは上うわ目め遣づかいでラルフシオンを見た。

「今さら自分が殺した父親に縋すがるのか。それは自分の生きざまを、根底から否定することではないのか」

「───キルアス、無礼だぞ！」

　頰ほおが紅潮するほど、珍めずらしくイシュトが分かりやすく激げき昂こうする。しかしラルフシオンはそれを片手で制すると、ちらりと笑えみを見せた。

「利用できるものは何でも利用する。それが私だ」

　ラルフシオンの答えをキルアスは気に入ったらしい。

「……では探そう」

　口の端はしに笑みをひらめかせると、扉を細く開けて、するりと外へ出て行った。その背をイシュトが眉まゆをひそめて見送る。

「……申し訳ございません、殿下。ご不快な言葉を……」

「仕事をこなしているうちは許してやる」

　ラルフシオンは机に手をつくと、椅い子すから立ち上がった。

「奴やつの毒で疫えき病びようを故意に発生させ、それを我がイゼリアのみが持つ秘薬で治す。他国はそれを欲しがり、我が国にひれ伏ふす。武力と財力に次ぐ第三の力───医力でイゼリアを押し上げるという私の計画に、奴はまだ必要だからな」

「殿下」

「安心しろ。キルアスくらいだ。この部屋の中の会話が聞き取れるような奴は」

　ふふ、とラルフシオンは笑った。

　医力。

　それは、軍を掌しよう握あくするクラウシオンへの対たい抗こう策を考えているうちに、思いついた策だった。

　たまたまイゼリアを訪問中であった他国の王族が、病に倒たおれた。

　侍じ医いも同行していたが彼が持参していた薬では回復せず、周囲が覚かく悟ごを決めたとき、イゼリア王宮に仕える調薬師が作った薬で持ち直したのだ。

　王族が帰国した後は山のような謝礼の品が届いただけでなく、その国との貿易において、薬が大量かつ高額で取引されるようになった。

　───あれは病ではなかったのです。

　後日、王宮仕えの調薬師からラルフシオンは意外な話を聞いた。

　───おそらく一行の中に暗殺者が紛まぎれていたのでしょう。

　───病に見せかけた毒殺を狙ねらっていたのか？

　───もしやと思い、解げ毒どく剤ざいを飲ませたのが功を奏したようです。……下手へたに真相を伝えると我が国にあらぬ疑いがかかると思いましたので、黙だまっておりましたが。

　───よくやった、ホルガー。今後も他言は無用だ。

　───はっ！

「あのときは、ホルガーが調薬師長になるために自演したかと思ったが、あれにそんな度胸はないから、やはり暗殺者が紛れていたんだろうな」

　毒ではないかと疑ったのもホルガーではなくニクラスあたりではないかと思うが、もはやどうでも良いことだ。

「あの一件だけではない。あのホルガーに貴族や豪ごう商しようたちが頭を下げるのは、奴が尊敬されているからではない。薬欲しさに、皆、渋しぶ々しぶ頭を下げているのだ」

　それは国同士の関係でも成り立つのではないか。

　そう思ったとき、ラルフシオンの頭に悪あく魔まのような考えがひらめいたのだ。

　毒を使い、まずは他国で、あたかも疫病が発生したかのように見せる。これまでの疫病で効いた薬もこれには効かず、毒を飲んだ民たみたちは命を落としていく。

　他国にその恐きよう怖ふが広がる頃ころに、イゼリアでも同じことを発生させるのだ。

　勿もち論ろんそんなことをすれば他国と同様、イゼリアの民の多くが命を落とすことになる。

「民などいくら死んでも絶えはせぬからな。国の隆りゆう盛せいの礎いしずえになるのだ。むしろ光栄な役回りだと思わないか」

　微笑ほほえむラルフシオンの瞳ひとみには、ぬくもりの欠片かけらもない。

「やがて我が国の調薬師が、その疫病を治せる唯ゆい一いつの秘薬を生み出し、諸国がこぞってそれを欲しがるという図式を想定していたのだがな」

　秘薬を生み出す天才調薬師の役回りには、ホルガーの姪めいであるリディアを当てようと思っていた。若く見み栄ばえの良い娘むすめのほうが他国に与あたえる印象が強いだろうし、ラルフシオンの愛人にでもしてしまえば、リディアはラルフシオンの望みを叶かなえるために何でも吞のむであろうと思ったからだ。

　しかし、その策はシェリルの登場で覆くつがえってしまった。

　───ランス村では死者が一人も出なかった!?

　その報しらせを受けたときは驚おどろいたが、それが隣となり村むらの調薬師の活かつ躍やくによると聞いたときは、単なる偶ぐう然ぜんだと思った。田舎いなかの小さな村の調薬師が疫病の原因が毒であると見み抜ぬける筈はないし、見抜いたところで解毒剤もろくなものがない筈だからだ。

　そう簡単に片付けたのが間ま違ちがいだった。

「ランスの民を治したシェリルをアレクが連れてきて父上の『病』を治したときには、一瞬、アレクに先んじられたかと思ったが───結果としては、リディアが担になう筈だった役がシェリルに回っただけだったな」

　そう言ったラルフシオンの瞳に、僅わずかだがぬくもりが宿るのを見て、イシュトが眉をひそめる。

　ぽつ、とラルフシオンの背後にある窓に塡はめられた硝子ガラスから聞こえた音に、ラルフシオンは窓へと顔を向けた。

　小さな雨あま粒つぶが硝子を叩たたき、伝い落ちていく。

　その筋がみるみるうちに増えていくのを見つめながら、ラルフシオンはふと、これならシェリルは庭に出たくても出られないだろうと思い、かすかに笑んだ。

「……そのためですか？」

「うん？」

　癖くせなのか、窓まど枠わくの細工を指先でいじりながら外に目を向けていたラルフシオンの意識を、イシュトの声が引き戻もどした。

「捕とらえたシェリル様を殺さなかっただけでなく、婚こん約やくまでなさるのは、『天才調薬師』だからですか？」

「───」

　ゆっくりとラルフシオンが振ふり返る。

「……何が言いたい」

　ぞっとするほど冷ややかな声にもイシュトは動じない。

「いまからでもリディアにその役を当てることは不可能ではないでしょう。シェリル様を使うにしても、婚約までする必要はないのでは」

　リディアを想定していたとき、クラウシオンが冗じよう談だん交じりに言っていたのは、せいぜい愛人止まりだった。

「シェリルはアレクの《四誓》だ。形だけとはいえ、王族と同等の地位を持つ女だぞ。単なる貴族出身の調薬師でしかないリディアとは違ちがう」

「それだけですか」

「それだけだ」

　イシュトはじっとラルフシオンの目を見つめた。

「……では、いざとなればシェリル様を殺せますね」

「愚ぐ問もんだ」

　斬きり捨てるようにラルフシオンが言い放ち、イシュトに背を向ける。

「……失礼致いたしました」

　ラルフシオンの背に向かってイシュトが深々と頭を下げたとき、扉の外にいる衛兵から声がかけられた。

「……シェリル様がおみえなのですが」

「シェリル？」

　ラルフシオンの眉が強く寄ったのは、直前のやりとりのせいだろう。

「───通せ」

　イシュトを見ることなく返事をする。

　すぐに扉が開き、遠慮がちにシェリルが入ってきた。

　イシュトは部屋の隅すみへと身を引くが、退出はしない。いつもどおりのそれが、いまだけは妙みように鬱うつ陶とうしく思えたが、クラウシオンは棘とげのある感情を綺き麗れいに隠かくし、柔やわらかな表情のみをシェリルに向けた。

「どうした？　ここまで来るのは珍めずらしいではないか」

　ラルフシオンが選んだ純白のドレスを身につけ、少し俯うつむいて立つシェリルは、高貴な花のようだった。

　鳶とび色いろの髪かみが白に映はえるのは計算済みで、その可か憐れんさにラルフシオンは満足げに目を細める。

　机を回ってシェリルに近づくと、その華きや奢しやな肩かたに手を置いた。

　びく、と怯おびえたように身体からだが震ふるえるのが指先に伝わるが、いつものことなので気にしない。

「雨が降ってきたから、そのうち宮きゆう殿でん内も冷えてくるだろう。明日は大切な日なのだから今こ宵よいはゆっくり───」

「───そのことなんですけど」

　おずおずとシェリルが顔を上げる。

　思ったよりラルフシオンの顔が近かったのか、間近で視線が合うと、シェリルは慌あわてて俯いて、両手でドレスのスカートをきゅっと握にぎった。

「あの。……明日、王宮の会議で婚約を正式に発表されるとおっしゃっていたのを……やめていただきたいと思って……」

「───何？」

　意識した以上に低い声が出た。

「……何故なぜ？」

「だって。……私、まだ記き憶おくが戻っていないのに」

「私は気にしない」

「でも」

　シェリルの声が少し強くなる。

　ラルフシオンの指先に、シェリルが全身に力を込めたことが伝わる。

　シェリルは顔を上げた。

「私は、嫌いやです」

「───」




　　　　五




　婚約をとりやめてもらおう。

　そうシェリルが決心したのは、ラダが隠していたネックレスや薬くすり袋ぶくろ、そして短たん剣けんをドレスに隠して部屋に持ち帰ったときだった。

　ラルフシオンが自分の求める『シオン』でないことは、もうシェリルの中では決定事じ項こうになっている。それどころか、シェリルが調薬師であったことを隠し、記憶を取り戻す鍵かぎになるかもしれない持ち物を処分させようとしていたことを知った以上、ラルフシオンを信じることも出来なくなっていた。

　そうなると、ラルフシオンが自分と婚約しようとしていることに別の狙ねらいがあるように思えてしまうが、何よりも。

　本当の名前も姿も思い出せない、真の『シオン』を想おもうと、他ほかの男性と婚約するということが耐たえられなくなったのだ。

（でも、どうやって言えば良いかしら……）

　宮殿の長い廊ろう下かを歩きながら、シェリルはそっと胸むな元もとを右手で押さえた。

　首を覆おおうようなデザインの襟えりの下には、ラダが返してくれたネックレスと薬袋が下げられている。左手首の袖そでの下には青いリボンを巻いた。

　そんなことが出来るのも、シェリルが一ひと芝しば居い打ったからだ。

　───着き替がえくらい一人でさせて欲しいの。

　朝、ドレスを持って構えている侍じ女じよたちに背を向けてシェリルは言った。

　───そうさせてくれないなら、一生着替えず部屋からも出ない！

　背を向けたのは、慣れない我が儘ままを装よそおったものの侍女たちに申し訳なくて、それが顔に出てしまうのに気づかれないためだった。

　───ご飯だって食べない！

　侍じ女じよ頭がしらがなだめすかし、ついには声を荒あららげても、シェリルは頑がんとして譲ゆずらなかった。

　困り果てて侍女頭がラルフシオンに相談したところ、どうやら許しが出たらしい。常々一人になりたがって泣くこともあるシェリルの話を聞いていたからだろう。着替えくらいは許してやれば良いし、屋内であれば多少は一人にさせてやれば良いと言ったらしい。

　そのときの表情がとても優やさしかったと侍女頭から聞かされたとき、シェリルはラルフシオンに不ふ審しんを抱いだく自分に嫌けん悪おを覚えてしまった。

　だが、根幹の気持ちは揺ゆらがなかった。

　本当の『シオン』のもとへ帰るためなら、なんでもしようと思った。

　そうやって、自分一人で着替えるという当たり前の行こう為いを手に入れたシェリルは、胸元の隠れるドレスを選び、こっそりと隠してあったネックレスと薬袋と青いリボンを身につけた。短剣はさすがに無理だったので、寝しん台だいの下に置いたままだ。

　記憶を失う前の自分が身につけていたものは、お守りとなり、勇気の種となった。

　そしてシェリルは、とうとうラルフシオンに言ったのだ。

「……」

　記憶を失ったまま婚こん約やくするのは嫌だと言うシェリルを、ラルフシオンは無言で見返してきた。

　あざやかな翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、凍こおりついた湖のようにきらめくのを見て、シェリルは全身を硬かたくした。それは肩に置かれたラルフシオンの指先を通して、相手に伝わったに違いないのに、指は離はなれることはなく逆に力が込められた。

（───痛……）

　肩に走る痛みにシェリルは眉まゆを寄せたが、ラルフシオンは無表情のままだった。

「……何が、嫌なんだ？」

　ようやく口を開いたラルフシオンの声は、いままで聞いたことがないくらい、冷たい。

　これまで、侍女たちが頰ほおを赤らめて羨うらやむほど、ラルフシオンはシェリルに対して甘く優しい声しかかけてこなかった。その落差に、シェリルは目を見開いてラルフシオンを見上げた。

「私と婚約することの、何が嫌なんだ」

「……だから、私はあなたとのことを何ひとつ思い出せなくて」

「それでも良いと、私が言っている」

「───っ」

　肩を摑つかむ指にさらに強い力が込められて、シェリルの顔が痛みに歪ゆがむが、ラルフシオンはやめようとしない。

「何も考えるな。思い出さなくて良い。───私に従いさえすれば、間ま違ちがいはないのだから」

「───」

　痛みに声を漏もらしそうになるのを堪こらえて、ぐっと唇くちびるを嚙かむ。しかしそれは本当は、怯える声が漏れるのを防いだだけだったかもしれない。

　怖こわかった。

　シェリルの目の奥にある感情を浚さらおうとするようなラルフシオンの眼まな差ざしが、隠し持っている大切な感情をえぐろうとしているようで、ぞっとした。

　それなのに、搦からめ捕とる鎖くさりのような視線から逃のがれることが出来ない。目をそらすことも、閉じることも、瞬まばたきすら出来なかった。

「───シェリル様は、明日を前にして緊きん張ちようしていらっしゃるのでしょう」

　ふいにイシュトの声が部屋に響ひびいた。

　思い出したかのように、肩を摑んでいたラルフシオンの指から力が抜ぬける。

「……ああ、そうだな」

　ほっとして、そのまま崩くずれ落ちそうになるのを、シェリルは膝ひざに力を入れて堪えた。

「すまない。そなたの不安を汲くんでやれずに」

　ひどく優しい声が耳に吹ふき込まれるが、むしろそれは、シェリルの怯えをなぞり上げるだけだった。

（だって───……笑ってるのに、笑ってないもの）

　これまでは、恋こい人びとである筈はずの相手を忘れてしまったという罪悪感から、ラルフシオンの目をまともに見ることが出来ず、シェリルは俯うつむいていることが多かった。だがこうして見返すと、何故気づかなかったのかという別のものが見えてくる。

　浮うかべている表情だけ見れば、うっとりとするくらい美しい笑えみだ。けれどシェリルを見る瞳は笑みの形を作っているだけで、探さぐるのをやめていない。

「さあ、部屋に戻もどりなさい。……何も心配することはないから」

「───」

　そっと背中を押され、部屋から出される。

「おやすみ」

　優しい声が背中に当たる。

　だが、振ふり返ることなど出来なかった。きっとそこにはあの、氷よりも冷たい双そう眸ぼうがあるだけだ。

「シェリル様。部屋までお送りします」

「……ありがとう、でも大だい丈じよう夫ぶです」

　衛兵の申し出を断る。

「しかし」

「やっと一人で歩くお許しが出たの。……お願い」

　先刻の痛みと恐きよう怖ふで潤うるんだ目で衛兵を見上げると、衛兵は動どう揺ようしたように顔を赤らめ、それ以上は言ってこなかった。

　そうして一人、自室へと続く廊下を歩き出したとき、膝がまだ震ふるえているのに気づいた。

　立ち止まるとまた衛兵が何か言ってくるかもしれないと思い、自分の足を叱しかりながら歩を進める。そしてようやく角を曲がり、衛兵の目から隠かくれると同時に、シェリルは崩れ落ちるようにしてしゃがみ込んだ。

「───……やっぱり、違ちがう……！」

　両りよう腕うでで自分の身体からだをかき抱く。その身体はまだ小刻みに震えていた。

　本当に婚約するほど想いを寄せていた相手なら、こんな風に身体が逃にげを打つだろうか。

　いくら相手が感情を損そこねていたとしても、こんな風に震えるほど恐おそろしいと思うだろうか。

　もはや断言できる。

　自分の心は、いまも、そして過去も。ラルフシオンに向かってはいない。

（……逃げなきゃ）

　恐怖に押し上げられるようにして、その決意が浮かぶ。

（これ以上ここにいては駄だ目め。明日になる前に、逃げないと）

　そうしなければ、婚約が確定してしまう。

　シェリルは廊下を見回した。

　幸い、誰だれもいない。

（……いましかない……！）

　シェリルがドレスの裾すそを持ち上げ、駆かけ出そうとしたときだ。

「……っ！」

　凄すさまじい音が頭上で鳴り響き、シェリルは跳とび上がった。

　音だけでなく、床ゆかと壁かべも揺れた気がした。

　そして再度、ガラガラという大だい音おん響きようが頭上を駆けていく。

「……雷かみなり？」

　廊ろう下かにはめ込まれている硝子ガラス窓を見る。いつもなら夜の闇やみをそのまま映して真っ黒なだけの窓が、時折走る雷らい光こうを受けて白く輝かがやき、その都度打ちつける雨の模様を浮かびあがらせている。

（外は嵐あらし……！）

　雷の光を受けてではなく、希望にシェリルの瞳が輝いた。

　幸い、シェリルは雷を恐れる性質ではなかった。うまくいけば、この嵐に紛まぎれて宮きゆう殿でんを抜け出せるかもしれない。

　思ったときにはもう、シェリルの足は外に出るための階段に向かって駆け出していた。

　階段まで来て下を覗のぞき込むと、ちょうど衛兵が横切る姿が見えた。慌あわてて壁に隠れる。

　耳をすまし、遠のいていく靴くつ音おとが完全に聞こえなくなってから、一気に階段を駆け下りた。

　一階まで来ると、今度は庭に出る扉とびらに向かいかけ、そこで思い直した。

　中庭に面している別の廊下に行けば、窓から外に出られる。

（外へ……この豪ごう華かな檻おりの外へ……！）

　廊下に並ぶ柱の陰かげに隠れながら、シェリルは懸けん命めいに走った。

　窓を叩たたく豪ごう雨うの音が、暗くら闇やみの廊下に反はん響きようする。

　音の大きさにまるで外にいるようだと思ったと同時に、近くで落らく雷らいがあったのか、大きな炸さく裂れつ音と地じ響ひびきがした。

　そのときだ。

　───私をランスに行かせて……！

「……えっ」

　ふいに、自分の叫さけび声が頭の中に響き渡わたり、シェリルは思わず足を止めた。

「いまの……」

　何。

　問うように辺りを見回すが、闇と雨の音しかない。遠くでかすかに聞こえた悲鳴は、雷に怯おびえる侍じ女じよのものだろう。

「……いけない、止まってちゃ」

　はっと我に返り、再びドレスの裾を持ち上げて走り出す。

　───じゃあ、二組に分かれて下さい！

　また、雨音に紛れて自分の声を聞く。

　───毒のわけないでしょっ!?

　───水は、村長さんのところにあります！

（……何、これ……っ）

　それこそ落雷のように、自分の叫んだ言葉が次々に降ってくる。

　嵐の中を駆け抜ける錯さつ覚かくを覚えながらも、その言葉の先に何かが見えてくるような気がして、シェリルは懸命に意識を集中した。

（誰かが、いたの）

　叫んだ声の先に、いた誰か。

　いまは闇しか見えないが、自分が見つめた先に確かにいた、そのひと。

（……『シオン』……！）

　駆けながら、心の中で叫ぶ。

　こんなにも心が求める相手を、どうして自分は忘れてしまったのだろうかと、目にじわりと涙なみだが滲にじんでくる。

（会いたい）

　叫びそうになる唇を引き結び、廊下をひた走る。

　会いたい。

　いますぐに。

　会いたい。

　会いたい。

「───シ」

　喉のどをせり上がる、悲鳴にも似た熱い塊かたまりが唇くちびるからこぼれそうになったそのとき、また大きな雷が天から落ちてきた。

　窓を貫つらぬいた稲いな妻ずまの白い光は目ま映ばゆすぎた。

　竦すくむように足を止め、シェリルは咄とつ嗟さに目をつむり、光を避さけるように手を上げた。

　その手が、誰かに摑つかまれる。

「!?」

　叫びが喉を突つき破る前に、ぐい、と手を引かれた。

　地面が割れるかと思うほどの轟ごう音おんが鳴り響ひびいたとき、シェリルの身体は誰かの力強い腕うでの中にあった。

（───!?）

　どくん、と。

　心臓の位置がはっきりと分かるくらい、胸の奥で鼓こ動どうが跳はね上がった。

　逃げ出そうとしている最中に、しかも暗闇の中で全身を捕とらえられたにもかかわらず、何故なぜその心臓は恐怖に凍こごえるのではなく、甘い熱に膨ふくらむのか。

　すっぽりと全身をくるむあたたかな熱に含ふくまれた、柔やわらかな香かおり。

　耳元を掠かすめた吐と息いき。

（知ってる）

　早はや鐘がねのように騒さわぎ出した胸にせかされるように、シェリルは自分の中にある記き憶おくを追った。

（この腕の強さとあたたかさを───私は、知ってる……！）

　身体の奥底からわき上がってくる歓かん喜きの波に吞のまれそうになった瞬しゆん間かん、稲妻が弾はじけた。

　視界いっぱいに光が広がる。

　その光に、目の前にある顔が照らし出された。

「───っ」

　光はこのひとから発せられているのではないかと思うほどの、端たん麗れいな面おも差ざし。

　吸い込まれていくような、透すき通る空と同じ色の瞳ひとみ。

「……」

　名前を呼ぼうと口を開く。

　だが唇は震えるばかりで、声も息にしかならない。

「……俺が分かるか？」

　囁ささやくような声に混じるのは、小さな不安。

　シェリルの身体からだを支える腕に緊きん張ちように似た力が込められ、シェリルだけを映す瞳にも、安あん堵どと不安の入り交じった光こう沢たくが浮うかんでいる。

　ぽたり、と濡ぬれた前まえ髪がみから雫しずくが落ちた。

「───シェリル」

「！」

　名前を呼ばれた瞬間、堰せき止められていた感情がシェリルの中から一気に溢あふれ出た。

「……っ」

　見開いた瞳から、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちる。

　このひとだ。

　間ま違ちがえようのない、自分にとって、ただひとりの人。

　唇が、震ふるえた。喉もひくりと動く。

　だが今度は、想おもいを力に変えて、声を出した。

「───シオン……！」

　泣きながら名を呼ばれたアレクシオンまでが、泣きそうに顔を歪ゆがませたのは一いつ瞬しゆんだった。

「───」

　かき抱いだくように身体を引き寄せられ、唇を重ねられた。

[image: ]

「……！」

　触ふれあったところから熱が伝わる。

　激しさと優やさしさと切なさと。

　深く重なった熱の隙すき間まから溢れかえる想いに、意識の下に埋うもれてしまっていた記憶があざやかな光景となって甦よみがえり、重なっていく。

　両手を広げて無む理り矢や理り馬の足を止めさせた、あの出で逢あい。

　嵐あらしの中、倒たおれた人々の間を駆かけ回ったこと。

　あざやかな虹にじとともに見た、綺き麗れいな笑えみ。

　そして。

　───四の星、四の光、すべてを導く一の玉。

　───聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに。

　かざされた剣けんの下にさしのべた手。

　額に触れた指。

　───ここに、誓せい約やくを交かわす。

　───命尽つきるまで、我らはひとつの道の上にあり。

　誓約は、それだけではなかった。

　───必ず俺は、お前を守る。

「───シェリル」

　わずかに浮いた唇が、愛いとしげに名前を呼んでくれる。

　その響きに、息が止まりそうになる。

「シオン……」

　睫まつ毛げが触れあいそうな距きよ離りで見つめあったのは僅わずかな間で、再び唇が重なりあう。

　吐息が混じりあい、苦しさに腕を背中に回して縋すがりつくと、さらに強い力で抱だき寄せられた。

「……会いたかったの……」

　息を継つぎながら、シェリルは言った。

「記憶はなくても……『シオン』に、本当の『シオン』に会いたくて……」

　右手を背中から外し、そっとアレクシオンの頰ほおに触れる。

　指先に感じる熱が、これが夢ではないことの証あかしだと思うと嬉うれしくて、また涙が溢れる。

「自分の名前は分からなくても、自分には『シオン』という大切なひとがいることだけは分かったの……」

「シェリル───」

　アレクシオンが痛みを堪こらえるような目をして、シェリルの指を摑んだ。

「だから、会いたくて───」

「俺もだ」

　シェリルを見つめながら、アレクシオンが言う。

「どれだけ悔くやんだか分からない。お前を失うくらいなら……」

　摑んだシェリルの指ごと、自分の拳こぶしを額に当ててアレクシオンが目を閉じる。苦く悩のうが眉まゆ根ねに滲にじむ、苦しげな表情だ。

「シオン。……」

　自分のほうが苦しくなって、シェリルが反対側の手で再びアレクシオンの頰に触れようとしたときだった。

「！」

　はっと息を吞のむと同時にアレクシオンが突とつ然ぜん身体を反転させた。背後にシェリルを庇かばい、真っ暗な廊ろう下かの先へ鋭するどい視線を投げる。

（あっ……）

　複数の靴くつ音おとが廊下に響き、それが徐じよ々じよに近づいてくる。

　やがて廊下の突き当たりに、灯火を手にした数人の衛兵たちに囲まれて、ラルフシオンの顔が淡あわい光に浮かび上がるのをシェリルはアレクシオンの肩かた越ごしに見た。

　ラルフシオンの隣となりにはイシュトがいる。その後ろ、衛兵たちに紛まぎれ込む形で控ひかえているキルアスを見た途と端たん、シェリルの全身が氷を浴びたように冷たくなった。

（───そうだ、あの人……っ）

　カテリナを逃にがした直後、キルアスが仲間たちを瞬またたく間に斃たおしたことを思い出したのだ。

　シェリルは咄とつ嗟さにアレクシオンの腕うでを摑つかむと、近くの柱の陰かげに引っ張った。

「行って……！」

　早口で囁く。

　武術のことは何も分からないシェリルでも、これまで何度も助けられる中で、アレクシオンが相当の使い手であることは知っている。実際、アレクシオンが誰だれかと闘たたかって負ける姿は想像できなかった。

　しかし、キルアスが単なる武人ではないことをシェリルは知っている。

　命を奪うばうことに、まったく躊躇ためらいを見せないキルアスを相手に、アレクシオンが無傷でいられるかどうかは分からなかった。しかもキルアスは、記憶を奪う薬まで持っていた。

　闇やみの世界に生きる者のことをシェリルは知らない。だが、薄うす々うすと、キルアスの正体をシェリルは自分とは対極の世界で生きる者と感じ取っていた。

「私は大だい丈じよう夫ぶだから。こんなところで一人で闘うのは危険すぎるわ」

「シェリルの言うとおりだな」

　いったいどこに隠かくれていたのか、ふいに現れたサリオが囁く。

「嵐に便乗してシェリルの居場所を摑むという作戦だったろ。そこでシェリルに会えちまうのは流石さすがの強運だが、ここは地の利がなさすぎる。いくら俺とお前でもな」

「───」

　アレクシオンは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。

　だがすぐに顔を上げると、シェリルを見つめた。

「必ず救い出す。……だが、いまじゃない」

　つらそうな目でアレクシオンが言うので、シェリルは笑ってみせた。

　本当は、その手に摑まれたまま、一いつ緒しよに逃げ出したい。

　記き憶おくを取り戻もどしたいま、ラルフシオンがアレクシオンやカテリナを陥おとしいれようとした張本人であることはもう分かった。その恐おそろしい人物のそばに、一人取り残される心細さは、立っている地面が不安定に感じるほどだ。

　それ以上に、もう。

　この手を放したくはなかった。

　けれどもシェリルは、笑ってアレクシオンを見上げた。

「私は大丈夫よ。……だって、もうここに」

　自分の胸の上に手を置く。

「シオンの姿が戻ったから」

「───」

　二人で見つめあう。

　そのとき、近づいて来ていた足音が、ふいに止まった。

「───……そこにいるのは誰だ？」

「！」

　こちらの気配を摑まれたのだ。

　アレクシオンとサリオが同時に腰こしの剣に手をやったのを見て、シェリルは意を決した。

「───シェリルです。いま、そちらに行きます」

「!?」

　自ら声を上げたシェリルを、アレクシオンが目を見開いて振ふり向く。

　その蒼あおい瞳ひとみを見上げて、シェリルは小声で囁ささやいた。

「……これは、あのときとは違ちがうから」

　そう。

　カテリナを逃がすために身を挺ていしたときは、自分の命は失っても良い覚かく悟ごだった。

　いまでも同じだ。

　アレクシオンを守るためなら、命を差し出しても良いと思っている。

　けれど、いまここでアレクシオンたちの脱だつ出しゆつを支えるために残るのは、もう一度アレクシオンのもとに戻るためだ。

　命尽きるまでと誓ちかったその言葉どおりに、最さい期ごの瞬しゆん間かんまでともに生きるための選せん択たくだ。

「それに」

　シェリルはアレクシオンを見つめた。

「……信じてるから」

　アレクシオンは、くっと唇を嚙んだ。

　そしてシェリルの頭を引き寄せると、一いつ瞬しゆんだけ、しかし深く、口づけた。

「───明日」

　それだけを言い、アレクシオンは闇に身を翻ひるがえした。サリオがそれに続く。

　シェリルは震ふるえる片方の手で唇を押さえ、逆の手で自分の胸を押さえた。

　心臓が破は裂れつしそうだ。

　嬉しくて───泣きたくなるほど、嬉しくて。

（いまなら、なんでも出来る。───頑がん張ばれる）

　シェリルは大きく息を吸い、柱の陰から足を踏ふみ出そうとして、それをやめた。

「───シェリル、どこだ」

　苛いら立だちをかすかに含ふくんだ声と足音が近づく。

　数秒遅おくれてから、シェリルは柱の陰から歩み出た。

「そこか」

　幾いく分ぶんほっとしたように見えたのは、気のせいかもしれない。

「何故なぜこんなところにいる」

　目の前まで来たラルフシオンに顔を見られないよう、俯いた。

「……雷かみなりが」

　言いかけて、それが何の言い訳になるだろうかと思い、口を結んだ。

　ラルフシオンの目が光る。

「……逃げようとしたのか？」

「！　いいえ───」

　首を横に振ろうとしたが、顎あごを手で摑まれて、強ごう引いんに顔を上げさせられた。

　じっと覗のぞき込んでくる翡ひ翠すい色の瞳が、周囲の闇に取り込まれたように黒く映る。

「……鼠ねずみが潜もぐり込んだのか」

　ラルフシオンは呟つぶやくと、視線はシェリルから外さぬまま、「追え」と短く命じた。

「見つけたら即そく座ざに殺せ」

　御ぎよ意い、と衛兵たちが剣けんを抜ぬいて駆かけ出していく。

「!?」

　シェリルは目を大きく見開くと、強く頭を振ろうとしたが、ラルフシオンの強い力で固定された顎は動かない。

「やめて！　誰もいないわ！」

　思わず叫さけんだ言葉がすべてを物語る。

　ラルフシオンの目がすっと細められた。一方で、やすやすと潜せん入にゆうを許してしまったことに対し、イシュトが屈くつ辱じよくに唇を嚙む。

　キルアスひとりが小さく笑い、首を傾かしげた。

「なるほど。やはりあれは、アレクシオン王子か」

　シェリルの顎を摑むラルフシオンの指に、ぐっと力が込められた。

　さらに覗き込んでくる瞳から、シェリルは目をそらす。

「───思い出したのか」

　いいえ、と言おうとして、やめた。

　既すでに見み抜ぬかれていると思ったからだが、それよりも、アレクシオンのことを噓うそでも知らないとは言いたくなかった。

「……はい。すべて」

　語ご尾びに力を入れたのは、思い出したのはアレクシオンのことだけでなく、ラルフシオンがしたこともなのだと伝えたかったからだ。

「すべて、か」

　呟く低い声に恐きよう怖ふ心しんが戻りかけるが、シェリルはそれに耐たえ、背筋をのばした。

「だから、やっぱり婚こん約やくはできません。私は」

　シェリルは喉のどに力を込めた。

「私は───シオンの側そばにいると誓ったから」

《四誓》としての誓せい約やくだけではない。

　これは自分への誓いでもある。

「他ほかの誰だれのところにも行きません」

　シェリルの言葉に、ラルフシオンは黙だまった。

　しばらくそのまま沈ちん黙もくが降る。

　そこでシェリルは、いつのまにか雷音がやんでいるのに気づいた。雨音も殆ほとんど聞こえてこない。

　アレクシオンたちは嵐あらしに紛まぎれて宮きゆう殿でんに忍しのび込んできた筈はずだ。あたりが静まっても逃にげ切れるだろうかと、不安に瞳が揺ゆれたときだ。

「……ふ」

　ラルフシオンが低く笑った。

　その不ふ吉きつな響ひびきに視線を戻すと、ラルフシオンはさも楽しげな顔でシェリルを見下ろしていた。

「私はそなたとの婚約をやめる気はない」

「でも私は」

　ラルフシオンの笑えみが深くなる。

「記き憶おくが戻もどったら、また消すだけのこと」

「!?」

「キルアス」

　呼ばれて近づいてきたキルアスの手には、見覚えのある小こ瓶びんがあった。

「！　やめてっ」

　やっと思い出せたのに。

　あと少し耐えれば、側に戻れるのに。

　ラルフシオンの手に指をかけて、顔をそむけようともがくが、逆の手を後頭部に当てられて固定される。近づいてくる小瓶から懸けん命めいに逃のがれようとするシェリルの耳に、ラルフシオンの、甘いといって良い囁きが吹ふき込まれる。

「何度でも消してやる。アレクの記憶など、何度でも」

「……！」

　シェリルが上げようとした悲鳴は、注ぎ込まれた薬とともに、喉を滑すべり落ちていった。

「───……シオ……」

　シェリルの瞳に涙なみだが膨ふくらむ。それが頰ほおを伝い落ちる前に、身体からだから力が抜けた。崩くずれ落ちる前に、ラルフシオンが両りよう腕うでで支える。

　力のない華きや奢しやな身体を抱かかえ起こすようにして、抱だきしめる。

　その身体からかすかに雨の香かおりがしたように思えたとき、ラルフシオンは説明しようのない暗いざわめきを胸の内に覚え、奥歯を嚙みしめた。

「殿でん下か」

　イシュトがラルフシオンに深く頭を下げる。

「申し訳ございません。こんな宮殿の奥まで入り込ませてしまうとは」

「まったくだな。キルアスのような暗殺者ならまだしも、アレクだぞ」

　もっとも、アレクシオンの《四誓》の一人が諸国に名を轟とどろかせた義ぎ賊ぞくの首領だと知ったいまは、アレクシオンの行動に常識は当てはめられないとラルフシオンも悟さとっている。

　たとえばこれが、アレクシオンが一軍を率いて襲おそってきたのであれば、また違ちがった対応が出来ただろう。いくら警備を厳重にしたところで、わずかな人数の侵しん入にゆう者しやをすべて防ぎきれるとはラルフシオンも思っていない。

「盗人ぬすつとは何も手に出来なかった。それで許してやる」

　そう言いながら、シェリルの身体を横よこ抱だきに抱え上げた。

「───」

　予想以上の軽さに驚おどろくと同時に、胸の奥の一点で疼うずいた甘い痛みに戸と惑まどう。

　鳶とび色いろの髪かみが、顔のすぐ近くにある。

　自然な形で唇くちびるをそこに押し当てようとしたときだ。

「本当に殺せるのか？」

　キルアスの笑いを含ふくんだ声が、背中に当たる。

　───……では、いざとなればシェリル様を殺せますね。

　───愚ぐ問もんだ。

　キルアスのいない場でイシュトと交かわした言葉を何故なぜ知っているのかは、どうでも良かった。出て行ったと見せかけて部屋に潜ひそんでいたのか、あるいはイシュトが漏もらしたのか。いずれであったとしても、動じることではない。

　腕うでの中にあるシェリルの細い首を見つめる。

　その縁ふちにあしらわれた釦ぼたんを指先で弾はじき、少しだけ襟えり元もとを開く。そこから覗いた白い喉のど元もとには、捨てさせた筈のネックレスともうひとつ小さな袋ふくろを下げた紐ひもが覗いた。

　予想していたものの、思いがけない強い衝しよう撃げきに襲われる。

　それらを摑つかんで引きちぎりたいという欲よくを、ラルフシオンは寸前で、気を鎮しずめるための呼吸とともに飲み下した。衝しよう動どうのままにそれをしてしまったら、自分の中の何かが崩れるような気がしたからだ。

　本当にシェリルを殺せるのか。

　その問いに、新たな答えはない。そんなものは、いらない。

「───愚問だ」

　イシュトに返した答えと同じものをキルアスに投げつけて、歩き出す。

　それを追いかけるように、キルアスが言った。

「ならば面おも白しろい提案をしよう」

「……？」

　立ち止まって振ふり返ったラルフシオンに、キルアスの目が笑う。

「探していた《王の証あかし》は、アレクシオン王子が持っている」

「───何……!?」

　顔色を変えたのはラルフシオンだけではなかった。

「どういうことだ!?」

　キルアスの襟えり首くびを捕つかまえようと手をのばしたイシュトから、キルアスの小こ柄がらな身体はひらりと飛び退すさった。

「その娘むすめの父親の名は、カルロ。───俺が唯ゆい一いつ、直接殺せなかった騎き士しだ」

「それがどうした。わざわざ失敗談をさらして笑われる趣しゆ味みがあるのか」

「カルロは前王から《四誓》に望まれていた男だ。その望みは俺が絶ったがな」

「……」

　ラルフシオンが沈黙したのを見て、キルアスは唇の形だけで笑う。

「おそらく前王は、カルロに《王の証》を預けたのだろう。後に自分が死ぬと分かって家族に預け、この娘が縁えんとなってアレクシオン王子に渡わたった。そんなところだろう」

「───」

　ラルフシオンは思わず腕の中のシェリルを見た。

　青白い顔で目を閉じている娘が、こんな形でも自分の野望に関かかわってくるとは思いもしなかった。

（運命か）

　アレクシオンがシェリルと出会ったのも、いまこうしてラルフシオンの腕の中にシェリルがいるのも。

　ならば、《王の証》も同じだ。

　一度アレクシオンの手に渡ったそれを、今度はラルフシオンが手にするのも、また運命ではないのか。

　ラルフシオンの思考を読んだかのように、キルアスが言う。

「手にした《王の証》で、その娘の目の前で、アレクシオン王子を殺すが良い。王子が抵てい抗こうしたら、逆に王子の前でその娘を殺せば良い。───出来るのだろう？」

　唆そそのかすキルアスを見つめるラルフシオンの瞳ひとみの闇やみが深まる。

「……面白い」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ラルフシオンは喉のどの奥で笑った。

「では私は、奴やつからすべてを奪うばうことになるのだな。イゼリア国王の座も、それを約する《王の証》も、そして───」

　もはやすべての鍵かぎを握にぎっているようにしか思えない、この娘も。

　ラルフシオンの目が、暗く、だが強く光る。

「───あらゆるものが私の手に落ちるのだ」

　それがこの国の運命そのものだと、ラルフシオンは信じていた。




　　　　六




　後に、イゼリアの歴史に大きな意味を刻んだその日は、前夜の嵐あらしが噓うそのように空が晴れ渡る、気持ちの良い朝を迎むかえた。

　だがその天気とは裏腹に、王都イゼルには不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。

「どうやら今日、次の国王陛下を決める会議というものがあるらしい」

　その囁ささやきは、朝から民たみたちの間で口づてで広がり、昼近くには通りで遊ぶ子供ですら「今日は会議！」とはしゃぐくらいになっていた。

　王位認にん証しよう会議のことは、一いつ般ぱんには知られていない。

　嫡ちやく子しがいればその王子が王太子となるため会議は不要であるし、複数の候補者がいる場合でも、民には結果が知らされるだけで、選考の経けい緯いが明かされることはない。

　民にしても、現在の三王子のように、それぞれ贔屓ひいきの王子が王になれば良いという話を雑談に混ぜることはあっても、実際には王子の人となりを知る機会はないのだから、その主張は無責任なものだ。だから結果を知っても、賭かけをしていた者が本気で悔くやしがるくらいで、後は選ばれた王子が自分たちにとって良い王になるよう祈いのるだけのことだった。

　しかし、今回は違った。

　第三王子のアレクシオンが前王暗殺の首しゆ謀ぼう者しやであるという告知がなされた直後から、イゼリア内のざわめきは広がり始めた。

　人気の高さでいけば、当初アレクシオンは一番地味であったと言えよう。

　第一王子ラルフシオンは、その賢かしこさと清せい廉れんな人格で人望があり、第二王子クラウシオンは軍での活かつ躍やくもさることながら、兵士たちから伝わる剛ごう胆たんな性質が民には好ましく、人気が高かった。だがアレクシオンは、母の身分の低さと生まれた順番からか表おもて舞ぶ台たいに立つことは殆ほとんどなく、敢あえて言うなら、その情報のなさから来る神秘性だけが人気の礎いしずえであった。

　しかし、アレクシオンの側近に天才調薬師が加わったところから、違う風が吹ふき始めた。

　まだ若い娘である調薬師は、小さな村の出身で、貴族でも何でもないただの村娘だということが知れ、それを側近に迎えたアレクシオンの好感度が上がった。

　それだけではない。

　地方の村が疫えき病びように襲おそわれたとき、たまたま居合わせたアレクシオンがその調薬師とともに治ち療りように加わり、結果としてその村から一人も死者を出さなかったという話が知れ渡るようになった頃ころ、今度はアレクシオンが私財を提供して、庶しよ民みんには手が出なかった高価な薬が国中の村に行き渡る仕組みを作り始めたという話まで出てきた。

　───アレクシオン殿でん下かは、我ら民のことを考えてくださっている。

　───天才調薬師のシェリル様と言ったか。その御お方かたの影えい響きようもあるだろうが、そもそもそういう御方を側近に加えた度量がすばらしい！

　───これは王宮に仕える者に聞いた話だが、どうやらアレクシオン殿下は、クラウシオン殿下に劣おとらぬ武人とのことだ。

　───なんと！　それほどの才能を隠かくしておられたとは、謙けん虚きよな御方だ！

　こうして、わずかな期間でアレクシオンの人気は高まった。

　イゼルではアレクシオンやシェリルの話題が出ない日はないというほどになった矢先に、前王暗殺の話が出てきたのだ。

　民たちが勝手に抱いだいていたアレクシオン像とは正反対の話に戸と惑まどいが隠せない中で、誰だれかが言った。

　───陰いん謀ぼうだ。

　その小さな声が民の間に染しみわたるのに、時間はかからなかった。

　───アレクシオン殿下を陥おとしいれようとしているのだ。

　───我らに薬を与あたえてくださった殿下を良く思わない奴らがいるのだ。

　───アレクシオン殿下こそ、次の王に相応ふさわしい御方なのに。

　小さな声が膨ふくらんで、膨らんで、だが通常は民の声など、臨界まで届いたとしてもそこで潰ついえる。しかし、表面張力で限界までまるく満ちた不満の声の中に、とんでもない石が投げ入れられた。

　第三王子アレクシオンは、前王と王おう妃ひの間に生まれた、正当な王太子である。

　その噂うわさは、どこから始まったか分からないほど、一気に拡散した。

　しかも、クラウシオンが統とう率そつする軍に所属する兵士たちまでもが、クラウシオンの言としてそれを周囲に伝えたのだ。

「今日の会議は、アレクシオン殿下の無罪と王位就任を決めるものになるんだろうな」

「それが分からないらしいぞ。なにせ殿下は王妃陛下とともに、いま行方ゆくえ知れずだから」

「じゃあ誰が王様になるんだ」

「ラルフシオン殿下だという話だが……」

「待てよ、だってラルフシオン殿下は───……」

　クラウシオンがアレクシオンの出自を保証したという話から、二人が敵対していないことは明白だ。そうなると、アレクシオンを陥れようとしている人物が自おのずと判明する。

　とはいえ、清廉な人物と名高い第一王子を、あっさりと悪人呼ばわりすることを民たちは最初は躊躇ためらった。だが、しょせん相手は実物を見たこともない雲上人だ。同じ立場でも、薬という実益を与えてくれたアレクシオンのほうが、人間の形が見えてくる。

「……まさかアレクシオン殿下が処しよ刑けいされるなんてことはないだろうな」

「───おい。それなら助けないと」

「王宮に行くか」

「───行くか！」

　民たちの中に、どれだけの『鷲』が紛まぎれ込んでいたのかは分からない。しかし確かなのは、扇せん動どうする声は最低限の数で済んだということだ。

　誰かが上げた声に賛同したイゼルの民たちは、いっせいに仕事を放ほうり出し、上イゼルにある王宮へ大挙して押しかけた。

　勿もち論ろん、王宮に行ったからと言って中に入れるわけではない。常よりも多く配備された衛兵たちの守りは堅かたく、下手へたに近づけばそれだけで捕とらえられそうな剣けん吞のんさを漂わせていた。

　だから集まった民たちも、王宮を遠巻きに見つめるだけだ。しかしその目は正義という名の光をたたえており、高い壁かべの向こうにある王宮に向かって大勢が息をひそめている様子は、衛兵たちを戸惑わせるのに充じゆう分ぶんだった。

「───……愚ぐ民みんが……！」

　珍めずらしく声を荒あららげたのはイシュトだ。

　王宮へ向かう準備を調ととのえるラルフシオンの傍かたわらで報告を受けた彼は、イゼリアの長い歴史の中で初めての出来事に困こん惑わくするのではなく、純じゆん粋すいに怒いかりを見せた。

「動どう揺ようするな、イシュト」

　静かな声でラルフシオンが言う。

　彼はイゼリア王族の正装を身にまとっていた。

　ラルフシオンの王色である白を基調に、黄金の刺し繡しゆうや鎖くさりで装そう飾しよくされた衣い装しようは華はなやかで、白金の髪かみと翡ひ翠すいの瞳ひとみを持つ優美な外見にとても似合っている。

　花はな冠かんむりを頭上に頂いた黄金の鷲わしはイゼリア王家の紋もん章しようだが、胸に飾かざる徽き章しようだけでなく、肩かたから羽織ったマントには全面にそれが刺繡と宝玉であしらわれており、彼の存在自体が王家の紋章そのものに思えるほどきらびやかで、厳おごそかなたたずまいだった。

　まさにイゼリア国王と呼ぶにふさわしい出いで立ちに、衣装を調えた侍じ女じよたちがうっとりとため息をつく。

　その吐と息いきを当然のものと受け流し、ラルフシオンはイシュトに向き直った。

「アレクとクラウの扇動に乗って、衛兵たちにそやつらを追い払はらわせるような真似まねはするな。相手の思うつぼだ」

「承知しております。しかし───」

　ラルフシオンはふっと笑う。

「私が王位に就つくことはもう決まっているのだ。祝しゆう儀ぎをばらまけば、民などすぐさま私の前に跪ひざまずく」

　たかだか薬などでアレクシオンがここまで民たみの心を摑つかむとは思わなかったが、言い換かえれば民が利で動く証あかしではないかと、ラルフシオンは内心で嘲あざけった。

「時間だ。行くぞ」

　ラルフシオンが言うと、イシュトは膝ひざをつき、恭うやうやしい手つきで長ちよう剣けんを差し出した。

　白色の鞘さやに黄金で草木の模様を施ほどこした、高名な鍛冶かじ師による宝剣だ。

　それを受け取って腰こしに提さげたとき、扉とびらの外から呼びかけがあった。

「シェリル様のご用意が調いました」

「───いま行く」

　踵きびすを返し、扉へ向かう。

　侍女たちの手で扉が開かれると、廊ろう下かで数名の女性が膝をつき頭を垂れてラルフシオンを待っていた。

　かすかにラルフシオンの目が細められる。

「シェリル」

　名前を呼ばれ、女性たちの中央でゆっくりと立ち上がったシェリルを見て、ラルフシオンの目がまるく見開かれた。

　シェリルもまた、正装に近い衣装を身につけていた。

　ラルフシオンと揃そろいの、光こう沢たくのある白い生き地じをふんだんに使ったドレスは、金糸で編んだレースや刺繡の細やかな花の模様でびっしりと埋うめ尽つくされている。それがちょっとした動きでも光の加減できらめくようになっていて、豪ごう華かな印象を与えていた。

　首は細かに編み込んだレースで覆おおわれているが、その胸むな元もとには王家の紋章を簡易化したデザインの首くび飾かざりが光っていた。アレクシオンの《四誓》であるシェリルは王族並みの待たい遇ぐうを認められているので、こうした形での着用が許されるのだ。それゆえに、自然に垂らした鳶とび色いろの髪に小さく載のせられた黄金色の王おう冠かんとあいまって、シェリルの装束は既すでに王妃のそれのようだった。

　そうした華やかな装束を指示したのはラルフシオンである。

　日ひ頃ごろから高価なドレスひとつに気き後おくれする様子を見せていたシェリルがきちんと着こなせるかどうか、やや案じていたのだが、まったくの杞き憂ゆうであった。

　シェリルは可か憐れんで、そして美しかった。

　ふだん化け粧しようはしないが、ほんのわずか華やかな紅を唇くちびるに引いただけで、印象が変わる。

　唇に花が咲さく。それだけでシェリルの目覚めていなかった艶つやが引き出され、目を少し伏ふせた表情とあいまって、ラルフシオンでさえ声を失うほどだった。

「───さあ」

　シェリルに手を差し伸のべたとき、声が擦かすれたのが腹立たしかったが、素す直なおに細く白い手が差し出されるとそんなものもかき消えた。

（……残念だったな、アレク）

　ほっそりとした手を握にぎると、狂きよう喜きに近い震ふるえが腹の底で揺ゆれる。

（私の勝ちだ。───今度こそ、私はすべてを手に入れる）

　ラルフシオンは微笑ほほえみ、シェリルの手を取ったまま廊下に歩を進めた。

　宮きゆう殿でんから中庭に出て、そして馬車に乗り換える。

　イゼルの民に広がるくらいだ。既に今日の会議のことは宮きゆう廷ていに仕える者すべての知るところであり、ラルフシオンの馬車が通り過ぎる通路に居合わせた者は、衛兵、侍女、官かん吏りと、あらゆる者たちが地面に膝をついて頭を垂れた。

　その様を細く開けた馬車の窓から確かめて、満足げに背もたれに身を預けたラルフシオンは隣となりに座るシェリルの手を握った。

「皆みな、私が王位に就くことを知っているのだ」

　シェリルは俯うつむいたまま、何も言わない。だがラルフシオンは構わなかった。

　キルアスによって記き憶おくを失う薬を再度飲まされたシェリルは、目が覚めたあともぼんやりとして、反応が鈍にぶかった。

　───毒は身体からだの中に積もっていく。

　シェリルの様子を見たキルアスは、ひどく冷たい笑えみを浮うかべてそう言った。

　───濃こくなった分、前回よりも効いているのだ。しばらくすれば意識もはっきりしてくるだろうが、操あやつり人形を求めているのならこのほうが都合が良かろう。

　キルアスの言葉には頷うなずかなかった。だが、以前よりも従順なシェリルは、もどかしく思う反面、奇き妙みような安あん堵どをラルフシオンに与あたえた。

「婚こん約やくが正式に定まれば、そなたにも皆が跪くようになる」

　それに加え、いずれ諸国に『秘薬』を売りつけるときには、天才調薬師として崇あがめられることにもなる。いわばイゼリアの持つ「医力」の象しよう徴ちようとして、シェリルはラルフシオンの隣で輝かがやくべき存在になるのだ。

「諸国がひれ伏す国、イゼリア。その王と王おう妃ひに、私とそなたは相応ふさわしいとは思わぬか」

　それにもシェリルは答えなかったが、その手が自分の手の中におさまっているだけでラルフシオンは満足だった。

　やがて馬車は王宮に到とう着ちやくした。

　扉が開く。

　先にラルフシオンが降り、次いでシェリルが馭ぎよ者しやの手を借りて地面に足を下ろした。細い踵かかとの靴くつに慣れないのか、一いつ瞬しゆん身体が傾かしいだが、馭者が強く手を支えていたらしく、すぐに体勢を戻もどした。

　馭者からその手を受け継ついで、シェリルを導く。

　後ろにイシュトと衛兵を十名ほど引き連れて、王宮の正面玄げん関かんをくぐった。

　違い和わ感かんを覚えたのはそのときだ。

「───……？」

　王位認にん証しよう会議が開かれるからといって、それ以外の宮廷業務がすべてなくなるわけではない。特に、官吏たちが取り仕切っている陳ちん情じようや国内外の庶しよ務むは、外国から賓ひん客かくを迎むかえることでもない限り、日々淡たん々たんと進められる筈はずである。

　それなのに、いつもなら廊下を行き来する官吏たちや地方から訪おとずれる陳情者、そして出入りの商人などの姿がまったく見られないのだ。

　衛兵の姿はある。

　廊下を歩むラルフシオン一行に向かって敬礼をするのも常と変わらないが、人が極きよく端たんに少ないせいで、王宮全体が異様な静けさに包まれている。

　足を止めたのはイシュトだった。

「……殿でん下か。宮殿に戻りましょう」

　張り詰つめた声で囁ささやく。

「尋じん常じようではありません。何か謀はかりごとが動いています」

「うろたえるな」

　ラルフシオンはまっすぐ前を向いたまま言った。

「どうせクラウあたりの画策だ。だがこれは都合の良いことだと思わぬか？」

　訝いぶかしげな顔をしたイシュトをラルフシオンがちらりと見る。

「小細工をすれば、クラウこそが一連の陰いん謀ぼうの首しゆ謀ぼう者しやだと叫さけぶことが出来る。それに私が王位に就くことを条件に秘薬の取引を約束した国の名を挙げていけば、仮に寝ね返がえった大臣がいたとしても、あっさり翻ひるがえるであろう」

　秘薬という言葉がラルフシオンの口から出たとき、ぴくりとシェリルの肩かたが動いた。

　調薬師の性さがか、とラルフシオンは微び笑しようし、その笑みはすぐさま残ざん忍にんな色を帯びた。

「もしアレクがこの場に登場したら、なお面おも白しろい」

　靴くつ音おとを響ひびかせながら、ラルフシオンは歌うように言う。

「なにせ最後の切り札を持っているのは奴やつだからな」

　そうしている間に、会議が行われる広間に到着した。

　大きな扉の両りよう脇わきには槍やりを持った衛兵が控ひかえている。

　ラルフシオン一行を認めると深々と頭を下げ、そして二人がかりで重い扉とびらを引き開いた。

　ぎい、と音を立てて扉が開く。

　王宮の中では二番目に広い執しつ務むの間だ。最も広い部屋は主に来らい賓ひんを迎え入れて行う儀ぎ礼れい的てきな会議に使われるため、重大な決議は必ずこの部屋で行われることになっている。

　部屋の一番奥には、数段高い場所に玉座が二つ並び、そこから見下ろされる形で長い机が向かい合っている。机につけるのは二十名だ。大臣の他ほかには政治に関かかわる王族と、古くから存続する大貴族だけが椅い子すを与えられていた。

　ラルフシオンが入室すると同時に、座っていた二十名が一いつ斉せいに立ち上がった。身体を斜ななめにし、ラルフシオンに向かって深く頭を下げる。

　ここに至るまでの異常がなければ、既き定ていどおりの流れだ。但ただし、広間の壁かべに隙すき間まなく立ち並ぶ兵を除けば。

「───……ずいぶん警備が厳しいではないか」

　ラルフシオンの問いに答える声はない。

　大臣たちは皆頭を下げたままだが、中にはその身体が震えている者もいる。それはラルフシオンの支持を誓ちかった者ばかりで、彼らの怯おびえの対象が、これから裏切ろうとしているラルフシオンなのか、あるいは彼らに裏切りを強しいている者なのかは読めなかった。

「まあいい。私は私のなすべきことをするだけだ」

　ラルフシオンはシェリルの手を取ったまま、彼らの前へと進み出た。

　頭を垂れる者たちは、嘲あざけりが浮かぶラルフシオンの目を見ることはなく、ただその声を聞く。

「───私は」

　王族たるに相応しい、落ち着きのある声が、広間に響き渡わたる。

「この国の第一王子として、また、父である前王陛下の遺志を受け、このイゼリアの王位に就つこうと思う」

　頭を上げよ、と命じると、二十名はゆっくりと姿勢を正した。

　彼らの目がいっせいにラルフシオンに向かう。そのすべてを一つひとつ確かめるように見回したラルフシオンは、まだそこに迷いや期待が残っているのを確認して、静かに微笑んだ。

　その笑みは、彼らの見慣れた、次代を担になうに相応しい慈じ愛あいに満ちた表情だった。この異様な状じよう況きようの中でもラルフシオンの感情が揺らがず、堂々としている証あかしでもあり、それを見た者たちが、信じかけていた黒い噂うわさを真っ向から否定したくなるものだった。

（当然だ）

　心中でほくそ笑みながら、ラルフシオンは柔やわらかな表情と張りのある声を崩くずさずに、言葉を続ける。

「悲しいことに、我が父であり、敬愛すべき前王陛下は、長年連れ添そった王妃と、血を分けた息子むすこによって命を奪うばわれた。私は彼らの罪を許さない。だが同時に彼らは私にとって、もう一人の母であり、愛する弟でもあった」

　痛ましげに見える表情を滲にじませて、一呼吸を置いて言葉をつなぐ。

「彼らに騙だまされている、もう一人の弟クラウシオンもまた、私にとって愛する弟だ。私は王として彼らの罪を問わねばならないが、そなたたちが許してくれるなら、寛かん大だいな姿勢で臨のぞみたいと思う」

　その一つとして、と隣となりに立つシェリルの手を取る。

「罪人アレクシオンの《四誓》であった調薬師シェリルの才能は、他国に誇ほこれるものだ。故ゆえに私は、はからずも罪人に誓せい約やくをささげたこの娘むすめの罪を許し、我が妃きさきとして───」

「───そこまでにしてもらおう」

　唐とう突とつにラルフシオンの演説を終わらせたのは、静かな声だった。

　玉座のある壇だん上じよう脇わきから現れたのは、アレクシオンだった。

　ラルフシオンと異なり、身につけているのは紺こん色いろの平服だ。だが、もはや隠かくすのをやめたアレクシオンの本質は、衣服などでは覆おおい隠せない。

　アレクシオンから発せられる、他を圧あつ倒とうする威い厳げんは光となって彼を包み、そこだけが別の空気をまとっていた。

　現に、たったいままでラルフシオンの演説に聴きき入っていた───少なくともラルフシオンにはそう見えていた二十名は、畏い敬けいの念を込めて、壇上の王子を見つめている。

「ラルフ」

　玉座の前の階段を下りて、近づいてくるアレクシオンの表情は変わらない。

　秀しゆう麗れいな顔の上には、怒いかりも侮ぶ蔑べつも、悲しみすらない。

「それ以上の偽いつわりは滑こつ稽けいなだけだ」

　ひたりと見み据すえられる蒼あおい眼まな差ざしに、ラルフシオンのほうが怒りを覚えた。

　だがラルフシオンが顔に浮うかべたのは、それとは正反対の優やさしげな笑えみだ。

「それは私の台詞せりふだよ、アレク」

　逃にげるそぶりを見せないシェリルの手をしっかり握にぎって、ラルフシオンはアレクシオンに向かって言った。

「そなたこそ卑ひ怯きようだろう。王おう妃ひ陛下と手を組めば、どんな偽りでも通ると思っているのか」

　準備していた抗こう論ろんは、アレクシオン以外の声に阻はばまれた。

「───それは、アレクシオンを実の息子だと私が言っていることに対してですか」

　カテリナだ。

　先刻のアレクシオンと同じように、壇上の脇から進み出てきたカテリナは、玉座の前で立ち止まるとラルフシオンを見た。

　カテリナは、王妃としての正装であった。頭には王おう冠かんを戴いただき、胸むな元もとには黄金の鷲わしがきらめいている。身につけているドレスは、息子の王色である深い青色だ。

　そういえばカテリナが公式の場では滅めつ多たに青のドレスを着なかったことを、ラルフシオンは思い出した。その程度で疑念がわく筈はずもないのに、徹てつ底ていしてカテリナは王子たちの争いに中立を示し、アレクシオンとの関係を隠しきったのだ。

（母の愛とでも言うのか）

　侮蔑で鼻を鳴らしそうになるのを堪こらえ、ラルフシオンはカテリナを見返した。

　カテリナのほうは、悲しみと怒りを湛たたえた瞳ひとみでラルフシオンを睨にらみつけた。

「間ま違ちがいなくアレクシオンは私が生んだ子です。こんなふうに、王位継けい承しようの争いに巻き込まれて命を落とすことがないようにと、必死で隠していたのに。そのためなら、生しよう涯がい親子の名乗りを上げられなくても私は構わなかったのに」

　カテリナの目から涙なみだが一ひと粒つぶ転がり落ちる。

「そなたは自分が王位に就くため、父である国王陛下を殺あやめただけでなく、アレクシオンの出自を知ると、私とともにアレクシオンまでも亡なき者にしようとした……！」

　許せない、と口元を押さえたカテリナを支えたのは、もとは彼女の侍じ女じよであり、アレクシオンの母となる身代わりを引き受けたステラだ。控えめで大人しく、ラルフシオンの印象には殆ほとんど残らない彼女の目にもまた、憎ぞう悪おという名の涙が浮かんでいる。

「───お下がりを、母上」

　アレクシオンが振ふり向くことなく呼びかけると、カテリナとステラは同時に頷うなずいた。それすらも滑稽に思えて、ラルフシオンは笑みを深くした。

　そんなラルフシオンを正面から見つめるアレクシオンの側そばに、彼の《四誓》たちが並ぶ。

「国王陛下暗殺は、ずいぶん周しゆう到とうに準備を進めたようだな」

　そう言ったのはサリオだ。

「最初は陛下の死を、あくまでも病死としたかったんだろう。日々の薬に毒を混ぜて徐じよ々じよに身体からだを弱らせて───ああ、細かいところでは、陛下にだけは毒となるような植物を植えたりもしたようだな」

　もっとも陛下は庭に出ることはあまりなかったようだが、と皮肉を言う。

「しかし、それはいずれ誰だれかの仕し業わざに見せる必要があった。───そのときの標的はアレクじゃなくて、たぶん目下の敵であったクラウシオン王子だったんだろうが」

　サリオの言葉を受けて続けたのはルーカスだった。

「可愛かわいい貴族のお嬢じようさんが巻き込まれて毒を飲んじまったけど、あれも王宮に不ふ穏おんな動きがあることを匂におわせるためだったんだろう。相手は誰でも良かったんだ」

「シェリルのおかげで助かったから、なんとなく有う耶や無む耶やになりましたけどねっ」

　まるで自分の手て柄がらのようにヴァルトが胸を張った。だがその視線はラルフシオンの隣にたたずむシェリルに当てられており、不安を滲ませている。

「それだけじゃねえぞっ」

　壁かべ際ぎわに立っていた衛兵の一人が突とつ然ぜん前へ進み出た。

　被かぶっていた兜かぶとを乱暴な手つきではぎ取って床ゆかに叩たたきつけたのは、『黒くろ爪つめ』と名乗っていた盗とう賊ぞくの若わか長おさだったレオだった。

　レオは憎にく々にくしげにラルフシオンを睨ねめつけた。

「俺も仲間も、そいつに騙された。捕とらえられた仲間が皆みな殺ごろしになって、それが王妃の仕業だって聞かされて宮きゆう殿でんに潜もぐり込んだが、大おお噓うそだった。あれは俺たちの仕業に見せかけて、邪じや魔まな奴やつらを片付けたかったんだろう！」

　次々に暴あばかれていくラルフシオンの所行に、大臣たちは青ざめるばかりだ。

　そしてそこに、クラウシオンがイザークを伴ともなって現れた。

　クラウシオンはイゼリアの軍服をまとっていた。アレクシオンとはまた異なる種類の威厳が、彼の引き締しまった身体から[image: 迸]ほとばしる。

「ガキの頃ころから性しよう根ねが腐くさっていると思っていたが、ここまでとはな」

　軽けい蔑べつの眼めで見てくるのは、それこそ子供の頃から見慣れている。そこに常に浮かんでいた嫌けん悪おの情が、憎悪の念に変わったところで同じことだ。

　一方で、アレクシオンの表情からは感情が読み取れない。

　───お前、何を考えてるか分からなくて気持ち悪い。

　いつだったか、クラウシオンがアレクシオンに向かって言っていたのを、ふいに思い出す。

　───ラルフは面おもてに出さないけど、悪いことしか考えてないのは分かる。だから、お前のほうが、なんか気持ち悪い。

　まだ十歳を超こえたくらいの頃だった。たまたま二人がいるところに通りかかり、声をかけようとしたときに聞こえてきた会話だった。

　柱の陰かげにいるラルフシオンに気づかず、本当に気味悪げにアレクシオンを見たクラウシオンは、すぐさま、はっとした顔になると、アレクシオンを睨みつけた。

　───気持ち悪いってのと、怖こわいってのは違ちがうからな！

　捨て台詞ぜりふを残して駆かけ去ったクラウシオンに、何言ってるのだと笑ったものだが、こんなときに思い出すということは、似た感覚が自分を染めようとしているのだろうか。

（まさか）

　あのときアレクシオンがどんな表情をしていたのか、どうやってその場を去ったのかは思い出せなかったが、それで良いのだ。

　ラルフシオンはうっすらとした笑みを貼はり付けたまま、アレクシオンとクラウシオンを見比べた。

「───参ったな。弟二人に裏切られるとはね」

「！　まだ言うかっ」

　足を踏ふみ出したクラウシオンを隣のイザークが引き留める。

　舌打ちをして従ったものの、クラウシオンはシェリルに目を移すと、強く唇くちびるを嚙かんで、それまで以上に強い眼差しでラルフシオンを睨んだ。

「お前たちが言う私の所行だが、では証しよう拠こはあるのか？　父上に毒を盛るだとか、庭の植物だとか───」

　くすりと笑う。

「私には、自分たちが行ったことを全部私に押しつけているとしか思えない」

「……そうだな」

　アレクシオンが頷く。

「昨夜、王宮調薬師長だったホルガーが毒で死んでいるのが見つかった。こうなることを見み越こして、早めの口くち封ふうじをしたんだろう」

「お前がね」

　ラルフシオンが微笑ほほえむ。

「怖いね、アレク。手段は選ばない───ある意味それは、王に相応ふさわしいけどね」

　クラウシオンがまた何かを叫さけぼうとしていたが、アレクシオンは挑ちよう発はつには乗らなかった。

「……ラルフ。何故なぜお前が父上を殺したのか、俺はいまだに分からない。確かにクラウと王位を争っていたかもしれないが、第一王子のお前は優位だった筈だ」

　静かに問いかける声に、ラルフシオンは僅わずかだが、苛いら立だちを覚えた。

「……身に覚えのないことを問われても、私には答えられないな」

「何か理由はあったんだろう。それだけお前は王になりたかった。───それならば」

　そこで初めて、アレクシオンの瞳に苛か烈れつな光が宿った。

「王になりたかったのであれば何故───守るべき民たみの命を軽かろんじた」

「───」

　ラルフシオンの目がわずかに見開いた。

　アレクシオンの眦まなじりが、きり、と上がる。

　静かであるが故ゆえに強きよう烈れつな怒いかりが、その強い視線に乗ってねじこまれる。

「ランス村で起きた疫えき病びよう。───あれは、お前の命を受けた者が毒をまいたのだろう」

　ざわ、と広間が大きく揺ゆれた。

　それぞれが顔を見合わせ、信じられないというように青ざめる。

　クラウシオンもだ。

「……聞いてないぞ……！」

　思わず叫ぶ。

　アレクシオンの側に早足で歩み寄ると、その肩かたを摑つかんだ。

「なんだ、それは！　そんな話は聞いていないぞ！」

「確たる証拠がなかったから言わなかっただけだ」

「……ちっ」

　クラウシオンはラルフシオンに向き直った。

「ラルフ、お前そんなことまで……っ」

「簡単に人の言葉を信じるのはお前の悪い癖くせだよ、クラウ」

　ラルフシオンはアレクシオンから目を離はなさず、囁ささやくように言った。

「そもそも、そんなことが出来るのかい？　疫病に見せかけた毒なんて、もしそんな毒を作れるのだとしたら、それこそ天才調薬師にしか出来ないが」

　隣となりのシェリルを見る。

　それまでの会話が聞こえているのかどうなのか、キルアスが言う「操あやつり人形」のようなシェリルの少し俯うつむいた横顔は、まるで表情がない。

「だいたい、何故そんなことをする必要がある？」

「───薬のためでしょう」

　するりと柱の陰かげから出てきたのはミスカだった。

　その姿を見たとき、ラルフシオンの顔が僅かに嫌悪で歪ゆがんだ。

　一部の者は、ミスカが一度捕らえられたときのことを知っているのか、彼を見て「あ」というように口を開いた。次いでラルフシオンの顔を見た者は、おそらくミスカがシェリルの師というだけでなく、ラルフシオンの従兄弟いとこであることまで知っている者たちだ。

　やや好こう奇きの混じった視線を無視したミスカは、案じるような目でシェリルを見たあとで、ラルフシオンに向き直った。

「ランスで発生した疫病に効いたのは《キリ》という解げ毒どく剤ざいだった。あまり医師や調薬師が持ち合わせない、特とく殊しゆな解毒剤だ」

　妙みようにひやひやとした表情でヴァルトがミスカを見ているのは、男性の姿をしているミスカの口調がいつ元に戻もどってしまうか分からないからだろうか。

「あんな毒を作り出すのは、それを生業なりわいにしている者だけだ。───ラルフシオン殿でん下か。あなたが抱かかえている、キルアスという男のような」

　暗殺者であり、その名どころか存在すら他者には摑ませていない筈はずのキルアスの名が出てきたことで、流石さすがにラルフシオンとイシュトの目に動どう揺ようが走る。

（裏切ったか）

　一いつ瞬しゆんそう思っても仕方はないだろう。

　だが、キルアスの姿がここにないならば、たとえ彼が裏切ったのだとしても、しらを切ることは出来る。

　徐じよ々じよに追い込まれているのは分かっていた。

　だが、まだ負けてはいない。

「……参ったな。どこまでも自分の罪を私に着せるつもりか」

　ラルフシオンはことさらゆったりと笑ってみせた。

「それこそ証拠はない。もっともそう言うと、お前たちはキルアスという、いもしない男をでっち上げて、証言でもさせるつもりかもしれないが」

　そう言ってラルフシオンは前まえ髪がみを搔かき上げた。表情を隠かくすための無意識の行こう為いだったが、そのとき放したシェリルの手が、するりと引かれたことには気づかなかった。

　その瞬しゆん間かんを、アレクシオンは見み逃のがさなかった。

「───！」

　目に見えぬ速さで突つき出されたアレクシオンの腕うでは、ラルフシオンが放したばかりのシェリルの手を摑んだ。

　ぐい、と力強く引き寄せる。

　シェリルもまた、自らアレクシオンの胸の中に飛び込む。

「!?」

　ラルフシオンがまだ髪かみに手をやったまま目を見開いたときにはもう、ラルフシオンの傍かたわらにいた筈のシェリルは、アレクシオンの腕の中にあった。

（シオン）

　シェリルがアレクシオンにぎゅっとしがみついたのは無意識のことだったが、アレクシオンもシェリルの髪に頰ほおを埋うずめ、その身体からだを片かた腕うでで強く抱だきしめた。

　それはほんの一瞬だ。

　シェリルはアレクシオンの胸の中から、ラルフシオンに振ふり返った。

　ラルフシオンの驚きよう愕がくに満ちた目が、シェリルを見る。

「───シェリル、そなた……!?」

　記き憶おくをなくし、まるで瞳ひとみに薄うすい膜まくでも張っていたかのようにぼんやりしていたシェリルは、いまや生まれ変わったように、強いきらめきを瞳に宿していた。

「まさか記憶が」

「記憶は、なくしていません。───二度目は」

「!?」

　目を見開いたのはラルフシオンだけではなかった。アレクシオンもまた驚おどろきを隠さず、抱きしめているシェリルを見下ろす。

　シェリルは自分の襟えり元もとに右手をかけると、中から紐ひもにつながった薬くすり袋ぶくろを取りだしてみせた。

「ここにはいくつかの解毒剤が入っています。《ジリフ》の他ほかにも、母が作った独自の薬が」

　離れた場所から見守っていたミスカが、その言葉に弾はじかれたように顔を上げた。

「……そなたの母？」

　ラルフシオンが思わず聞き返すと、シェリルは頷うなずいた。その瞳に含ふくまれている水の量が、わずかに増える。
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「───私の父は、恐おそろしい毒によって亡なくなりました」

　その言葉に誰だれもが表情を変えた。

　大臣たちや衛兵たちは、そもそも初めて聞く話だから驚くのは当然だ。だが、シェリルをよく知り、カテリナからシェリルの父を襲おそった悲劇を聞かされた仲間たちは驚きの種類が違ちがう。

　シェリルが、生まれる前に亡くなった父が死に至った経けい緯いを知っていると思っていなかったからだ。

　勿もち論ろん、知っているということは誰かに教わったのだろうが、相手はミスカではない。ミスカは丸く開いた目をシェリルに向け、驚きに声も出ないといった様子だ。

　逆に言うと、シェリルがそうしたことをこれまで恩師や周囲の人々に対してすら、口に出さなかったということだ。

　だがいまシェリルは、これまで閉とざしてきた口を開いて言った。

「……母は父が亡くなる前も、その後も、その毒を消す薬の研究を続けていたんです」

　───ねえ、シェリル。

　ソニアはまだ幼いシェリルに言ったのだ。

　───お母さんはこの薬を生み出すために、調薬師になる運命を辿たどったのかもしれないわ。

　その言葉どおりだ。

　恐ろしい暗殺者によって、三年の命と区切られてしまった愛する夫カルロのために、ソニアはその持てる知識と才能のすべてを、解毒剤の研究に注いだ。

　時間は足りなかった。

　しかしカルロが亡くなった後も、そのとき腹の中にいた夫の遺児を守るために、ソニアは研究を続けたのだ。

　その過程において数々の薬を作り出し、ようやくこれだという薬を作ったとき、ソニア自身の命もまた尽つきようとしていた。

「子供の頃ころからずっと飲まされていた薬もありました。丈じよう夫ぶになるからって。いま思えばそれは毒に強くなるための薬だったんだろうけど、もうひとつ、言われていたことがあったの」

　シェリルは薬袋をそっと握にぎりしめた。

　───命を守ろうと思ったときは、この薬を飲むのよ。

　ソニアはそう言って、薬袋をシェリルの首にかけた。

　ソニアが亡くなる、ほんの数日前のことだった。

　───何の薬？

　───毒に負けない薬。

　もっと早くにこれを作れていたらお父さんは助かったかも、と切なげに言いながら、ソニアはシェリルを抱きしめた。

　───でも、お前は守れるわ……。

「その言葉を思い出したの」

　毒に負けない、お前を守る薬。

　思い出したのは昨夜、アレクシオンとサリオを逃にがした後、ラルフシオンの前へ進み出る直前だった。そして咄とつ嗟さに、母の薬を飲んだのだ。

　効くかどうかは分からなかった。

　ただ、キルアスが暗殺者であると悟さとったとき、父のことが思い浮うかんだ。

　父の命を奪うばった毒が暗殺者にもたらされたものであるなら、命ではなく記憶を奪う毒にも、同じ原料が使われているのではないかと思ったのだ。

　それは母の教えから得た知識でもあった。

　───同じ薬草から、薬も毒も出来てしまうの。

　───ふうん？

　───調薬師には得意な薬草、もしくは好きな薬草があってね。お母さんはエナ草だけど、その薬草に詳くわしいぶん、色々な薬を作り出したくなっちゃうのよ。

　父の命を三年後に奪った毒と、シェリルの記憶を奪った毒。

　両者はまったく性質を異とする毒ではあるが、実際にそれを目にしなければ信じることすら拒こばまれそうな点では、似た存在だ。

　その、いわば同じ匂においが、同じ調薬師によって作り出された毒ではないかとシェリルに思わせた。瞬しゆん時じにひらめいたその考えも、薬を飲む力になった。

　そして、薬は効いた。

　意識を取り戻したとき、シェリルは自分の胸に、ちゃんとアレクシオンの面おも影かげとそこに向かう熱い想おもいが残っていると分かり、嬉うれしさで息が止まりそうになった。

（……ありがとう、お母さん）

　涙なみだを堪こらえてシェリルは亡き母に祈いのる。

（お母さんとお父さんが……私の命を、ううん、運命を救ってくれたの……！）

　シェリルは涙がこぼれないよう顔を上げた。

　まだ驚いた顔のままでいるラルフシオンを、しっかりと見み据すえる。

「私が飲んだ母の薬にはエナ草が使われていた筈はず。そして、エナ草を使った《キリ》はランス村の人たちの病を治し、もっと沢たく山さんのエナ草を使っている《シェナ》は、国王陛下の飲まれた毒を一度消した───」

　シェリルは一度息を吞のんだ。

　口にするのは恐ろしい。

　だが、これがシェリルの導き出した答えだ。

　自分の身体を支えるたくましい腕を支えに、声を出す。

「私に毒を飲ませたキルアスこそ───ラルフシオン殿でん下かに仕えている暗殺者キルアスこそが、ランス村に疫えき病びようを流行はやらせ、国王陛下に毒を飲ませたのではありませんか」
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　しん、と広間が静まりかえった。

　シェリルの言った内容は、あくまでも推測でしかない。しかしアレクシオンたちの話の信しん憑ぴよう性せいを高め、何より、ラルフシオンのもとにキルアスという名の暗殺者がいることを明らかにしたものだった。

「───ふ」

　静せい寂じやくを破ったのは、ラルフシオンだった。

「ふ……はは」

　低く笑い出したラルフシオンを、ぎょっとしたように見守る大臣たちを、ラルフシオンは嘲あざけりを込めてぐるりと見回した。

「なるほど、出来た話だ。見事だよ、アレク」

　ラルフシオンはそう言いながら、自分の剣けんの柄つかに手を置いた。

「！」

　咄嗟にシェリルはアレクシオンを庇かばおうと両手を広げかけたが、横からのびてきたクラウシオンにその手を摑つかまれた。

「馬ば鹿かか、お前は！」

　焦あせった表情のクラウシオンがアレクシオンの前からシェリルを引き剝はがそうとするのを、シェリルはもがいて拒んだ。

「放してくださいっ、シオンが───!?」

　シェリルの身体からだを優やさしく押しのけたのは、アレクシオンの手だった。

「───クラウ、シェリルを頼たのむ」

「シオン!?」

　アレクシオンはラルフシオンから視線を外さないまま、シェリルを押しのけた手で、彼女の手を握った。

「俺の無事を祈るなら、いまは大人しくクラウに守られていてくれ」

「───」

　決して邪じや魔まだとは言わない。

　もしシェリルが自分の想いのままアレクシオンの盾たてになったとしても、アレクシオンはその盾を守るために闘たたかうのだろう。

　以前、レオたちが宮きゆう殿でんで襲ってきたときもそうだった。シェリルを抱だきしめたまま、アレクシオンは片手で闘った。

　それをいま再びアレクシオンに強しいようとしていた愚おろかさに気づき、シェリルは泣きたい思いで、アレクシオンの手をきゅっと握り返した。

「───無事で……！」

　そして手を放す。

　それを見たクラウシオンは、シェリルを抱きかかえるようにして、すかさず脇わきへ下がった。

「はは。切ない立場だな、クラウ」

「やかましいッ」

　揶や揄ゆするラルフシオンを怒ど鳴なってから、クラウシオンは自分の腕うでの中で震ふるえる身体をそっと抱きしめた。

（くそ。───奴やつの言うとおりだ）

　心の中で毒づきながら、アレクシオンを見る。

　アレクシオンもまた腰こしに提さげた剣の柄に手をかけていたが、まだ引き抜ぬこうとはしていなかった。

（……ん？　あんな剣を奴は持っていたか）

　以前のアレクシオンは、自分の王色である青色の玉石が塡はめ込まれ、王家の紋もん章しようも刻まれた剣を使っていた筈だった。揃そろいというわけではないが、アレクシオンが持っていたものと似た剣をクラウシオンも腰に提げている。

　王子が持つ剣であれば名のある鍛冶かじ師が打ち、切れ味以上に見み栄ばえも求められるため、結局は似たような仕様になるのだ。現にラルフシオンの剣も王子が持つに相応ふさわしい美しいものであり、クラウシオンの剣とどこか似ていた。

　しかしいまアレクシオンが手にしているのは、騎き士したちが持つような実用的な剣で、飾かざりは殆ほとんどなかった。

（王子の地位を捨てたときに剣も捨てた───か？）

　そう思いながらあらためて見直した剣に、クラウシオンは息をつめた。

　武人としても名を馳はせているクラウシオンは、その剣から重く響ひびくほどの威い圧あつ感かんを感じ取ったからだ。まだ抜いてもいない剣にそれを感じるなど、よほどの名めい剣けんでなければあり得ない。

　自分の隣となりに控ひかえるイザークを見ると、クラウシオン以上の武人である彼もまた、食い入るようにアレクシオンの剣を凝ぎよう視ししていた。

　一方、対たい峙じしているラルフシオンの表情からは、クラウシオンやイザークのように、その剣から何かを感じ取っているかどうかは分からなかった。

（奴は武人としてはたいしたことないからな）

　むしろ側そば近くに控えるイシュトのほうが危険だろう。

　あるいは、先刻から名前が出ている暗殺者キルアスとやらだ。

（いるのか？　ここに）

　顔も分からない相手だが、暗殺者であれば他ほかとは違ちがう殺気を帯びているかもしれない。

　そう思い、クラウシオンは無む駄だになるのを承知のうえで広間の人間を一人ずつ確かめていこうとしたが、「ラルフ」とアレクシオンが呼びかける声に、意識を引き戻もどされた。

　アレクシオンは剣に手をかけたまま、ラルフシオンに言った。

「……俺はラルフかクラウ、どちらが王になっても良いと思っていた」

「───」

　ラルフシオンだけでなく自分をも認めるアレクシオンの発言に、クラウシオンが目を剝むく。

　一方のラルフシオンは皮肉げに笑った。

「私は嫌いやだな。クラウと同等扱あつかいなど」

「何ッ!?」

「だが」

　アレクシオンは、ラルフシオンの嘲ちよう笑しようもクラウシオンの抗こう議ぎも無視して続けた。

「俺は見み間ま違ちがえていた。……お前に王となる資質はなかった」

　それを聞いたラルフシオンが喉のどだけで笑う。

「父を殺したからか？　お前の一方的な主張が正しければ、だが」

「いや」

　アレクシオンが言うと、ラルフシオンだけでなく、壇だん上じようで見守っていたカテリナも目を見開いた。

「それを言ったところで、歴史上に父を倒たおして名君となった王を引き合いに出すだけのことだろう。だがお前は、別の罪をも犯おかした。───民たみだ」

　アレクシオンの瞳ひとみに、再び激しい怒いかりが灯ともる。

「自分の野心のために、自国と他国の民の命を簡単に奪うばおうとした。───それは王の行こう為いではない……！」

　父王を殺あやめたラルフシオンに対する憎ぞう悪おは、果てしないものがあるに違いない。

　しかしアレクシオンが責めたのは、ささやかな幸福を追いながら懸けん命めいに生きる、平へい凡ぼんな人々の命のことだった。

　それは広間にいた人々の中でも、特に壁かべに隙すき間まなく立つ衛兵たち───そのうちの半数を占しめていたのは『鷲』だったが───の胸を熱く揺ゆさぶった。

　アレクシオンは、王の命よりも自分たち民の命を奪った罪のほうが重いと言っているのだ。

（……シオン……）

　シェリルもまた、胸を震わせていた。

　初めて会ったときも、アレクシオンは王子でありながら、躊躇ためらうことなくシェリルとともに泥どろの上に膝ひざをつき、ランス村の人々を助けるために夜通し働いた。

　それだけではない。

　病に怯おびえる民のために、誰だれもが薬を手にすることが出来る世の中にしたいと願ったシェリルの声を拾い上げ、それを現実の形にした。

　この国の誰よりも高貴な生まれであるにも拘かかわらず、アレクシオンの目は常に民へ注がれ、その心に寄り添そおうとしていたように思う。しかも彼はそれを誰かに教示されたわけではなく、自然な感情の流れのままに行っていたのだ。

　だからシェリルも惹ひかれた。

「───格好つけやがって……」

　どこか悔くやしげに呟つぶやくクラウシオンの声を、シェリルはまるで自分のことのように、誇ほこらしげに聞いた。

　そうだ、誇らしいのだ。

　アレクシオンがイゼリアの王子であることが、そしてシェリルの誓せい約やくを捧ささげた相手がアレクシオンであることが、何よりも誇らしい。

　たぶんそれは、サリオたち《四誓》も同じ思いだろう。経けい緯いは異なれど、彼らがアレクシオンを唯ゆい一いつの主あるじと選んだことは同じだ。

「───そんな綺き麗れい事ごとを言う男だとは思ってなかったよ、アレク」

　ただひとり、なんの感かん銘めいも受けなかったであろうラルフシオンが、とうとう自分の剣けんを鞘さやから引き抜いた。

　儀ぎ礼れい用にも見える宝剣だが、剣そのものは切れ味の良い、名剣である。鋭するどい切っ先が照明の光を受けてきらめき、熱くなっていたシェリルの胸は一いつ瞬しゆんで冷え込んだ。

　アレクシオンもまた、剣を鞘から抜く。

　息を吞む音が一つや二つでなかったのは、剣を構えたアレクシオンの姿に隙すきがないことに感かん嘆たんしたのか、クラウシオンのように剣が備える覇は気きに気け圧おされたのか、あるいはその両方か。

「ラルフ。───この状じよう況きようで勝てると思っているのか」

　ラルフシオンを守るように、イシュトや引き連れていた兵たちも剣を抜いていた。しかし、アレクシオンとラルフシオンでは、武人としての差は歴然としているうえに、彼らを取り囲む衛兵たちはすべてアレクシオンかクラウシオンの配下だ。万が一、ラルフシオンかイシュトの剣がアレクシオンを捉とらえるようなことがあったとしても、次の瞬しゆん間かんにはラルフシオンの身体からだを剣か槍やりかが貫つらぬくことになるに違いない。

　圧あつ倒とう的てきに不利な状態の中で、何故なぜラルフシオンは剣を抜いたのか。

　自身に向けられる視線に込められた疑問に答えたのは、ラルフシオン本人だった。

「勿もち論ろん、お前と直接やりあうような愚おろかな真似まねは考えていないさ」

「何」

　ラルフシオンはふっと笑うと、持っていた剣を下ろした。

「え？」

　あからさまな声を出したのはヴァルトだ。だが、同様の疑ぎ問もん符ふは、その場にいる大勢の胸に浮うかんだであろう。アレクシオンでさえ、かすかに眉まゆを寄せたのだ。

　微び笑しようを浮かべたラルフシオンは、その視線をアレクシオンの握にぎる剣に当てた。

「アレク。───その剣はどうした」

「……何？」

「父上から直接譲ゆずられたものではないだろう。それをどうしたと聞いている」

「───」

　ラルフシオンが問う意味をはかりかね、アレクシオンは答えなかった。そんなアレクシオンに、ラルフシオンは一歩前に出て、剣を握る手とは逆の手を広げて差し伸のべた。

「それは、私の手にあるべきものだ」

「───何だって？」

　さすがにアレクシオンは、今度こそ明らかな怪け訝げんを眉に乗せた。

「……こいつ、何言ってるんだ？」

「追いつめられて、自分でも何言っているのか分からなくなってるんじゃねえの」

　アレクシオンの後ろでサリオとルーカスが囁ささやきあう。その間も、彼らの鋭い眼光は敵に向けられたままだ。

「父上はね、私を後こう継けい者しやにと思っていらしたんだよ」

　ラルフシオンは、ゆったりとした口調で告げた。

「その証あかしがその剣だ」

「……何を言っている、ラルフ？」

「皆みなの者、よく聞け！」

　ラルフシオンは呆ぼう然ぜんとしている大臣たちに向かって叫さけんだ。

「父上は後継者の名を遺のこしていたのだ。わざわざ遺ゆい言ごんに残さずとも、私が次代の王になることは信じていらっしゃったようだが、万が一を考えられたのであろう。それがその───いまは簒さん奪だつ者しやの手にある《王の証》だ！」

「───噓うそです！」

　叫び返したのはカテリナだ。

　カテリナは首を激しく横に振ふって叫んだ。

「陛下はアレクシオンを王太子にと思われていました！　言葉にはされなくても、私には分かりました。でも私がアレクシオンの平へい穏おんを願ったから……っ」

「それこそ何の証しよう拠こもない！　私は父上の口から直じかに聞いたのだ」

　ラルフシオンは勝ち誇ったように、自分の剣でアレクシオンの剣を示した。

「その剣にははっきりと、私の名が刻まれている筈はずだ。───誰か確かめよ！」

「───」

　皆の視線がアレクシオンが手にする剣に向かう。

「……そんなことって……」

　シェリルは呆然と呟いた。

　真実は、アレクシオンの側がわにある。

　前王がその真実そのものを───つまり、アレクシオンがカテリナの実子だということを知らなかったら、ラルフシオンの言うとおり、後継者としてラルフシオンの名を挙げたかもしれない。だが、そんなことはあり得なかった。

　しかし真実が何であれ、前王の遺言があるならば、それに従ってラルフシオンを王に選ばざるを得ないだろう。この場で叛はん逆ぎやくを起こさない限りは。

（だけど）

　アレクシオンを見る。

　父の遺志をねじ伏ふせて、叛逆という手段でラルフシオンから王位を剝はく奪だつすれば、アレクシオンの名はイゼリアの歴史に歪ゆがんだ形で刻まれることになる。

　アレクシオンは自分の汚お名めいなど気にすることなく、イゼリアのため、民のために、最善となる道を選ぶだろうが、シェリルにはそれがひどくつらい選せん択たくに思えた。

（このひとほど王に相応ふさわしい人はいないのに）

　決してヴァルトに感化されたわけでなく、そう思う。

（あの剣に名前を刻まれるべきなのは、シオンなのに……！）

　だがラルフシオンは既すでに《王の証》に刻まれた名を知ったうえで、それを明らかにしようとしている。

　王宮に足を踏ふみ入れたとき、違い和わ感かんを覚えてイシュトが引き返すよう提言してもそれを拒こばんだのは、勝算があったからだ。

　ラルフシオンはしたたかに、最後には彼が必ず勝つ札をその手に握りしめて、この場に臨のぞんだのだ。

　シェリルを守るクラウシオンが、悔しげに舌打ちをするのが聞こえた。

（……シオン……！）

　祈いのるようにアレクシオンを見つめたとき、一瞬だけ、アレクシオンがシェリルを見た。

　かすかに笑えんだように見えたのは気のせいだろうか。

「……俺は、これが父上の遺志を刻んだ《王の証》とは聞いていない。……だが」

　アレクシオンは剣を縦に構えるようにした。

　ラルフシオンの剣とは異なり、重々しい光が刀身を滑すべり落ちていく。

「本当に父上の思いがここにあるのなら、……俺もそれが知りたい」

　アレクシオンはカテリナを見やった。

　首を横に振るカテリナに、そっと笑む。

　それからアレクシオンは、椅い子すの上で固まっている二十人のうち、もっとも上座に座る大臣の名を呼んだ。かねてよりラルフシオンに《四誓》の座を約束されているのではと噂うわさされていた、いわゆるラルフシオン派の大臣だったが、アレクシオンは躊ちゆう躇ちよなく彼を呼び寄せた。

　おずおずと近づいてきた大臣は、媚こびるような目をラルフシオンに向けた。それをアレクシオンはそばで見た筈なのに、表情ひとつ変えることなく剣けんを大臣に差し出した。

「アレク」

　すかさずサリオが自分の剣をアレクシオンに差し出すが、アレクシオンは無言でそれを退けた。かわりにルーカスが、アレクシオンを守るように斜ななめ前に踏み出る。

　アレクシオンから剣を手て渡わたされた大臣は、まるで剣など手にしたことのない乙女おとめのような手つきで剣を触さわりながら、矯ためつ眇すがめつ眺ながめていたが、困ったような顔でアレクシオンとラルフシオンを見た。

「あの。……私の目には何も見えませんが……」

　ラルフシオンの眉み間けんがきつく寄る。

「そんな筈はない」

「……殿でん下か。柄つかの下では？」

　ラルフシオンを守る構えを解かぬまま、イシュトが囁く。

　鍛冶かじ師の名や剣に与あたえた銘めいを、刀身ではなく柄に隠かくれる形で彫ほり込む者は多い。そもそも前王が《王の証》に刻んだ名を明らかにする気がなかったのであれば、隠れた場所にこそ刻んだ可能性は高い。

「なるほど。───では柄を」

　外せ、とラルフシオンが命じる前に、ひゅっと何かが飛んできた。

　アレクシオンは咄とつ嗟さに身を引き、ラルフシオンはイシュトが庇かばうように腕うでを引いたが、剣を手にした大臣だけがきょとんとしたまま立ち尽つくしていた。その頭上から、大量の水が落ちてくる。

「えっ、うわ……っ!?」

　誰だれかが水の入った桶おけを投げつけたのだ。

　桶は天てん井じように当たり、中の水が大臣の全身をぐっしょりと濡ぬらしてから、空の桶がごろりと床ゆかに転がる。

「な、なんで水が───」

「すまんな。そうしないとそいつに施ほどこした細工が活いきないんじゃよ」

　ゆらりと歩み出てきたのは、マントで身を包んだユアンだった。

「……おじいちゃん!?」

　思わずシェリルが叫ぶ。

「おじいちゃん!?」

　クラウシオンは目を剝むいた。

　ユアンとは一度会っている。イザークが崇すう拝はいにも近い敬意を向ける伝説の騎き士しであることは知っていたが、シェリルの祖父だとは聞いていなかったクラウシオンが、シェリルの台詞せりふをなぞるようにして驚きよう愕がくの声を上げる。

「あれ、お前の祖父か!?」

「そ、そうです。……って、どうしてクラウシオン様までおじいちゃんを」

「あ、いや」

　そのやりとりを聞いていたラルフシオンは、にわかに胸のうちに暗雲がたちこめてくるのを感じた。

　何故なぜ《王の証》の細工について、シェリルの祖父が知っているのだ。

　国王から《王の証》を預かったのが、カルロではなくユアンであったというだけか。

　そうだとしたとき、ここにユアンが現れる意味はなんだ。

　シェリルが《四誓》としての誓せい約やくを捧ささげた相手、アレクシオンにユアンが《王の証》を渡わたした理由は───。

「！」

　答えに行き着いたラルフシオンの顔が、一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくになった。

「あ。……何か浮うかんできます……！」

　びしょ濡れになりながらも、にわかに与えられた職責を全まつとうしようとする大臣が、刀身に顔を近づけて、そこに刻まれた文字を読み取ろうとする。

「ええと───『余と王おう妃ひカテリナの……』」

「やめろっ！」

　ラルフシオンが遮さえぎろうと叫さけんだと同時に、黒い影かげが走った。

「───ぐっ……!?」

　赤い血しぶきが舞まう。

　大臣の手から離はなれた《王の証あかし》に向かって二つの手がのびる。

「ちっ……」

　瞬しゆん間かんの差で、《王の証》はアレクシオンの手に握にぎられ、他方の手は即そく座ざに引かれた。

「!?」

　どこに潜ひそんでいたのか、大臣の身体からだを引き裂さいたのは、突とつ如じよ現れたキルアスの短たん剣けんだった。おそらく《王の証》を奪うばうつもりが、アレクシオンに先んじられてしまったのだ。

「キルアス！」

　叫んだのはルーカスだった。

　キルアスはルーカスを見ると、唇くちびるに笑みを浮かべた。その正面に、剣を引き抜ぬいたユアンが立つ。

「なるほど貴様がキルアスか。……息子むすこを殺した」

　淡たん々たんとした口調にこそ、怒いかりがはらむ。

　ユアンはキルアスに切っ先を向けながら、アレクシオンに向かって言った。

「アレクシオン殿下。刀身に刻まれた文字が見える筈はずじゃ。読み上げなされよ」

　その隙すきにキルアスが妙みような真似まねに出ないよう、ユアンが全身に闘とう気きをみなぎらせて立ちふさがる。その隣となりにルーカスが進み出た。

　キルアスが微笑ほほえむ。

「……でかくなったな、ルーカス。俺を覚えているか」

「……」

「冷たいな。実の兄弟以上に、お前を大事に大事に育ててやったのに」

　ルーカスは何も言わない。

　私情を殺し、ただ主君アレクシオンを守ることに集中する《四誓》として、ユアンとともにキルアスの視界にアレクシオンを映さぬ場所に立つ。

　それを目の端はしに捉とらえながら、アレクシオンはユアンの言うとおり、刀身に目を移した。

　これまで何度も刀身を見てきたが、文字が刻まれていることにはまったく気づかなかった。だが水に濡れた刀身にはどういう細工かくっきりと、青い文字が刻まれているのが読める。

　これは、父の遺ゆい言ごんだ。

　それが何を示すのであれ、父の望みであれば声に出すべきだと思った。

「……『余と王妃カテリナの間に生まれし嫡ちやく子しアレクシオン───』」

　読みながらアレクシオンの目が見開かれる。

　再び読み上げる声が、わずかだが震ふるえた。

「『───嫡子アレクシオンよ、運命さだめに従い王となり、国を守るべし───』」

　アレクシオンが口を閉とざすと、広間は静音に包まれた。

　誰もがアレクシオンが読み上げた文言を反はん芻すうし、咀そ嚼しやくする時間が欲しかったのだ。

　そして。

「……では、やはりアレクシオン殿下が王だ」

　誰かが呟つぶやく。

　その誰かは、衛兵の一人だったかもしれないし、大臣の一人だったかもしれない。

　だがその一声で、広間は燃え上がった。

「───アレクシオン殿下が次の王だ！」

「正しよう真しん正しよう銘めいの、王太子殿下だ！」

　興奮に満ちた歓かん声せいが噴ふき上がる。

　もはや、自分がどの王子を支持していたかなどは関係なかった。

　足を踏ふみならす者や、手にした槍やりで床を打ち鳴らす者。皆みな、自らが歴史の立会人になったことに、興奮を抑おさえきれずにいるのだ。

　その渦うずの中心にいる者たちだけが、言葉を発していなかった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのは、ラルフシオンだけではない。ある程度覚かく悟ごをしていたクラウシオンと、そしてアレクシオンでさえ、信じられないような顔つきで立っていた。

（父上）

　目が熱くなる。

　強く瞬まばたいて、その熱がこぼれ落ちてくるのを堪こらえる。

（父上……まさか、こんな）

　アレクシオンの心の声を聞いたかのように、ユアンが口を開いた。

「……前王陛下からこの剣けんを打つよう頼たのまれたのは儂わしじゃ」

　ユアンが目の前のキルアスを威い嚇かくした状態を保ちながら、静かに言う。

　以前アレクシオンがユアンに武術を教わっていた頃ころよりも優やさしく深いその声は、惑まどうアレクシオンを諭さとそうとするように聞こえる。

「儂の打った剣が、かつて先王に《王の証》と言わしめたことをご存じだったのであろう。王妃陛下が王太子をお産みになったという報しらせを受けたとき、ひそかに儂に命じなさったのじゃ」
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　───王太子の名は決めてあるのだ。アレクシオン、と。

　───……は。

　───今いま頃ごろはそなたの息子が、カテリナからステラのもとへとアレクシオンを運んでくれていることだろう。その後で余はカルロを《四誓》に命じるつもりだ。……そなたは父の願いを蹴けったようだがな。

　余も同じ目に遭あうところであった、と笑いながら前王はユアンに言った。そのときは、使命を果たしたカルロが自分のもとへ戻もどってくることに、何の疑いも抱いだいていなかったのだろう。

　そして前王はユアンに命じた。言葉や表情からすると、命じたというよりは頼みに近い。

　───そなたが父に打った剣を、父は《王の証》と呼んで大切にしていた。それと同じとは言わぬ。だが負けぬ剣を打ってもらえぬだろうか。

　───しかし、王妃陛下は王太子殿でん下かを……アレクシオン殿下を庶しよ子しとして育てるおつもりなのでは。

　───カテリナの思いは承知しておる。その思いを汲くんでやりたいと思う。だが。

　前王はそこで苦く笑しように似た柔やわらかな笑えみを浮かべたという。

　───カテリナの我が儘ままを聞くのだ。余の我が儘も、誰だれかが聞いてくれてもよかろう？

「儂は引き受けた。余命を知った息子カルロも、それを強く望んだからじゃ。───だが息子の死によって儂は絶望にくれて何も出来なくなり、やっと剣を打ち終えたときにはもう何年もたっていた」

　剣を携たずさえて前王を訪おとずれると、前王もまた、親友を失った悲しみをいまだ引きずっていた。

　───カルロにもそなたにも、どのように詫わびて良いか分からぬ。だがそれでも余は、そなたに我が息子を頼みたいのだ。

　騎き士しに過ぎないユアンに前王は、そう言って頭さえ下げたのだ。

　───アレクシオンに強さを。生き抜く技わざを授さずけてやって欲しい。

「……」

　アレクシオンはユアンを見た。

　───強くなる気はあるか？

　まだ幼かったアレクシオンの前に現れたユアンはそう聞いてきた。

　───生き抜くのに必要なら。

　そう答えたアレクシオンを満足げに見たのは、前王とかわした会話をまるでなぞるようなやりとりになったからだろう。

　もしもあのときアレクシオンが別の言葉を返していたら、ユアンはそのまま去っていったかもしれない。

「さらに陛下はおっしゃった。この剣に刻んだ銘めいのことは誰にも告げぬと。アレクシオン殿下に剣を渡わたすかどうかも儂にゆだねるが、そのときも銘のことは告げるなとおっしゃった」

　───いつかそなたがアレクシオンに《王の証》を渡すときが来て、アレクシオンが余の残した言葉を目にすることがあれば、それこそが。

「それこそが運命───アレクシオン殿下が、王となる証あかしであろうと」

「───」

　アレクシオンは手にした《王の証》を強く握りしめた。

　思い出すのは父の、自分と同じ色の瞳ひとみだ。

　好き勝手に生きているとしか見えないアレクシオンをたしなめるときもあったが、それでも自由にさせてくれていた。自分を見つめる眼まな差ざしは柔らかかったが、その奥には自分に王であれと告げる光が潜ひそんでいたのだ。

　胸に、炎ほのおのような熱い塊かたまりがこみあげる。

「……父上……！」

　悔くやんでも悔やみきれない。

　何故なぜもっと。

　もっとその眼差しを覗のぞきこみ、その声を聞こうとしなかったのか。

　そうしていたら、それこそ父の運命も変わっていただろうか。

「───く……っ」

　そのとき、ラルフシオンが低い声を漏もらした。

「……誰にも告げぬ、だと……？」

「ラルフ？」

　眉まゆをひそめたアレクシオンなど目に映らぬ様子で、ラルフシオンは吐はき捨てた。

「誰にも告げぬだと!?　父上も、よく言ったものだ！」

　病びよう床しようで前王は、ラルフシオンに何と言った。

　───実は王太子を誰にするかなど、最初から決めてあったのだ。

　───余が定めた王太子の名を、《王の証》に刻ませたのだよ。

　前王はさらに続けた。

　───《王の証》がなくとも、つまり余の言葉がなくとも、真に王に相応ふさわしい者であれば、運命に背を押され、自おのずとその者が王位に就つくのではないかとな。

　そしてラルフシオンにこう言った。

　───いま余が言ったことは他言せぬと誓ちかってくれぬか。……そなたには余分な荷を背負わせることになって済まぬと思うが。

（───やられた……っ）

　いまなら分かる。

　あれは、誘ゆう導どうだ。

　あの流れでああ言えば、ラルフシオンは《王の証》に刻まれたのが自分の名前だと思い込む。

　おそらく前王は、どこかでラルフシオンが自らの命を狙ねらっていることに気づいたのだ。

　ラルフシオンの性質を見み抜ぬいた前王は、アレクシオンの出自をラルフシオンが知ったとき、どういう行動に出るかということまで見えたのだろう。

　だからラルフシオンがアレクシオンが王おう妃ひの子であることを前王が承知しているかどうか試ためしたときも、完かん璧ぺきにしらを切った。

　そうして前王は死を覚悟した床とこの上で、ラルフシオンが《王の証》を皆の前で披ひ露ろうするように、たくみに導いたのだ。

　自分の命を奪うばおうとしている息子むすこに対して、その恐きよう怖ふと絶望を完璧に隠かくして。

　それはまさに、前王が命を張った賭かけだった。

（父上に……してやられた……！）

　ラルフシオンの目には、前王は凡ぼん庸ように映っていた。

　偉い丈じよう夫ふというわけではない。性格は穏おだやかで、政まつりごとも大臣たちと相談しながら進める。容姿も整っており、柔らかく微笑ほほえんでいる姿は記き憶おくに多く残っている。

　だがそれらはラルフシオンにしてみれば、王としての美点に何らつながらなかった。

　王になれば、自分は父を軽々と超こえられる。そういう思いを抱きながら、微び笑しようをたたえた目で父を見続けてきた。

　───私のほうが優すぐれている。

　父王の存在意義は、自分を後こう継けい者しやに指名するだけにあると思った。

　その父に、自分よりも劣おとっていた筈はずの父に。

「賭けに勝ったのは父上か。騙だまされていたのは、私のほうだったのか……！」

　ラルフシオンは周囲を見回した。

　広間を囲む壁かべにずらりと並ぶ衛兵たち。

　椅い子すの上で固まって動かない大臣たち。

　ラルフシオンが物心ついてからほんの数刻前まで、彼らがラルフシオンに向ける目には常に、崇すう敬けいと愛情、そして至高の者へ向けられる畏い怖ふが美しい色合いで滲にじんでいた。

　しかしいま彼らがラルフシオンを見る目に浮うかぶのは、驚きよう愕がくと失望。そして。

（───侮ぶ蔑べつ）

　そう感じたとき、ラルフシオンの中で、何かが切れた。

「───ふ……ははは……っ！」

「!?」

　突とつ然ぜん大声で笑い出したラルフシオンに、人々は目を見張った。

　広間の人々を再度見回したラルフシオンの目には、常じよう軌きを逸いつした光がある。

　そこに危険を感じたアレクシオンは、剣けんを握にぎる手に力を入れた。それに呼応するように、彼の《四誓》たちが主あるじを守るため、その側そばに身を移す。

　クラウシオンの傍かたわらのイザークも半身で主を庇かばうように、さりげなく位置を移した。

「ラルフシオン殿下」

　ラルフシオンの側近であるイシュトもまた、背後から主に囁ささやいた。

「───御おん身みが危険です。ここは一度……」

　張り詰つめたその囁きは、ラルフシオンの耳には届かなかったのか。

「滑こつ稽けいだな。お前たちも───私も」

　特定の誰だれにというのでもなく呟つぶやく。

「私を愚おろかだと思うか。王になるために手段を選ばなかった私を。……これまでの人生のすべてをそのために費ついやしたにも拘かかわらず、それが無になろうとするこの瞬しゆん間かんが面おも白しろいか」

　無論、答える声はない。

　正面に立つアレクシオンを見たラルフシオンの目が、ふと、少し離はなれて立つクラウシオンへと向かい、止まった。

「……その目は何だ」

「───」

　クラウシオンの表情が戸と惑まどうように揺ゆれたのは、自分がどういう目でラルフシオンを見ているか分からなかったからだろう。

　つられてクラウシオンを見上げたシェリルにも、その戸惑いは伝わった。

　クラウシオンがラルフシオンを毛け嫌ぎらいしていたのは、まだ知り合って日が浅いシェリルですらよく知っている。ことあるごとにラルフシオンの腹黒さを強調し、そういうときに見せる彼の表情は嫌けん悪お感かんにまみれていたが、いま彼の面おもてに浮かぶのはそれとはまったく異なるものだ。

　───駄だ目めですよ。お兄様のことをそんな風に。

　ラルフシオンを罵ののしるクラウシオンを諫いさめたこともあるシェリルだが、クラウシオンがいま何を思いながら異母兄を見つめているのかは分からない。ただ、いつもラルフシオンを見るとき瞳に浮かんでいた苛か烈れつな光は、いまそこにはない。

　それがラルフシオンには許せなかったようだ。

「憐あわれみか？　それとも嘲あざけりか？」

「ラル……」

「お前にその資格があるのか？」

　ラルフシオンは唇くちびるを歪ゆがめて言った。

「父上に選ばれなかったのはお前も同じだ。私もお前も、はじめから父上の目には映っていなかった。それも知らずに王位を巡めぐって争っていた、ただの道どう化けだよ」

「───」

　シェリルを支えるために腕うでを摑つかんでいる指に、ぐっと力が込められたのをシェリルは感じた。

　見上げると、クラウシオンの頰ほおがわずかに青ざめているのが分かった。

　唇を嚙かむクラウシオンを見て、ラルフシオンの笑えみが深まる。

「その女もだ」

「！」

　矛ほこ先さきが自分に向き、思わずシェリルは息を止めた。

　ラルフシオンはシェリルを睨ねめつけてから、再びクラウシオンを見た。

「馬ば鹿かなクラウ。そうやって後生大事に守っていても、その女はアレクしか見ていない。お前は報むくわれない」

「───」

　クラウシオンがさらに強く唇を嚙みしめるのを見て、ラルフシオンはふと、何かを思いついたように目をきらめかせた。

「お前だって憎にくいだろう？」

「な」

　目を見開いたクラウシオンに、ラルフシオンが優やさしげな声で囁く。

「私たちを弄もてあそんだ父上が、あっさりと王位を奪っていくアレクが、───お前のものには決してならないその女が」

　クラウシオンの心を代弁するように見せかけた言葉は、まさにラルフシオンの本音そのものだ。その憎ぞう悪おの対象に自分も加わっていることに、シェリルは小さく身を震ふるわせた。それは腕を摑んでいるクラウシオンの指先にも伝わった。

「だからね、クラウ」

　ラルフシオンの目が笑いながら光る。

「───殺してしまえ」

「!?」

　表情の変化は、言われたクラウシオンよりもアレクシオンのほうが顕けん著ちよだった。

　見開いた瞳ひとみに明確な怒ど気きが宿り、それが全身から透とう明めいな焰ほむらとなって立ち上る。

　それを最も強く感じるのはラルフシオンの筈だ。だが、傍らのイシュトには全身に緊きん張ちようが走ったにもかかわらず、ラルフシオンはゆったりと笑んで言葉を続けた。

「私たちはこれまで対等に争ってきた。だから、決着は、私たち二人の間でつけるべきだと思わないか？」

「……何を言っている」

　呟くクラウシオンの声が擦かすれている。

　いけません殿でん下か、とクラウシオンを制するイザークの存在を無視してラルフシオンは続ける。

「簡単だよ、クラウ。ここにいる衛兵たちに、お前は命じれば良いんだ。アレクを殺せと」

「!?」

　シェリルは悲鳴を上げそうになった。

（な……なんてことを───！）

　ラルフシオンの言っていることは、まともではなかった。

　つい先刻、アレクシオンが正当な王太子であると分かり喝かつ采さいをあげた衛兵たちの興奮を、ラルフシオンも見ていた筈だ。そして衛兵たちが握る武器の切っ先は、誰あろうラルフシオン自身に向けられている。その中で出す命令ではない。

　衛兵たちも、驚おどろいたのだろう。

　啞あ然ぜんとした顔でラルフシオンを見つめ、だが、その困こん惑わくの目は次いでクラウシオンへと向けられた。そこに問いかける色を見いだし、シェリルはひやりと心臓が竦すくんだ。

　軍に属し、将軍を《四誓》に迎むかえているクラウシオンを慕したう兵士は多い。

　ここにいる衛兵の半分はアレクシオンに従う『鷲』だが、残りは純じゆん粋すいな兵士で、忠誠を捧ささげるべき王が不在のいま、彼らの多くはクラウシオンに従おうとするに違ちがいなかった。

　それを承知のうえでラルフシオンはクラウシオンを唆そそのかしている。

　自分の闇やみに、クラウシオンを引きずり込もうとしているのだ。

「駄目───」

　彼が頭上に頂く黄金の髪かみのように、クラウシオンには太陽の光が似合う。

　威い厳げんある王子というよりはやんちゃ坊ぼう主ずの印象が強いけれども、彼もまた間ま違ちがいなくこのイゼリアの誇ほこるべき王子で、それは誰もが認めるところだ。

　シェリルはクラウシオンのすべてを知っている訳ではない。

　だが、おそらく彼なりの方法でまっすぐ歩いてきた筈はずのクラウシオンに、道を外して欲しくはなかった。その感情は、アレクシオンやシェリルを守るためではなく、クラウシオンを好ましく思うひとりの民たみとして、自然にわき上がってきたものだった。

　騙だまされては駄目だと言おうとしたとき、シェリルの腕を握るクラウシオンの手に、ぐっと力が込められた。その逆の手で握にぎるクラウシオンの剣けんが、シェリルに近づく。

「！」

　シェリルの目が見開き、ラルフシオンの目が細められる。

　だがクラウシオンの剣は、ラルフシオンの望む動きは取らなかった。

　その剣の切っ先は、シェリルを守るように、まっすぐラルフシオンへと向けられた。

「……昔から俺はお前が大だい嫌きらいなんだよ、ラルフ」

　その声には、何とも言えない苦さが滲にじんでいた。

　眉まゆを寄せて、クラウシオンが言う。

「良い兄を演じながら、お前は常に俺やアレクを見下していた。絶対に自分のほうが優すぐれていて、いずれ俺たちも自分の思うとおりに出来ると思っていたんだろう」

　だが、とクラウシオンは言う。

「父上のことまでそう思っていたなんて」

　一いつ瞬しゆん、いまにも泣き出しそうな目をしたクラウシオンだが、次の瞬間には鋭えい利りな刃は物もののような、それこそいま自分がラルフシオンに向けている剣の切っ先そのものの目つきになった。

「父上まで裏切っていたなんて───っ」

　震える語ご尾びに、怒り以上の悲しみをみて、シェリルは胸を詰つまらせた。

　しかしラルフシオンはそれを軽く鼻先で笑い飛ばす。

「だから言っているだろう。裏切っていたのは父上のほうだ」

　アレクシオンのほうを見ながらラルフシオンは言った。

「私たちには憎む権利がある。そう思わないか？」

「───」

　ラルフ、とクラウシオンが呟つぶやくのをシェリルは聞いた。

　そこに滲む絶望の響ひびきは、憎むべき相手に向けられるものではなかった。

「やはり愚おろかだな、クラウ」

　ラルフシオンが笑う。

「どう転んでも、お前が王おう冠かんを手にすることはなかったんだよ」

「───違う」

（え）

　シェリルは振ふり向いた。

　声を出したのはアレクシオンだった。

　殺気にも似た怒りはまだ彼から去っていない。

　剣を構える姿に、髪の先ほどの隙すきも見せないまま、アレクシオンは自分の方へ向き直ったラルフシオンに向かって言った。

「お前が言っていることは、すべて誤りだ」

　言い切るアレクシオンを、ラルフシオンは黙だまって見返す。

「父上に騙されていたと言ったな。……そんなことはない」

　アレクシオンは言う。

「言っただろう。俺はお前とクラウ、どちらが王になっても良いと思っていたと。何故なぜそう思ったか。───父上が、そう思っていたからだ」

「───」

　宮きゆう廷ていがほぼ第一王子派と第二王子派に分かれる中、確かに前王はどちらの肩かたも持たなかった。それを迷っているとみる者もいれば、心の中では定まっているとみる者もおり、中には決断を放ほう棄きしているのだとみる者もいた。

　心の底でアレクシオンを選んでいたから、というのがいまとなっては真実であろう。しかし、カテリナが変心しない以上、その夢が実現することはない。それを充じゆう分ぶん承知していた前王は、実際には兄王子のいずれかが王位に就つくことになるだろうと考えていた筈だ。

　それなのに、前王は二人のいずれも選せん択たくしなかった。その理由を、アレクシオンが言葉にして父に尋たずねたことは一度もない。

　だが、自分が王位にまったく執しゆう着ちやくがなかったぶん、その点に関してはアレクシオンは冷静かつ客観的に父を見つめることが出来た。

「ラルフとクラウ、二人ともを父上は認めていた」

　長所、短所、人脈、そして何より性格と、すべてが対極にある二人だ。

　その両方を前王は認め、愛いとおしんでいた。

　次代の王としての名乗りを上げてこない三番目の王子を見る目と変わらない愛情が、そこにはあった。

　当時アレクシオンは、積極的に政まつりごとに関かかわろうとしている兄二人とは異なり、表おもて舞ぶ台たいに立とうとしない自分へも同様の愛情を注ぐ父を寛かん大だいだと思っていた。真実を知ったいまだと、それは少し違っていたかもしれないとは思う。だが結論としては同じだ。

　父は間違いなく、三人の息子むすこを、等しく愛していた。

「ラルフ。お前だって父上の愛情を感じていた筈だ。だから思ったんだろう。自分こそが父上の定めた後こう継けい者しやの筈だと」

　アレクシオンの声は静かで、諭さとすような内容だ。

　しかしラルフシオンに向ける眼まな差ざしと張りつめた声には、いまだ消えない怒りがある。

　いや、消えないどころか、それはますます大きくなって彼を包んでいく。

「父上が賭かけに勝ったと言ったな。本当にそうか？」

　アレクシオンの目がそこで初めて、痛みをこらえるように歪ゆがんだ。

「父上は、……賭けに負けたんじゃないのか」

　前王はラルフシオンが《王の証あかし》を皆みなの前で公開することで、アレクシオンの王座を確保しようとしていた。それが前王の計算だと、ラルフシオンは思っている。だがアレクシオンはそうは思わなかった。

　確かに、自分こそが選ばれた者だと思い込んだラルフシオンは、それを証明しようとして地の底に沈しずんだと言ってよい。しかし、もしも。

　もしもラルフシオンが、自分の野心のために父を殺あやめることがなければどうだった。

　その場合、そもそも前王が亡なくなるという前提も消えることになるが、父が「誰だれにも告げぬ」と言った遺志を尊重して《王の証》の存在をラルフシオンがその胸にしまっておいたとしたら、どうなっていた。

　おそらく《王の証》は日の目を見ることはなく、自然な形で、ラルフシオンかクラウシオンのどちらかが王位を継ついでいただろう。

　それこそが、父王の願いではなかったか。

　ラルフシオンへの疑念が杞き憂ゆうに終わり、自分に訪おとずれる死は、あくまでも病によるもの。

　そのような結末こそに、父は賭けていたのではないだろうか。

　アレクシオンは唇くちびるを嚙かみしめた。

「愚かなのはお前だ、ラルフ」

　父の無念が、想像に過ぎないかもしれないそれが、アレクシオンの胸にひたりと寄り添そってくる。

　本当に。

　ラルフシオンとクラウシオンのどちらが王になっても良いと思っていたのに。

「お前自身の驕おごりと歪んだ憎ぞう悪おが、お前の指先がかかっていた王冠をはじき飛ばしてしまったんだ、ラルフ」

　そう言って顎あごを上げたアレクシオンの目に、迷いはもうなかった。

　怒りが覇は気きとなり、波動が渦うずとなって駆かけ上がる。

「……綺き麗れい事ごとだと言ったな。本当にそうだ」

　父が最初から自分へ贈おくろうとしていた《王の証》を正面に構える。

「俺は、お前が許せない」

　一歩、前へ足を踏ふみ出す。

「王子としてではなく、父上の息子として、お前の弟として」

　もう一歩、前に出る。

　イシュトがラルフシオンを庇かばいながら後退し、その距きよ離りを戻もどす。

　だがアレクシオンはさらに一歩前に出て言った。

「父上を殺めたお前を───許さない……！」

「───！」

　振りかぶって叩たたきつけるように打ち下ろしたアレクシオンの剣を、イシュトの剣がかろうじて受け止めた。

　鈍にぶい音とともにぶつかりあった剣けんの間で火花が散る。

　それを見た大臣たちが悲鳴を上げて椅い子すから飛び退すさり、いっせいに壁かべ際ぎわへと逃にげ出した。かわりに前に出てきたのが衛兵たちだ。だが彼らはまだ、手にした武器を誰に向けて良いのか迷っており、アレクシオンたちを遠巻きにした形で足を止めている。

　クラウシオンが叫さけんだ。

「アレクを守れ！」

「！」

　シェリルは顔を跳はね上げてクラウシオンを見上げた。

　クラウシオンは軍を率いる者の顔になっており、シェリルを支える手は変わらずとも、意識はシェリルではなく真に守るべき者へと向けられていた。

「キルアス！」

　ぐっと押してくるアレクシオンの剣に、徐じよ々じよに自分の剣が下がっていくのを感じたイシュトが叫ぶ。

「殿でん下かを……ラルフシオン殿下をお守りしろ……ッ」

　やや離はなれた場所でユアンと対たい峙じしたままだったキルアスは、それを聞いて小さく笑った。

「暗殺者に守れという指示を出すか？」

　呆あきれた口調は、だが作ったものだろう。

　キルアスはユアンを見た。

「先行き短い命を、ここで捨てる気はあるか」

　ユアンは顔色一つ変えずに答える。

「騎き士しとなった時点で命は王に捧ささげている」

「───ふふ。なるほど」

　愉ゆ快かいそうにキルアスは目を細めた。

「似たようなことを息子も言っていたな」

「───」

　たぶんユアンの唯ゆい一いつの弱点を、キルアスは的確に突つく。

　ほんのわずかだが生まれた空白を、キルアスはユアンを攻こう撃げきするという無む駄だな時間には充あてなかった。

「!?」

　驚おどろくことにキルアスは後ろに飛び退った。

　その意外な動きにもユアンは反応し、すかさず前へ剣を突き出したが、それで低い体勢になったユアンの上を、キルアスは恐おそるべき跳ちよう躍やく力で飛び越こえた。

　アレクシオンのすぐそばに着地すると同時に、短たん剣けんを突き出す。だがそれを払はらいのけた剣があった。

「……ルーカス」

「───」

　腰こしを低く落とした状態で、キルアスの剣を受けたルーカスは、唇を引き結んで相手を見返した。

「お前の剣が俺を止める日が来るとはな」

「……キル」

「───ルカ、気を抜ぬくな！」

　サリオがアレクシオンのすぐそばで守りながら怒ど鳴なりつけた。

「それはお前を育てた『兄』じゃない！　……お前の一族はすべて死んだ、そうだろう!?」

「……！」

　ルーカスが目を覚ましたような顔になる。それを見たキルアスがサリオに投げた視線は、凄すさまじい憎悪をはらんでいた。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのことだ。

　彼らの会話に気をとられなかったアレクシオンが手首を返し、その反動を利用して、意識が一瞬だけそれたイシュトの剣をはね上げた。

「───くっ!?」

　常人であればそのまま剣を飛ばされていただろうが、イシュトはかろうじて耐たえ、泳ぎかけた剣を握にぎり直した。ほんの数秒のことだったが、アレクシオンには充じゆう分ぶんな時間だった。

　身を翻ひるがえしてイシュトの横に体を滑すべらせると、まだ構えを取り切れていないイシュトの肩かたの上から剣を振ふり下ろす。

「！」

　血しぶきが上がる。

　悲鳴は上がらなかった。

　イシュトはまだ剣を構える姿勢を取りながら、ラルフシオンの方を見た。

「……お逃げくださ……っ!?」

　アレクシオンの剣を受けたとき以上に、イシュトの目が大きく見開かれた。

　信じられないという顔で、自分の腹から突き出た剣の先を見下ろす。

　それから自分の背に重なるようにして、間近にある、唯一と定めた主あるじの顔に振り向いた。

「……殿でん……？」

「───慈じ悲ひだよ、イシュト」

　ラルフシオンは優やさしい声で言う。

「アレクはお前を殺さないだろうからね。生きたまま捕とらえられて、余計なことを喋しやべらないようにしてやったよ」

　もっとも、とラルフシオンは美しい顔で笑う。

「私がこうしなくても、お前は自害を選んだかな？」

「───……」

　イシュトは何かを言いかけた。だがそれを封ふうじるように、ラルフシオンは剣をさらに深く突き刺さして抉えぐる。

　ごほ、とイシュトの口から鮮せん血けつが溢あふれた。

　そしてそのまま、イシュトの身体からだからいっさいの力が落ちた。

　しん、と広間が静まりかえる。

　誰だれもが息を吞のみ、ゆっくりと床ゆかに崩くずれ落ちていく男の身体を凝ぎよう視ししていた。

　静せい寂じやくを破ったのはクラウシオンだ。

「───……ラルフ……貴様……ッ！」

　シェリルは叫ばなかった。

　叫べなかった。

（……そんな……っ）

　イシュトはラルフシオンにとって腹心の部下だった筈はずだ。

　それこそ《四誓》に選ばれていないのが不思議なほど、イシュトは常にラルフシオンに寄り添そい、良くも悪くも、彼の望みを叶かなえるための働きをし続けたに違ちがいない。

　それを。

「……！」

　今度こそ叫びそうになり、シェリルは両手で口を強く押さえた。

　叫ぶ資格はシェリルにはない。

　良い記き憶おくはないから、イシュトに同情するのではない。

　だから口をついて飛び出そうとするこの声は、もはや同じ人としての姿を持っていることが信じられなくなっているラルフシオンに対してだ。怒いかりとも悲しみともつかないその声は、だが叫んだところで何かを生むわけでも阻はばむわけでもない。

　吐はき気に似た、どんな言葉に変わろうとしているのかも分からない叫びを、シェリルは飲み下すしかなかった。

（シオン）

　シェリルはアレクシオンを見た。

　アレクシオンは青ざめてはいたが、表情に感情を乗せてはいなかった。

「……ラルフ」

　イシュトの身体から抜いた剣を握りしめたまま立ち尽つくすラルフシオンに、アレクシオンが向き直る。

「何故なぜ───」

　アレクシオンは口を閉とざした。

　何故、イシュトを殺せる。

　その問いはすべてにつながっていく。

　何故、父を殺せる。

　何故、弟を殺せる。

　何故、民たみを殺せる。

　だがラルフシオンがその問いにどう答えたとしても、アレクシオンがその答えを是ぜとすることはあり得ない。

　同じ父の血を───イゼリア王家の血を身体に抱いだいていても、その色がまったく異なってしまうことはあるのだと。

　かすかな絶望の苦みを舌の上に感じながら、アレクシオンは唇くちびるを嚙かんだ。

「───イザーク」

「───は」

　アレクシオンに呼ばれたイザークが、背を伸のばす。

　イザークがアレクシオンに名を呼ばれたのは、これが初めてだった。

　我が主と定め、生しよう涯がいを尽くすと誓せい約やくをたてたのはクラウシオンだ。その誓ちかいに揺ゆるぎはない。

　しかしアレクシオンに名を呼ばれたとき、一瞬、身体が震ふるえた。

　心地ここちよさを覚える緊きん張ちよう感かんを与あたえるアレクシオンの声に、国と王家を守る軍の頂点に立つ将軍として震えたのだ。

「反逆者を捕らえよ」

　アレクシオンはまだ王ではない。

　イザークの主でもない。

　それでも、アレクシオンが初めて下した命令は、イザークを動かす力を持っていた。

「御ぎよ意い」

　答えてしまってから、我に返る。

　慌あわててクラウシオンを見たが、クラウシオンは無言で頷うなずき返した。そこには、怒りも妬ねたみもなかった。

　イザークは周りを囲んでいる衛兵たちに向かって剣けんを上げた。

「……反逆者、ラルフシオンとキルアスを捕らえよ！」

「───はっ！」

　衛兵たちがいっせいに足を踏ふみ出す音が鳴り響ひびいたのと、キルアスがルーカスの剣を払はらって床を蹴けったのは同時だった。

「！」

　小こ柄がらな身体が空中で一回転するのを、そこだけ時間が倍で流れているような錯さつ覚かくを覚えながら見る。見とれたのかもしれない。

　キルアスはラルフシオンの傍かたわらに着地すると、「お前のそういうところを気に入ってる」と囁ささやくと同時に鳩尾みぞおちに拳こぶしを叩たたき込んだ。

「!?」

　一いつ瞬しゆん、キルアスがラルフシオンを刺したのかとアレクシオンが誤解したのも無理はない。

　しかしキルアスは意識を失ったラルフシオンが倒たおれる前にその身体を抱かかえ上げると、手にしていた短たん剣けんをアレクシオンに向かって放った。

「！」

　間近で、しかも鋭するどく放たれたにもかかわらず、アレクシオンは自分の剣でそれを払いのけた。だがその隙すきを使い、キルアスはラルフシオンを抱えたまま反転し、広間の外に向かって駆かけ出した。

　最後に一瞬だけキルアスはルーカスに視線を向けると、何かを呟つぶやくように口を動かした。そこに笑えみを残しながら、扉とびらの向こうへ消える。

「！　逃にがすなッ」

　サリオとイザークが同時に叫さけぶ。

　もとからの衛兵なのか『鷲』なのか区別のつかない者たちが返事とともに駆け出すが、ほぼ同時に悲鳴が聞こえたのは、即そく座ざにキルアスの返り討うちにあった者がいたのだろう。

「───畜ちく生しよう……っ」

　駆け出そうとしたルーカスを止めようとしたサリオよりも早く、アレクシオンが「ルーカス」と呼んだ。

　足を止めて振ふり返ったルーカスに、アレクシオンが言う。

「いい」

「でも、奴やつは……っ」

「いいんだ」

「───」

　ルーカスの剣を持つ手が、ゆっくりと下がる。

「イザーク」

　アレクシオンはそのままイザークを呼んだ。

「深追いはするなと命じろ。───ここは、兵たちが命をかける場所ではない」

「───は……！」

　イザークは内心唸うなりながら、近くにいた衛兵に目で示した。頷いた兵が外へ向かって駆け出していく。

「……アレクシオン」

　広間の隅すみで衛兵たちに守られていたカテリナが、蒼そう白はくになりながらもしっかりとした足取りで近づいてきた。

「怪け我がは……怪我はないですか？」

　王おう妃ひとしてではなく母として子を案じるその姿に、あらためて人々は親子の絆きずなを見たのだろう。二人が真の親子であると知らされてもなお、二十数年、完かん璧ぺきに隠かくされていたその関係に実感を持てなかった者たちが、素す直なおな感動を表して立ち尽くしている。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　剣を鞘さやにおさめながら短く答え、アレクシオンはかすかに目線を伏ふせた。

「……申し訳ございません。流さなくても良い血が流れました」

　アレクシオンの目は、衛兵たちが運び出していく二つの骸むくろに向かっていた。キルアスに斬きられた大臣と、ラルフシオンに刺さされたイシュトだ。

「いいえ。……いいえ」

　カテリナが首を横に振りながら、剣を握にぎるアレクシオンの手に両手を添そえた。

「これは私の罪です。───私と陛下の」

　それに対してはアレクシオンが首を横に振ったが、口に出しては何も言わなかった。

　そんな二人の姿を、シェリルはクラウシオンのそばで見ていた。

「……似ているかもな」

「え……？」

　クラウシオンの呟きを拾ってシェリルが顔を上げると、クラウシオンはしまったというように顔をしかめた。

　シェリルの視線から顔を背そむけながら、息を吐はく。

「王妃陛下とアレク。───言われてみれば、似てる」

　たぶんそれは顔形だけを示したのではなかったのだろう。

　アレクシオンとカテリナの、何を優先させて何を犠ぎ牲せいにするかというような、彼らの芯しんとなるものが似通っているからこそ、様々な経けい緯いを辿たどりながらも今目にしている光景へとつながったのだ。

「……そうですね。でも」

　頷きながらシェリルはそっとクラウシオンを見た。

「クラウシオン様も似てると思います。───ちょっとだけ」

　そう言うと、クラウシオンは顔を歪ゆがめた。

　怒おこっているようで泣き出しそうなその顔に見覚えがあったけれども、シェリルは敢あえて思い出そうとはしなかった。たぶんクラウシオンはそれを望まないからだ。

「……あいかわらず生意気な奴だ」

「……すみません」

　小さく笑ったとき、影かげが差した。

　顔を上げるとすぐそばにアレクシオンが来ていた。

　シオン、と呼ぼうとして、声が止まる。

　シェリルを見下ろすアレクシオンの顔を見たとき、込み上げてくるものと、抜ぬけていくものが同時にシェリルを襲おそったのだ。

　無事で良かったという思いと、これで終わったのだという思いと。

　そして。

「……シェリル」

　擦かすれた声で名を呼んでくれるその人の、あまりにも大きな痛みと責任を負ってしまった心の傷に、胸が苦しく締しめ付けられる。

　クラウシオンがシェリルの腕うでを放し、そっと背を押したのには気づかなかった。

　シェリルはアレクシオンを見つめたまま、歩み寄った。

　代わりに泣けば良いのか、それとも癒いやしを願って微笑ほほえめば良いのかも分からない。

　ただ、いまこの場で、互たがいに命ある者としてともにいられる幸福だけは、はっきりと見える。

「……シオン」

　囁くように名前を呼んだとき、アレクシオンの青ざめた頰ほおに、おそらくイシュトのものであろう返り血が一ひと滴しずくだけついているのを見つけた。

　萎い縮しゆくするように心臓が痛む。

　けれど、これ以上の痛みがアレクシオンにはある筈はずだ。

　その痛みを拭ぬぐいたくて、頰についている血へと指をのばす。

　触ふれそうになった寸前だった。

「……アレク」

　ルーカスが神しん妙みような顔つきで近寄ってくる。

（あ）

　───お前の剣けんが俺を止める日が来るとはな。

　───それはお前を育てた『兄』じゃない！　……お前の一族はすべて死んだ、そうだろう!?

　闘たたかいのさなか耳に飛び込んできた言葉をシェリルは思い出した。

　そのときは、その意味まで追う余よ裕ゆうはなかったが、こうして思い返すと自おのずと分かる事実がある。

（ルーカスは……）

　だが、シェリルはそこで考えるのをやめた。

　自分自身で言ったことを覚えている。

　───私は知ってるもの。サリオもルーカスも、すごく強くて優やさしくて、シオンのことが大好きだってこと。それで充じゆう分ぶんじゃない？

　その気持ちに変わりはない。

　実際、ルーカスはキルアスを前に思うことが色々あったようだが、アレクシオンの《四誓》としての姿勢に一度もぶれはなかった。そこに敬意を覚えることはあっても、嫌けん悪おは欠片かけらもわかない。

　その思いは、ルーカスを《四誓》に選んだアレクシオンのほうが大きいだろう。

「アレク。……あいつが王子についている以上はこれからも───」

「ルカ。それはお前と関係ない」

　サリオがルーカスの肩かたを摑つかむが、ルーカスはわずかに俯うつむく。キルアスを止められなかったという思いもそこにはあったかもしれない。

「けど俺はアレクの《四誓》でいいのか？　奴とのやりとりで俺の出自に思い至る奴だっているだろ。アレクが王妃陛下の子だって皆みなに知れた以上」

　ルーカスがらしくもなく早口で言いつのろうとしたとき、アレクシオンが口を開いた。

「ルカ」

「うん。───えっ？」

　ルーカスをルカと呼ぶのはサリオだけだ。

　驚おどろいて顔を跳はね上げたルーカスに、アレクシオンは少しだけ首を傾かしげた。

「おかしいか。やっぱり」

「え。いや、おかしいって言うか───なんで？」

「俺もそう呼ぼうかと思って」

「───」

　ぽかんとルーカスが口を開けた様は、ふだん無む駄だな色気を優ゆう艶えんと醸かもし出している姿とかけ離はなれていて、幼い少年のようだった。

「ずるいな、アレク。俺の特権を奪うばうか」

　わざと拗すねたような口調でサリオが言うと、ヴァルトが慌あわてて手を挙げた。

「そうですよ、ずるいですよ！　なんだかそれじゃ、アレクシオン様との親密度が増したようじゃないですかっ」

「いや、まさにそうだと思うけど、なんだ少年妬やいてるのか？」

「妬いてるんじゃなくて、文句ですっ」

　ずるいずるいと顔を赤らめて地じ団だん駄だを踏ふんでいるヴァルトを見ていると、その場の空気が和やわらいでゆるんでいく。

　皆の中にあった張りつめた糸が、風にたわむように揺ゆれ、そっと切れてから空に舞まい上がっていくような、そんな感覚を覚えながらシェリルはアレクシオンを見上げた。その視線に気づいたアレクシオンもシェリルを見る。

（あ。……いつものシオンが帰ってきてる）

　嬉うれしくて胸があたたまる。

「じゃあ少年もアレクに呼び名を変えてもらえば良いじゃないか」

「えっ」

　サリオの提案にヴァルトは違ちがう意味で顔を赤らめた。

「えっ、えっ、良いんですか！」

「いや、俺に聞くな。アレクに聞け」

「えっ。───あの、アレクシオン様」

　期待に満ちた眼まな差ざしを受けたアレクシオンが、少し考えるような顔になる。

「あ」

「！」

　何かを思いついたらしいアレクシオンに、ヴァルトが目をきらきらと輝かがやかせた。

「じゃあ───少年？」

「ちっ、違いますーっ」

　本気で泣き出しそうになって叫さけんだヴァルトに、ルーカスが「親密度が増して良いじゃないか」と言っているが、その顔はもういつものルーカスだ。

　シェリルの唇くちびるに、自然な笑えみがほころぶ。

「やっぱり、ヴァルトも凄すごいひとね」

「え」

　突とつ然ぜんシェリルから向けられた褒ほめ言葉に、ヴァルトは、おろおろとしながらアレクシオンとサリオ、そしてルーカスを見た。彼らの表情にも笑みがある。

（うん。本当に……シオンも、《四誓》のみんなも凄い）

　心の底からそう思う。

「ええと。───ともかく、これで良かったんですよね」

　赤面しながらヴァルトが言った。

　アレクシオンとカテリナのえん罪は晴れ、アレクシオンの正しい出自も皆に知れるところになった。

　ラルフシオンは逃のがしてしまったが、歪ゆがんだ野望を抱いだく者にイゼリア王を継けい承しようさせなくても済んだ。

「全部まるく収まった───……」

　言いかけてヴァルトが途と中ちゆうでやめる。

　その視線がアレクシオンと、その隣となりに立つシェリルの後ろへ向けられているのに気づき、二人は同時に振ふり返った。

「───」

　シェリルの目に映ったのは、大臣たちを背後に従えたイザークを先頭に、アレクシオンを基点にして扇おうぎを描えがくように跪ひざまずく人々の姿だった。




　　　　八




　何の真似まねだとアレクシオンが問う前に、イザークが胸に拳こぶしを当てて顔を上げた。

「───アレクシオン殿でん下か。……いえ。アレクシオン王太子殿下」

「……！」

　シェリルは顔を跳ね上げて隣に立つアレクシオンを見た。

　だが、驚くことはなかったのだ。

　先刻、ラルフシオンが彼の意図とは逆に《王の証あかし》に刻まれた前王の遺志を皆の前で示したことにより、アレクシオンが王おう妃ひが生んだ嫡ちやく子しであり、前王が王太子にと望んでいたことが明らかになった。そのとき大臣たちや衛兵たちが表したのは、困こん惑わくではなく歓かん喜きであった。

　すべての者がアレクシオンを支持していたわけではなかったが、それだけ嫡子であるということと、前王の遺志が重んじられるということだ。

　いまアレクシオンの前に跪く者たちは、アレクシオンを王と認めている。だから彼らは床ゆかに膝ひざをつき、敬意を持って頭をたれるのだ。そこにはユアンやミスカの姿もあり、主あるじをクラウシオンとして定めたイザークも例外ではなかった。

　その主であるクラウシオンは、少し離れたところで涙なみだぐむカテリナの横に立っている。少し口を尖とがらせて横を向いてはいるものの、イザークを咎とがめる様子はなく、渋しぶ々しぶであっても現実を受け止めているようだ。

（……そうよね）

　シェリルは息苦しさを解放するように、こっそりと息を吐はいた。

　すべて明らかになった以上、アレクシオンこそがイゼリアの王おう冠かんを戴いただく者だ。

　シェリルもイゼリアの民たみのひとりとして、それを望む。

　だが。

　───イゼリアを出たら、俺は王子ではなくなる。そうしたら、シェリルは俺の《四誓》でもなくなる。

　アレクシオンが自分の出生の秘密を知り、国に乱を起こさないために王子であることをやめると決意したときの言葉を思い出す。

　───何があっても、お前をつれていく。……どこまでも。

　だがいまアレクシオンは、王子の立場を捨てることも国を出ることも許されない、本来の場所に立った。

　アレクシオンが王子であること。それはすなわち、シェリルが《四誓》であることを示す。

　誓せい約やくをたてた《四誓》が、主と結ばれることは許されない。

　一度は解放された枷かせが、再びシェリルの足を大地に縛しばり付ける。

　けれどシェリルは知ってしまった。

　記き憶おくをなくしたからこそ、分かってしまった。

　アレクシオンへの想おもいは何があっても消えないもので、抑おさえてもなお溢あふれ出るものだ。

　そしてさらに知ってしまった。

　───……俺が分かるか？

　───……会いたかったの……。

　───自分の名前は分からなくても、自分には『シオン』という大切なひとがいることだけは分かったの……。

　───だから、会いたくて───。

　───俺もだ。

　───どれだけ悔くやんだか分からない。お前を失うくらいなら……。

　片側からの一方的な想いではなかったと知ったあの瞬しゆん間かんを思うだけで、身体からだが震ふるえる。

　あのとき重なりあった唇と吐と息いきの熱が、切なく蘇よみがえる。

　それを痛みで上書きするために、シェリルは唇を嚙かんで俯うつむいた。

（……うん。これで良かったの）

　自分に言い聞かせるように心の中で呟つぶやく。

　けれど、その呟きが転がったところが、軋きしみをあげて泣く。

（私は《四誓》として……これからもシオンのそばにいられる。それがどれだけ幸運なことなのか分かってる筈はずなのに───）

　無意識に触ふれたのは、左の手首。

　こっそりと袖そでの下に巻かれた青のリボンにだけ、消せない想いの存在を詫わびた。

　頭をたれるイザークからは、シェリルの俯いた表情は見えない。ちらりとそれに目をやったアレクシオンのこともだ。

「これまでの数々の無礼をお許しください。そして、我がイゼリアを───」

「待て」

　アレクシオンが手を挙げて、イザークの口上を断たち切った。

「誤解をしているようだ。俺は───王になるつもりはない」

「───えっ!?」

　何人かが驚きよう愕がくの声とともに顔を跳はね上げた。

　思わずアレクシオンの顔を見てから、慌あわてて顔を伏ふせる。

　顔を伏せなかったのはクラウシオンだ。

「ば……馬ば鹿か、お前、何を言い出す!?」

　つかつかとアレクシオンに歩み寄ると、勢いに任せて肩かたを摑つかんだ。

　顔を近づけて、吠ほえるように言う。

「認めたくはないが、お前は父上と王妃陛下の子だ。本当なら生まれた瞬間から、王太子になる筈だった」

「でもならなかった」

　アレクシオンが言うと、クラウシオンは「はあ!?」と叫さけんだ。

「そういうものじゃないだろう!?　それに父上の遺ゆい言ごんが───その《王の証》に刻まれているだろうが！」

　クラウシオンはアレクシオンの肩を摑んでいた手を離はなすと、その手で自分の輝かがやく髪かみをぐしゃぐしゃとかき回した。

「って、なんで俺がお前を説得しなきゃいけないんだ！　実力でいけば俺のほうが王に相応ふさわしいのに！」

「ああ、だから説得しなくてもいい」

　さらりと言うアレクシオンに、クラウシオンが言いつのろうとしたが、アレクシオンがそれを止めた。

　そして興奮しているクラウシオンとは逆に、落ち着き払はらった眼まな差ざしで兄を見る。

「覚えているだろう。俺は一度、この国を出ようとした。……捨てようとしたんだ」

「それは」

　ちら、とシェリルを見たが、呆ぼう然ぜんとしているシェリルに気づくと、クラウシオンは急いで首を横に振ふった。

「それは自分が王妃陛下の子だと分かれば、王位を巡めぐった争いが起きると思ったからだろう。国を捨てたんじゃなくて、救おうとしたんじゃないか」

　これにはイザークが驚おどろいた顔を向けた。

　クラウシオンがそれを口にするとは思っていなかったのだろう。

　そして、アレクシオンが国を出たのは前王暗殺の罪を被かぶせられそうになったためだと思っていた大臣や衛兵たちは、クラウシオンの言葉に驚き、あらためてアレクシオンこそが王に相応しいのだと納なつ得とくする。

　だが当のアレクシオンは首を縦に振らない。

「……また国を出る気か」

　クラウシオンが尋たずねると、それにも首を横に振る。

「じゃあ、どうして───」

「……俺は我が儘ままなんだ」

　アレクシオンの言葉に、後ろでサリオがルーカスに顔を寄せる。

「……いまの、アレク渾こん身しんの嫌いやみかな」

「どう考えても、あっちの王子のほうが我が儘だよな」

「アレクシオン様は無む欲よくの方ですよっ」

　それはどうだろう、と揃そろってサリオとルーカスが首を傾かしげたとき、怒ど鳴なろうとしたクラウシオンよりも早くアレクシオンが振り向いた。

　じろりと睨にらまれて、「スミマセン」と三人が小さくなる。

　それを認めてから顔を戻もどしたアレクシオンは、クラウシオンというよりは、目の前で跪ひざまずくすべての者へ向かって言う。

「王位を継つがなくても、国は守れる。王子でなくてもだ。それは、そなたたちが政治や軍事で国を守ることもそうだし、医師や調薬師たちが医い療りようで民を救うこともそうだろう。民たちが作物を育て、商人たちがそれを売り買いして人の手へ渡わたす。───どんな立場であっても自らの出来ることをすれば、それが国を守ることになると俺は思う」

　それは誇ほこらしいことだと、アレクシオンは言った。

「だが王位を継ぐことで守れないこともある。───《四誓》の定めに従うことだ」

　そう言ったアレクシオンの手がのびて、シェリルの手を摑んだ。

　声を失って唇くちびるを震わせているシェリルを見る眼差しが、柔やわらかく、あたたかい。

（駄だ目め）

　そう言わなくてはならないのに、声が出ない。

　喉のどを震わせて声を押し出そうとしても、強く握にぎる手が、それを引き留める。

（駄目なのに……）

　罪悪感を上回る喜びがあるのを、認めざるを得ない。

　アレクシオンはもう一度人々を見回し、それからクラウシオンに向き直った。

　啞あ然ぜんとしたクラウシオンに、微笑ほほえむ。

「クラウなら、良い王になると思う」

　手にした《王の証あかし》を差し出した。

「……父上も、きっと同じ思いだ」

「───」

　ざわ、と広間に動どう揺ようが広がった。

　決してクラウシオンに対して否定的な感情を持っているのではなくとも、つい先ほど、この人こそ我らが王と仰あおいだアレクシオンにそれを否定され、ただ戸と惑まどうしかないのだ。

　クラウシオンは自分の背後にいる彼らの気配を感じながら、眉まゆをひそめた。

　差し出された《王の証》を見つめる。

　そして、しっかりとアレクシオンが握りしめるシェリルの手。その袖そで口ぐちから、わずかに覗のぞく青色を見つけた。それが何であるかは、クラウシオンが一番よく知っている。

（───ちぇ……）

　差し出された《王の証》で胸を抉えぐられたような痛みを感じ、クラウシオンは目を閉じた。

　息を吞のむ沈ちん黙もくが、広間の中で凝こり固まる。

　それに石を投じるように、はあ、とクラウシオンは大きな息を吐はいた。

「確かにこれ以上もない我が儘だな」

　うん、と妙みように素す直なおに頷うなずくアレクシオンを見て、クラウシオンは初めて苦く笑しようを見せた。

　それを誤ご魔ま化かすように、クラウシオンは偉えらそうな空から咳せきをしてから言った。

「───分かった」

　え、分かっちゃったの、とヴァルトが泣き声を上げる口をサリオの手がふさぐ。

「但ただし条件がある」

　クラウシオンが言うと、アレクシオンはかすかに笑った。

「シェリルを欲ほしいということ以外なら」

「！」

　真っ赤になったシェリルを見ながら、クラウシオンはわかりやすい舌打ちをした。

「……じゃあ、それは除いて」

　ならいい、とアレクシオンがあっさり答えると、クラウシオンは手をのばした。

　さすがに《王の証》に触れる直前だけ、躊躇ためらうように手が止まる。

　だがクラウシオンは大きく手を広げると、しっかり《王の証》を摑んだ。

　両手で摑み、息を吐く。

　それを見届けると、アレクシオンは胸に手を置き、膝ひざをついた。王に対する敬礼だ。

　シェリルもそれに倣ならい、サリオたちも、やれやれといった様子でそれに従った。

「───この瞬しゆん間かん、俺がイゼリアの王だ」

　王おう妃ひを除く全員がいっせいに深々と頭を下げる。

　その様子を見回したクラウシオンの視線が、誰だれよりも深く頭を下げているシェリルの鳶とび色いろの髪の上で止まった。

「……」

　ぐっと喉の奥で何かをこらえてから、クラウシオンは《王の証》を頭上に掲かかげた。

「いま俺は、王として宣言する。───これ以後、《四誓》を伴はん侶りよに出来ないという、意味のない定めは撤てつ廃ぱいする」

「───っ!?」

　シェリルとアレクシオンが同時に顔を跳はね上げた。

　シェリルはともかく、啞然として口を開けたアレクシオンの顔を見る機会など、これまでクラウシオンにはなかったに違ちがいない。

　してやったりとでも言うように、にやりと笑う。

「クラ───」

「それと、もう一つ」

　クラウシオンはアレクシオンの前に立つと、握っていた《王の証》を突つきつけた。

「俺はたったいま、アレクに王位を譲ゆずる」

「───!?」

　今度は全員が顔を上げた。

　誰かが何かを言い出す前に、クラウシオンは《王の証》をアレクシオンの肩かたにぐいと押しつけて言う。

「馬ば鹿かにするなよ、アレク」

「クラウ、俺は別に」

「これには父上の望みが刻まれている。お前を王にするという。そんなものを、俺がはいそうですかと喜んで受け取ると思われたなら心外だ」

　言いながら剣けんを握る手を離はなすので、アレクシオンは慌あわてて《王の証》を握りしめた。

　クラウシオンは腕うでを組んで胸を張った。

「言っておくが俺は、お前が本当に王に相応ふさわしいかどうか見定めたわけじゃない。正当な血筋と父上の遺志を守るために、いったん譲るだけだ」

「クラウ」

　だから、とクラウシオンは言う。

「もしお前が駄目だと思ったら、イゼリアのために、力ちから尽ずくでもお前から奪うばってやる」

　奪うものが王位と断言せず、シェリルに目を移す。その意図は伝わったようだ。

　アレクシオンは自分の手の中に戻ってきた《王の証》を見つめた。逆の手で、隣となりで跪くシェリルの手を再び取り、強く握った。

　それはアレクシオンが、心を決めた瞬間だった。

　アレクシオンはシェリルの手をとったまま立ち上がった。

　クラウシオンと向かい合い、まっすぐに目を見た。

「───そんな面めん倒どうな機会は誰にも与あたえない」

　言い切ったあとで、ちらっと笑う。アレクシオンには珍めずらしい、不敵な笑えみだった。

「ふん。……可愛かわいくない」

　クラウシオンが踵きびすを返そうとしたとき、シェリルと目があった。

「クラウシオン殿でん下か……」

　御お礼れいを言うのはおこがましい。それでも何か伝えたかった。

　思えば、記き憶おくを奪われてラルフシオンの宮きゆう殿でんにいたとき、どういうわけかシェリルの前にクラウシオンが姿を現した。そのときの彼は、意地悪を言ったり、少年のように感情をぶつけてくるいつものクラウシオンとは違っていた。

　───お前の信じるべき世界は、この宮殿の外にある。

　真しん摯しな光だけを瞳ひとみに浮うかべてクラウシオンは言った。

　───俺の名前。……クラウシオンだ。

　───……え？　……シオン？

　あのとき、シェリルの記憶の上に張った薄うすい膜まくに亀き裂れつが入ったと言って良い。

　そしてクラウシオンは、いまシェリルが手首に巻いている青いリボンをくれたのだ。

　───これで何を思い出すか、俺には分からん。だがそれは───この宮殿の外にある、偽いつわりのない、お前の世界だ。

　自分の世界だと言い切れるところに帰ってこられたのは、クラウシオンが最初の一歩を導いてくれたからだ。

　その御礼も言っていないと気づき、シェリルが口を開いたとき、ふいとクラウシオンは視線をそらしてしまった。

　礼は必要ないという意味なのか、そもそも彼にとっては取るに足らないことなのか。

　それでもシェリルはクラウシオンの背に向かって、思い切り深く頭を下げた。

　下げた拍ひよう子しに涙なみだがこぼれそうになったのは、何とかこらえる。

　もちろん背中に目がついていない限り、シェリルのそうした姿はクラウシオンには見えない。しかし、そんなつもりはなくとも全神経が背後の存在に向かってしまうため、見ているのと同じくらい、シェリルの姿は想像できた。その手がしっかりアレクシオンと握にぎられていることも含ふくめて。

「イザーク！」

「は」

　クラウシオンに呼ばれてイザークが立ち上がる。

　アレクシオンに深く一礼をしてから、広間から外へ向かって歩き出したクラウシオンの後に続いた。

「アレクが王になっても、軍は俺の管かん轄かつだ。……あのラルフがこのまま消えるとは思えないからな。どこからどんな手を使ってくるか分からない。立て直すぞ」

「御ぎよ意い」

　胸に手を当てたイザークの耳に、小さな小さなため息が届く。

「……無礼を承知で申し上げてよろしいでしょうか」

「……何だ」

　目を細めて少しだけ振ふり返ったクラウシオンに、真ま面じ目めな顔でイザークが言う。

「格好良かったですよ、殿下」

「うるさい」

　早口で言い、クラウシオンが前を向く。

「私は殿下の《四誓》であることを、誇ほこりに思います」

「…………うるさい」

　涙なみだ声ごえになった小さな声を、イザークは拾わなかった振りをした。

　二人の後ろ姿を見送っていたシェリルは、アレクシオンに握られた手が少し引かれたのに気づいて、隣を見上げた。

　アレクシオンが、シェリルを見つめていた。

　蒼あおく美しい瞳に自分が映るのを見て、吸い込んだ息が止まる。

「シェリル」

　はい、と答えようとした声も、喉のどの奥で空回りする。

　そんな自分を見つめる瞳が、笑うように細くなった。それだけで、シェリルの心臓は破は裂れつしそうなほど膨ふくらむのだ。

「シェリル」

　もう一度、名前を呼ばれた。

　何度呼ばれても、アレクシオンの声に乗るだけで自分の名前が珠しゆ玉ぎよくの音楽のように聞こえてしまう理由は、もう嫌いやというほど分かっている。

「俺は我が儘ままなんだ」

　クラウシオンに言った台詞せりふを繰くり返したアレクシオンを不思議そうに見ると、アレクシオンはまた少し笑みを深くした。

　先刻からずっと、アレクシオンは笑っている。

　それがくすぐったいくらい嬉うれしくて、シェリルも自然と頰ほおに笑みがのぼる。

「だから、シェリルにもうひとつ誓せい約やくを求めたい」

「……もうひとつ？」

　我が儘と誓約がどうつながるのか分からずシェリルが首を傾かたむけると、アレクシオンは握っていたシェリルの手を胸むな元もとへと持ってきた。

「どうやら俺は王になるらしい。そうなると妃きさきとなる者はもう一人しかいない」

　どくん、と胸が高鳴る。

　次にアレクシオンが言う台詞を想像するのは自うぬ惚ぼれだろうか。

「シェリル。───俺の妃になってくれるか」

　囁ささやきながらアレクシオンは、握りしめたシェリルの指先に唇くちびるを寄せた。

「！」

　触ふれられた一点から発火しそうになって思わず手を引きそうになるが、アレクシオンが強く握っているためにかなわない。

　体中が熱くなるのを感じながら、シェリルは身体からだを後ろに引く。

「で、でも」

　頭の中では、嬉しさと恥はずかしさと、そして不相応だという思いが激しく渦うずを巻いて、どの色が一番濃こいのかも分からないくらいだった。

「でも私は貴族でもないし、ただの調薬師だし、あと」

「そんな飾かざりはいらない」

　きっぱりと言って、アレクシオンが手を引く。

「欲しいのはシェリルだ」

　大好きな蒼い瞳。

　その瞳にこんなふうに見つめられて、何が言えるだろう。

「この世でただひとり。───俺が求めるのは」

　───四の星、四の光、すべてを導く一の玉。

　二人でかわした誓約が蘇よみがえる。

　───聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに。

　───ここに、誓約を交かわす。

　───命尽つきるまで───……。

　シェリルはアレクシオンを見上げた。

（このひとと出で逢あえたのが運命なら）

　───お願い、止まって！

　嵐あらしの中、アレクシオンが乗る馬の前に身体を投げ出すようにして、彼を止めた。そのときはもちろん相手が自国の王子だとは夢にも思わなかったが、運命の扉とびらを最初に開けたのはシェリルだ。

　その後アレクシオンに誓約をたてたのも、自分の意志である。

　だがそれらは常に、誰だれかのためという意識が働いていた。

　ランス村の病人を救うため。

　国王の病を治すため。

（じゃあ、いまは？）

　主あるじであるアレクシオンが望むため。

（───違ちがう）

　シェリルは目にいっぱいの涙をたたえてアレクシオンを見上げた。その涙の理由など、もうとうに相手にはばれているだろう。

[image: ]

「───」

　待っていてくれるアレクシオンに答えようとして唇を震ふるわせたとき、とうとう限界を超こえて涙が溢あふれ出た。

　ぽろぽろと、頰からこぼれ落ちる涙を見たアレクシオンはふわりと笑い、そしてシェリルの手を握っていない方の腕うでで、シェリルの身体を巻き込むように抱だきしめた。

　髪かみに、アレクシオンが頰を埋うずめてくる。

　吐と息いきが耳に触れた。

「……誓約は成立か？」

　これは誰かのためのものか。

　誰かに祈いのるための誓約か。

（いいえ。これは私の望み。───私の心からの）

　シェリルはぎゅっと目を閉じた。あらたな涙なみだがこぼれても、もう構わなかった。

「───……はい」

　シェリルが頷うなずいて、アレクシオンの背に手を回した瞬しゆん間かん、わっと広間が沸わき上がった。

　気の早い大臣たちが、婚こん儀ぎの日取りの候補を口にする。

　衛兵たちと『鷲』が交じり合って、互たがいの肩かたや背を叩たたきながら笑う。何人かが外へ駆かけ出していったのは、王宮を取り囲む民たみのことを知る者が、この喜ばしい出来事を報しらせにいったのかもしれない。

　ユアンがまるで好こう々こう爺やのように目を細める隣となりで、ミスカがこの場にはいない誰かに囁くように何かを呟つぶやく。

　サリオが口笛を吹ふき、ルーカスが片目を閉じ、その二人に肩を抱かれながらヴァルトがシェリルに負けないくらい泣いている。

　誰もが喜びを隠かくすことをせず、アレクシオンが王太子だと分かったとき以上の、幸福に満ちた興奮と喝かつ采さいが広間に満ちあふれ、抱き合うシェリルとアレクシオンを包み込む。

　まるでそれは、歓かん声せいと拍はく手しゆと喝采が色とりどりの花となって二人の上に降り注ぐようだった。

「シェリル」

　アレクシオンの声にそっと顔を上げると、アレクシオンが微笑ほほえんでいた。

　それを見るとまた泣けてきそうだったので、顔を伏ふせようとしたが、アレクシオンはそれを許さなかった。

　少しだけ強ごう引いんに、唇が重なってくる。

　恥ずかしさに目を見開き、アレクシオンを押しのけようと胸に手をついて───やめた。

（───命尽きるまで……）

　重なりあった吐息を編み上げるように、甘くて尊い誓約をたてた。







　あとがき







　こんにちは、槇まきありさです。

　とうとうシリーズ最終巻となりました。

　いやあ……。

　前巻からこの巻が出るまで、少し間があきましたが、その間に自分を取り巻く環かん境きようが大きく変わったこともありまして、書いた本人にとってはあっという間でした。それも含ふくめて、このシリーズは駆かけ抜ぬけた感がありますね。

　実際、前シリーズの刊行ペースを思えばこの「秘薬」シリーズは非常に短期間（注・あくまでも自分比です）で次巻を出してきましたから、気づいたら最終巻を迎むかえていたという感じです。そのため、シリーズを終えたという実感が若じやつ干かん乏とぼしいというのが正直なところで、もっと言うと最終巻にして「うわあ、このキャラってこういう人だったんだ」と気づいちゃったりもして（笑）、未消化というわけではないのですが、まだまだ自分の中では世界が広がっていく話だなとも思っています。

　そういうこともありまして、最終巻ではありますが、すべてのキャラのすべての謎なぞをこの巻で明かすことはしませんでした。真正直に言えば、書ききれなかったというのも確かにありますが、敢あえて書かなかったこともあります。あの人はこのあとどこで何をしているのか、とか、あの人の過去は、とかね。

　特に某ぼうキャラと某キャラの過去については、本当は書きたくて書きたくて仕方がなかった！

　ただ、それを書き出すとこの一冊では絶対足りないし、何より内容がマニアックになりそうだったので、担当さんに熱く語って気持ちを抑おさえました（笑）。なので、是ぜ非ひ！　書かれていないところについては、読者の皆みな様さまに存分に妄もう想そう……じゃない、想像を働かせていただいて、好きなように世界を広げていただければと思います。

　とはいえ最終巻。「秘薬」の世界について語るのはこれが最後だと思うので、ちょっと裏側っぽい話もさせていただきます。

　今回のシリーズは、ともかく「身分違ちがいの運命的な恋こい」というのが書きたかったんです。

　だからタイトルを決めるときも、担当さんから「タイトルですが、何か良い案ありますか？」と尋たずねられて「運命の恋」と答えたのですが、あまりにもストレートで捻ひねりがないと、速そつ攻こう却きやつ下かされました（笑）。

　この、私のタイトルに対するセンスのなさというのは昔からでして……。結局シリーズのタイトルも各巻のサブタイトルも、殆ほとんど担当さん任せという情けなさ。

　でも餅もちは餅屋って言うしさー、と言い訳がましく友人に言うと「あんたも餅屋の端はしくれじゃないの？　というか、端くれにでもならなきゃ駄だ目めでしょうが」と手痛い指導を受けました。

　……ごもっとも。

　そうそう、それから一巻のあとがきで第三王子について、初期設定は露ろ骨こつに自分の好みをあてはめたものの最終的には違ってきたと書きましたが、それでもこのシリーズに出てくる男性キャラの中ではダントツに自分好みのキャラでした。しかし、実際に書いてて楽しかったのは第一王子や第二王子の方だったのは何故なぜだろう……。もっと言うなら、《四誓フオース》の男性陣じんの方はさらに楽しかったです。彼らが聞いたら怒おこるだろうけど、勝手に動いてくれるし、何より気を遣つかわなくて良いしで、非常にありがたい存在でした。

　一方、女性陣ですが、やっぱり書いてて愛いとしい存在だったのはシェリルでした。書き始める前は、いわゆる「いい子」というのはそのうち飽あきるのではないかという不安もあったのですが、そんな心配は無用でした。案外、無茶もしてくれますしね。

　実は「シェリル」は、まだ私が子供の頃ころ、空想として物語作りを楽しんでいたときにノートに書き留めたヒロインの名前でした。そしてその相手役が「アーシル」。

　前シリーズ「瑠る璃りの風に花は流れる」を読んでくださった方はここでピンと来たかも？

　そう。「瑠璃花」の主役カップルの一人「芦アシ琉ル」の名は、ここから拝借したのでした。だからもし「瑠璃花」の世界がアジアンテイストでなかったら、「瑠璃花」の主役はシェリル＆アーシルになっていたと思います。

　あの頃の自分は、空想遊びの中から生まれたキャラがこんな形で世の中に出ていくことになるなんて、それこそ空想すらしていませんでした。そう考えると人生って、どんな経験も、それこそ遊びであっても、いずれ何かの役に立つということなのかな、と思えます。

　さて、そんな風に子供の頃の自分にもちょっと手伝ってもらった作品とも、この巻でいったんお別れです。前述したように、「秘薬」の世界そのものはまだまだ広がっていくのですが、そこは読者の皆様の想像にお任せして、私はまた別の物語づくりを始めたいと思っています。

　今度はどんな世界で、どんなキャラがどんな風に動いてくれるのか。現時点ではまったくの未知数ですが、それもまた楽しみなところ。

　出来るだけ早く新しい物語を皆様にお見せしたいと思っていますので、またおつきあいいただけると嬉うれしいです。でもいまは何よりも、この「秘薬」シリーズに最後までおつきあいいただいたことに感謝を申し上げます。皆様の存在が、何度心の支えになったか分かりません。本当にありがとうございました！

　それではまたお会い出来る日まで、皆様どうぞお元気で！
















「───陛下からもおっしゃってください！」

　侍じ女じよ頭がしらのイルマが眦まなじりを吊つり上げてアレクシオンのところにやってくると、「あ、用事が」と言って早々にルーカスが逃にげ出し、サリオも「そう言えばクラウシオン大将軍とイザーク将軍に呼ばれてた」と立ち上がり、ヴァルトが「えーと、えーと、えーと」と言って隣の部屋に逃げ込んでいく。

「どうしたの」

　微笑みながら答えたのはアレクシオンではなく、そばの椅い子すに座って茶を飲もうとしていたカテリナと、そのカテリナに自分が焼いた菓か子しを差し出していたステラだ。

「どうしたも何も」

　イルマは腰こしに手を当てた。

「シェリル様がいまだに薬草をいじってらっしゃるからです。間もなく王おう妃ひになろうという御お方かたが、下働きと交じって泥どろまみれになって！」

　カテリナとステラは顔を見合わせると、くすくすと笑い出した。

「仕方がないでしょう。シェリルは確かにアレクシオンの婚こん約やく者しやで、数日後にはこの国の王妃になるけれど、それ以前にアレクシオンの《四誓》であり、王宮調薬師なのだから」

「そうよ。それにシェリルから薬草を取り上げたら、王宮から逃げ出しかねないわ」

　それで困るのは陛下よ、と言ってアレクシオンを笑えみ混じりの目で見る。

「……母上がたの言うとおりです」

　アレクシオンは苦く笑しようを口元にわずかにひらめかせた。

「ですが！　まだ婚儀の衣い装しよう合わせも途と中ちゆうなのですよ！」

　勢いの止まらないイルマにどうしようかと思っていると、まだ笑っているカテリナが扉を扇おうぎで示した。ほっとしながら組んでいた長い脚あしをといて、椅子から立ち上がる。

「陛下！　まだお話は」

「ああ。それでシェリルはどこにいる？」

　注意をしてもらえると思ったのだろう。イルマは眉み間けんのしわを消すと、窓の外を示した。

「新しく作った薬園ですわ。いまはもう夢中でいらっしゃいます」

　頷いて、二人の母に軽く一礼してから部屋を出る。

「……泥まみれか」

　王宮の廊ろう下かを歩きながらその姿を想像し、アレクシオンは小さく笑った。

　偶ぐう然ぜん通りかかり、頭を下げる前にその表情を見ることが出来た幸運な侍女が、顔を真っ赤にして倒たおれそうになっているのには気にもとめず、前を通り過ぎる。

　───あのね。やっぱりリディアは凄すごいの！

　昨日、頰ほおを赤らめて駆け寄ってきたシェリルを思い出す。

　前調薬師長のホルガーはラルフシオンに利用されたあげくに殺されたが、その姪めいであるリディアを冷たい目で見る者がいないのは、シェリルがリディアに対して、何のわだかまりもなく接していることが大きい。

　───薬をかけあわせる才能がすばらしいの。ニクラス師長が、今度ミスカ先生に会ってまた別の視点を教わった方が良いって提案したら、リディアも乗り気で。

　明日は新しい薬園を手伝ってくれるって、と嬉うれしそうに話していたから、おそらくそれだろう。

　王宮の庭に植えられていた、一部の者には毒となる植物を除去するついでに、一角を薬園に変えたいと言ったのはシェリルだ。メリナ村の外れで栽さい培ばいしていたエナ草を王宮でも育て、王宮調薬師たちで薬の開発を進めたいからというのが理由だった。

　拒こばむ理由は何一つない。

　うまく薬が出来たら、全国に着々と増やしている調薬師の教習所に広められる。そうなればまた、イゼリアは民の健康を高めることが出来る。それはシェリルだけでなく、アレクシオンの夢の一つにもなっていた。

　薬園の前までいくと、扉が開いてリディアと複数の下働きが出てきた。

　王位を継ついだばかりの若くて美しい王が目の前に現れて、取り乱さない娘むすめはいない。悲鳴に似た声を上げた下働きを叱しつ咤たし、丁てい寧ねいな礼をとったリディアにねぎらいの言葉をかけてから、中に入っていく。

　濃のう厚こうな緑の匂においに包まれたが、これにも慣れた。時々気が向くとシェリルと一いつ緒しよに薬園に出向き、楽しげに名を教えてくれる細い指に従って薬草を摘つむこともあるからだが、これはイルマには絶対に言えないだろう。

「───あ、花が咲さいてる！」

　緑の奥で、独り言なのにずいぶん楽しげな声が聞こえてきて、思わずアレクシオンの唇くちびるから笑みが漏もれた。

　声をかけようとして目の前にのびている葉を押しのけたとき、ふいに耳元で風が吹いた。

　───私は幸せです。

　誰だれかの声が風に混じって届く。

　手を止めて、あたりを見回すが誰もいない。

「……」

　怪け訝げんな顔つきになったが、人の気配は愛いとしい者のものだけであるのは間ま違ちがいなかったので、もう一度前に進もうと踏ふみ出した。

　───未み来らい永えい劫ごう、私は陛下のために生きて、薬を作り続けます。……この薬園で。

　───誓せい約やく、か……？

　───はい。

「───これは」

　呟いた自分の声に重なるように、別の声が聞こえた。

　───では余も誓ちかおう。……《四誓》であるがためにそなたを妃きさきに迎むかえられぬというのなら、余は……。

　風に薬草がそよぎ、その先が途と切ぎれる。

　アレクシオンが耳を澄すますと、軽かろやかな歌声が聞こえてきた。

「───いつか叶かなうよ、この夢は。咎とがめられた理由は消して、ただ誓いだけを残すから」

「……」

　草をかき分けて進んでいくと、その音を聞きつけて歌がやむ。

　やがて緑の間から、調薬師の制服を着た未来の王妃が現れた。

　───シェリル。伝えておきたいことがある。

　一連の出来事が終わり、あらためてシェリルと向きあったとき、アレクシオンはそう切り出した。

　シェリルの父が命を落とす原因となったのが自分であることを、黙だまっているわけにはいかないと思ったのだ。シェリルがどんな目で自分を見ようとも、妃となることを承しよう諾だくしてくれたシェリルに対して誠実でありたいと思った。

　アレクシオンの告白に、シェリルは目を見開いた。

　カルロが毒に侵おかされたことはソニアから聞いていても、原因までは伝えられていなかったらしい。アレクシオンがカテリナの実子であることは秘ひめられる筈はずだったから、そんなところにもソニアの夫に劣おとらぬ王家に対する忠心がみえて、アレクシオンの胸は締しめつけられた。

　───……そうだったの。

　瞬またたかせた目に浮うかんだ涙なみだに、アレクシオンが目をそらしかけたときだ。

　───あのね。

　シェリルは囁ささやくように言いながら、アレクシオンの袖そでに触ふれた。

　───お母さんは言ってたの。お父さんの死は毒が原因だったと教えてくれたときに、でもそれは大切な人を守るためだったって。

　───……！

　───お父さんは亡なくなる前に言ってたんだって。後こう悔かいはしていない、この結末を知っていても、自分は同じ道を選んだって。

　シェリルは涙で光る瞳ひとみをアレクシオンに向けて、袖をきゅっと握にぎって言った。

　───お父さんがシオンを守ったのね。そのおかげで、私はシオンに会えたのね。

　ありがとう、と小さく呟つぶやいたシェリルをアレクシオンは強く抱だきしめたのだ。

　あのとき涙に濡ぬれていた瞳は、いまは毎日、未来への希望できらきらと輝かがやいている。

　いまもアレクシオンを見つけたシェリルは瞳を輝かせ、同時にほっとしたように微笑ほほえんだ。

「シオンだったのね」

「……シェリル。いまの歌は？」

　尋たずねると、シェリルはぱっと顔を赤らめた。

「聞いていたの？」

　恥はじらって背を向けたその身体からだを、両りよう腕うでで抱きしめる。シェリルはぴくんと身体を震ふるわせたものの、そっとその体重を預けてきた。その無防備さが嬉しく、愛おしい。

「……続きは？」

「えー……」

　シェリルは恥ずかしそうに、抱きしめるアレクシオンの腕うでに顔を伏ふせたが、再度ねだると、小さく唇を開いた。

「───咎められた理由は消して、ただ誓いだけを残すから。いつかこの手は強くなり、必ずあなたの手をとろう。誓いとともに、夢とともに、あなたとともに歩く道のために」

　歌い終わったシェリルから、それが母から教えてもらった、家に代々伝わる子こ守もり歌うただということを教わる。

「……シェリルの家は、祖先も調薬師だったと言ってたな」

「そうよ？　もうずっと昔から」

「───そうか」

　何かの符ふ合ごうがあったような、ただの気のせいであるような、不思議な気分になりながらも、アレクシオンはそのことは忘れて良いと思った。

「シェリル」

「なあに？」

　アレクシオンが抱きしめる腕の中でシェリルがくすぐったげに笑う。

　運命の出で逢あいというのはあるのだな、という言葉は口に出さなかった。

　言わなくても自分たちは充じゆう分ぶん知っている。そしてその運命は、この先もずっと自分たちとともにあるのだ。

「……王宮に戻もどるとき、泥どろは払はらっておこう」

　囁く声に返ってきた笑い声が、薬園に響ひびく。

　その声を乗せた風にそよぐ緑はあざやかに、太陽の光の下で輝いていた。
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